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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あっ、あー……。

　ちゃんと録とれてるのかな、これ？

　ええと……一応、赤いランプは点ついてるけど……ＩＣレコーダーって、静かすぎて、動いてるのかどうかわかんないんだよね。

　こつこつ。

　ちょっと指で叩たたいてみたりして。

　うん。

　録れてるってことにしよう。そうしよう。うん。今までだって大だい丈じよう夫ぶだったんだし。

　ちょっとくらい、ミネラルウォーターの入ったコップに落としたって、今の機械は丈夫だから大丈夫！──だ、だと思う……。

　…………。

　……。

　こほん。えー、神かみ代しろ光ひかるです。

　これで、この日記も何回目になるのかな？　ノーパソを見ればわかるんだけど……多分、そんなに数はいってないと思います。

　ところで、ですね。

　僕、どうしてこんな日記をつけようと思ったのか、それをまだ、話してなかった気がします……駄だ目め駄だ目めだなー。

　えーと、一番最初はですね、僕という人間がいたんだ、ってことを形にしておきたい、と思ったからなんですけど、それはでも、僕の特殊な環境と関係がなかったわけじゃなかったんだ、って今となるとわかります。

　もう一人の自分……白しら鳥とりさんに、もう一人、僕──っていうか《俺おれ》さんがいるって聞かされたときはびっくりしたけど、実際、そのもう一人が勝手なことをして、その自分と話をした以上は、信じる以外にはありません。

　その……悪あく魔まとか、天使とかいうのはおいておくとして、僕の中にはもう一人の僕がいるんです。そしてその僕──《俺》さんは、僕の体を乗っ取ろうとして、いろいろと企たくらんでいるみたいです。

　あんまり信じたくはないけど──明あけ星ほしさんたちは、僕の中の《俺》さんの味方で、僕を消してしまおうとしていたって聞きました。どうしてそんなことをするのかというと、明星さんたちには《俺》さんが必要みたいなんです。

　出来たら、助けてあげたいなー、とは思います。明星さんたちには、いっぱいお世話になりましたか──

　…………。

　…………。

　…………。

　そう思うんだったら、とっとと明け渡せよっ！

　ちっ。

　ちっちっちっ。あー、うぜえっ！

　おまえには無理なんだよ！

　出来たら？　ばぁか！　出来ねえよ！

　そうだぜ神かみ代しろ光ひかる。そうなんだぜ、おい、神代光うううっ！

　あの連中は、俺おれにしか救えない。

　わかるか？

　お・れ・に・し・か・す・く・え・ね・え・ん・だ・よ！

　なにか？

　おまえは受けた恩を仇あだで返すタイプか？

　そんなやつなのか？

　おまえが俺に体を明け渡さなけりゃあ、あの連中は──

　…………。

　…………。

　…………。

　あ……この感じ……きっと今、《俺》さんが、出てたんですね。

　白しら鳥とりさんに言わせると、乗っ取りが随ずい分ぶん進んでいる証拠だ、って。体全部じゃなくて、意識とか声とか感覚とか、そういうものをちょっとだけ、《きっかけ》がなくても乗っ取ることが出来るくらい、進んでしまっているんだって、そういうことみたいです。

　何度も何度も体を自由にされてしまっているうちに、体が《俺》さんになじんでしまってきていて、それで、こういうことが出来るんだって、説明、聞いてます。

　それもこれも、明あけ星ほしさんたちと住んでいる間に、そういう風にされちゃったんだって、白鳥さんは言ってます。

　言ってますけど……。

　短い間でしたけど、明星さんたちと一緒に暮らしたときのことは忘れられません。

　とても、とっても、楽しかった！

　これ、多分、白鳥さんはしばらく聞かないと思うから、言っちゃいますけど……今よりも、ずっと楽しかったです。

　あ、白鳥さんが悪いわけじゃないですよ？

　それはちゃんと言っておきます、誰だれかわからないけどこれを聞いてる人、それは勘かん違ちがいしないでくださいね。

　ただ……僕は、ここでは一人ですから。

　白しら鳥とりさんは傍そばに住んでますけど、前みたいに、扉開けたら誰だれかが大たい抵てい廊下にいる、っていうことはないですから。

　やっぱり、ここは一人で住むには広すぎるんですよね。

　そう思って、一度はこの屋敷を寄付して、それで明あけ星ほしさんたちと暮らし始めたんですけど、あれを間違ってたとは思いたくないです。

　たとえ、明星さんたちが、僕ではなくて《俺おれ》さんを必要としていたんだとしても。

　……えっと。

　だからって、戻ろうとかは思ってません。

　ただ、出来たら僕も白鳥さんの今住んでいる、元は召使いさんたちの宿舎に住みたいなー、なんて少し思ってるだけで。賑にぎやかで楽しいだろうな、って。

　けど、さすがにそれは、白鳥のおじさんが許してくれそうにないですから、今のところ諦あきらめてますけど……さすがに僕でも、今白鳥さんと《している》ことを思ったら、それを知られたら、おじさん、怒る前に、心臓、止まっちゃいそうだし。

　うん、あれは秘密です。

　あ。

　違う違う。そうじゃないですよ。

　どうして、ボイスダイアリーをつけようと思ったか、ですよ。

　あはは。

　駄だ目めだなあ……すぐに、話、脱線しちゃって。

　ええと……どこまで話したっけ……あ、そうそう。だから、ですね。もう一人、僕の中に《俺》さんがいるんです。

　それを僕は、白鳥さんに教えられる前から、どこかでわかっていたんだと思うんです。このままだったら僕は消えてしまう──それを、どこかで気付いていたんだと思います。

　だから、なにか残したかった。

　ビデオダイアリーの方がいいんじゃない、って白鳥さんに言われて、自分でもそうだなあって思うので、今、どの機種にするか考え中です。

　うん。

　やっぱり白鳥さんて、すごい。

　声だけよりも、映像としてあった方が、僕がここにいたっていう証あかしとしては、確かですもんね。わかってもらいやすいですし。

　あ。

　でも、これって別に消えること前提じゃないですよ？　そんな弱気で、これを残してるわけじゃないです。

　万が一、です。

　もしも、万が一、僕が消えてしまったら怖いから。

　ちょっと寂しいから。

　だから、です。

　白しら鳥とりさんには、毎日の変化を残しておいた方が、役に立つかも知れないから、って言ってありますけど、それが本当の理由で──

　…………。

　…………。

　…………。

　……ふん。なにが寂しい、だ。

　いいか？

　なんか勘かん違ちがいしてるみてーだから、言ってやるけどな、神かみ代しろ光ひかる。

　おまえ、おまえこそが、偽にせ物ものなんだってこと、忘れてるんじゃねーか？

　もともと、この体は俺おれのもんだぜ！

　この《ルシファー》様のな！

　つまりは、今の状態こそが不自然極まりねーんだよ！　てめえは、あの天使どもによって上書きされた偽の人格だ！

　てめえは、俺に言わせりゃ寄生虫だ！

　その寄生虫が偉そうに……なめんなよ、ガキ。おまえらガキの浅知恵なんぞ、蠅はえが止まったほどにも意味がねーってこと、思い知らせてやる。

　憶おぼえておくこっ──

　…………。

　…………。

　…………。

　ああ、またか。まただったですね。

　どうも、こうやって一人でブツブツやってると、《俺》さんて、出てくる気がする。だって、学校とかでは、こんな風に出てきたこと、ないし。

　あったら、もっとずっとみんなに嫌われてると思うし、そうしたことがあれば、白鳥さんが教えてくれるはずだから、きっとないんだと思う。

　あれなのかな？

　気持ちが自分の中に向かっていると、そこに道が出来やすいのかな？

　うん、そうかも知れない。

　気をつけよう。

　……こんな感じで、今日きようのボイスダイアリーはおしまいにしたいと思います。

　次はやっぱりビデオかな。

　じゃあ、おやすみなさい。

　世界が平和で、これからもみんなが楽しく暮らしていけますように。

　千ち代よ神がみ中学、三年Ａ組、神かみ代しろ光ひかる、でした。
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　ぷつ、と神かみ代しろ光ひかるの部屋から見えていた明かりが消え、再び点つかないのを、緞どん帳ちようのように重いカーテンの隙すき間まから確認していた明あけ星ほし獅しぃ子こは、終わった、と見てしっかりとそれを閉めた。

　これで、万が一にも光りが漏もれるようなことはない。

　窓まど枠わくをつかみ、椅い子すを回すと、乗馬用のブーツを履はいた足が遠心力で振り子のように振れた。爪つま先さきが、かり、と壁に擦こすれて音を立てたが、もちろん、なにも感じない。

　獅ぃ子の足は、幼い頃ころ──といっても、今も十六歳なのだが──の事故が原因で動かなくなり、感覚もなかった。

　だが、それを嘆いたのは遠い過去のことだ。今は代わりとなる足があり、それは自分の意志のままであるので、さほど不便を感じたことはない。むしろ、高みから全すべてを見下すための必然であったのではないかとさえ、考えることもあった。

「光様は、お休みになられたようですわ」

　完全な暗くら闇やみに向かって、獅ぃ子は言った。

　とろりとした黒くろ蜜みつのような、手を伸ばせばすくえてしまいそうな闇のなかで、気配が動いた。

　人のもの、であろうが、敏感なものならば、どこか異質なものも感じることが出来るだろう。犬か──獣けものを連れているかのような、そんな気配を。はっはっと荒い息も、あの独特な犬臭くささもなにもないが、ただ気配だけは感じる。

「明かりを」

　獅ぃ子が言うと、ぱちりと音がして天てん井じようのシャンデリアが灯ともり、辺りを昼間のように明るく照らしだした。う、とうめき声が漏れる。それは獅ぃ子のではない。

　背もたれが少し反そった椅子に体を預け、出来るだけ睥へい睨げいするように顎あごを持ち上げて、腕を肘ひじ掛かけに預けて手を組み、獅ぃ子は辺りをぐるりと見渡した。

　三〇平方メートルほどの部屋に、自分を含めて七人の少女たちが集つどっている。

　いずれの顔にも不満そうな色はない。彼女たちの性格を考えれば珍しいことだが、さすがにもう、わかっているのだろう。

　他ほかには一人、天井に付くほど背の高い、タキシードの男がいたが、獅ぃ子はそのラバーマスクで顔を隠した男を、人数には入れていなかった。

　当然だった。

　何な故ぜなら、その男は獅ぃ子なのだから。男は彼女の足。彼女の体の一部といっても、決して過か言ごんではなかった。

　獅ぃ子は男を『赤せき兎と』と呼んでいたが、『赤兎』とは、『三さん国ごく志し』という作品に出てくる名馬の名前である。であるから、もちろん本名ではない。

　そんなものは必要ない。

　赤兎は獅ぃ子の《足》であり、それ以外の何者でもないのだから、他にどんな存在意義が必要だろうか。必要などなかった。

　その赤せき兎とは壁かべ際ぎわに彫像のように立っていたが、手はシャンデリアのスイッチに触れていた。いつでもまた、消すことが出来るように、だ。ここに戻っていることを、人に──光ひかるや、天敵となった白しら鳥とり愛あいに──知られるのは、よくはない。

　このところ、獅しぃ子こたちは別の場所を『巣』にしていたのだが、戻ってこなくてはならない理由があった。

　連絡、である。

　光の中に封じられている《ルシファー》からの連絡は、光や愛の目を盗んで、実に古典的な方法で、ここへ届けられるのだ。

　その方法というのが──

「しっかしさあ、なんで今どき《モールス信号》なんだか……」

　──なのだった。

　目を擦こするようにして、田た名な網あみ久く美みが言うのももっともだ、と獅しぃ子こも思わなくはない。ルシファーは光が眠った後で僅わずかな時間、体を乗っ取り、懐かい中ちゆう電でん灯とうを使って光りでモールス信号で指令を送ってくるのだが、これははっきり言って非効率的だった。

　モールス信号、とは、モールス符号ともいい、長短二種類の符号（音なら、ツー、トン、など）を組み合わせ、あらかじめ文字に割り当てておいて、文章を二種の符号で作成しようという、古い電信方法だった。音の他ほか、光りの点滅や、手て旗ばたなどでも文章を送れるが、ここは、海の上や、電波の届かない山奥などではないのだ。

　携帯電話がある。固定電話もある。メールもある。

　もちろんいずれも履り歴れきなどの証拠が残るという欠点はあるが、電話機についてならそれを消すことは難しいことではない。

　盗とう聴ちようの心配をルシファーは口にしていたが、モールス信号ならば、確かに盗聴の危険はないかも知れないが、もしも光のことを見張っている者が他にもいれば、深夜に彼の部屋で明かりが点滅するのを不ふ審しんに思うはずだ。

　一応、光りは獅ぃ子の部屋からしか見えないように指向性を持たせてはあるということだが、完かん璧ぺきはありえない。

　だが、ルシファーが、これ、と決めたことに対して、獅ぃ子はいちいち異論を差し挟はさむことはしなかった。不ふ敬けいに当たるうえに、おそらくは言っても無む駄だ。馬ば耳じ東とう風ふう、馬の耳に念仏、牛に経きよう文もん、犬に論語、だ。

「光様には光様のお考えがあるのでしょう」

　そう、獅ぃ子は言った。確かに面めん倒どうではあるが、それだけだ。我が慢まんすれば済むだけの話。

「それより、久美。どうして、そんな格好をしているんですの？」

「ん？」

　久美は自分の体を見下ろすと、掌てのひらで裸の腹を叩たたいた。綺き麗れいに分割された腹筋が、ぱん、と小こ気き味みいい音を立てる。

　スポーツブラにスパッツ、というならまだわかる。家の中でのことであるし、トレーニング中に呼び出されれば、そういう格好で現れるということもあるだろう。だが。

「なんか、変か？」

「変ですわよ！」

　獅しぃ子こは思わず、乗馬用の手袋をした手で肘ひじ掛かけを殴なぐっていた。じん、と痺しびれるような痛みが手に広がる。しかし、一度火の点ついた《憤怒ラース》は、《高慢プライド》との相乗効果で、簡単には鎮ちん火かしてはくれない。

「周りを見ればわかるでしょう!?　あなた一人ですわよ、裸なのは！」

　そうなのだった。

　獅ぃ子はいつもの乗馬服。他ほかの少女たちもそれぞれ、きちんとしていたり、だらしなくはあったりしても、服を着ている。

　一人、牧もく鷹おう羊よう子こだけは極小の、意味があるのか、という水着姿という、これもわけのわからない格好だったが、それでも布を着けて──服を着ていることには変わりない。

　しかし、久く美みはそれとは違う。

　本当に全ぜん裸らだった。

　一五〇センチに満たない身長の、一四歳の肉体を余すところなくさらしている。

　年齢のわりには、幼児体型ではないが、かといって女らしい、というのでもない。胸は少しも膨ふくらんでおらず小皿を伏せたようであったし、腰も少しもくびれてなどいない。

　だが、幼児のように、ぽっこりとおなかが出ているのでもなかった。

　むしろ逆。

　久美の腹部はほぼ平らで、そこには綺き麗れいに分割された腹筋が、うっすらと浮かび上がっているのだった。

　逞たくましいのは、腹筋だけではない。腕にも、足にも、しっかりと筋肉がついている。ボディビルダーのそれとは違って、一目ではっきりとわかるというものではないが、それでも、きちんと見れば、ボクサーのそれのように少し動くと必要な筋肉が盛り上がる、そんな体なのだということがわかった。

　一応、首に引っかけたタオルだけが、彼女の体に触れていたが、それでなにが隠れるわけでもなかった。胸の微かすかなふくらみの頂いただきで、ほんのりと色づく先端には、届きもしない。本当にただ、首にかけているだけだった。

　そもそも、アンダーヘアを放ほうりだしておいて隠す様子すら見せない、というのは、いくら羊子でもありえない話だった。

　だが久美は、今気付いたとでもいうように、居並ぶ仲間を見て、おお、と手を叩たたき、

「集合、っつーから、てっきりいつもの《委員会》だと思ってよ」

　腰に手を当てると、あっはっは、と豪快に笑った。ショートカットの黒髪が、跳はねるように揺ゆれる。大おお雑ざつ把ぱこのうえない。
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「わたくしの部屋、と言ったでしょう……？」

　思わず、握にぎり締しめた手が、ぶるっと震ふるえた。

「聞いていなかったんですの……？」

「おう」

　あっさりと。あまつさえ、にやりと笑って、久く美みは肯定した。それがどうした、といわんばかりの不ふ遜そんな態度だった。

　その瞬しゆん間かん、獅しぃ子こは、頭のどこかで毛細血管がぷちぷちと切れる音を聞いた。毛の一本一本が逆さか立だとうと、毛穴がきゅうと締まる。ツインテールにした、ほぼ金色に近い髪がひっぱられて、まとめた部分でゴム紐ひもが軋きしむ。

　獅ぃ子は、胸の辺りで蟲むしがはいずるような気持ち悪さを感じた。同時に、心ここ地ちよさも。古い皮を鋭い鈎かぎ爪づめが破り、そこからぬるりと新しい体が生まれ出るような、そんな予感があった。足元で影が、蟻ありの群れであるかのようにざわざわと波立つ。目の端はしで、赤せき兎とのシャツの下の肉体がぼこぼこと蠢うごめくのが見えた。

　戻りたがっている──そうわかった。本当の意味で、自分の足に、赤兎が、なる。それは甘美な誘ゆう惑わくだった。しかし。

（まだ、ですわ）

　獅しぃ子こは長い時間をかけて息を吸い込んだ。喉のどが、抗あらがうように震ふるえる。無理やりに獅し子しの頭を押さえ込むように、なだめ、鎮しずめる。

（ここではありませんわ）

　目を伏せ、ゆっくりと深呼吸を繰くり返し、徐々に気持ちが──ざわめきが収まるまで、それを続けた。鳥とり肌はだが消え、頭皮の張りも消えていく。やがて、再び《獣けもの》が眠りについたのがわかった。足元の影も、ただの影に戻っている。

　獅ぃ子は、今度は深呼吸ではなく、ため息を吐ついた。

　やはり、久く美みとは相性が悪い──否いな、よいのか。彼女の《大たい罪ざい》である《憤怒ラース》は、人の怒いかりを搔かき立てるが、獅ぃ子の《大罪》である《高慢プライド》はその刺激を受けやすいのだ。

「……赤せき兎と」

　獅ぃ子がそう呼びかけると、ばさりと布の音がして、合わせるように久美の、わ、という声が聞こえた。

　顔を上げると、彼女は頭から黒い上着を被かぶせられていて、それと格かく闘とうしていた。赤兎が自分の服を被せたのだ。彼女は背が低いからそれでほとんど膝ひざ下した辺りまで隠れてしまう。

　ただ一言で獅ぃ子の意思をそこまで酌くむのは、世界のどこを探しても赤兎しかいなかった。一心二体とでもいえる存在なのだから当然ともいえるが、とはいえ、心は自分にしかない。彼は足──体の一部。意味のあることは、獅ぃ子の意志なく行わないし、意志に反することもしない。生命の危機に関しては別だが、それは肉体の自然な防衛反応というもので、それをもって赤兎に意思があるとは、獅ぃ子は認めてはいなかった。

　ともあれ、これで落ち着いた。

　改めて獅ぃ子は仲間たちを見回し、手の中で皺しわだらけになった紙を広げた。今しがた送られてきたばかりの光ひかるの言葉が、そこには書きとめられている。

「光様の──《ルシファー》様の、御お言こと葉ばを伝えますわ」

　さすがに空気が張り詰めるのを感じる。ただの言葉であっても、そこに《力》が宿っているかのように、少女たちの表情も僅わずかに引き締しまる。久美でさえ、巨大な上着を被ったまま、口を引き結んだ。

「今宵こよいの御言葉はただ一言──《始めろ》」

　沈黙が辺りを包んだ。ちち、とシャンデリアの電球だけが音を立てた。

　やがて。

　ごくり、と喉を鳴らしたのは、誰だれであったのか。

　誰でもよい。誰でも同じだった。気持ちは、ここにいる全員が同じであったであろうから。

「いよいよ、か」

　上着の影のなかで、久美が掌てのひらに拳こぶしを打ちつけるのがわかった。

　獅しぃ子こは頷うなずいた。よくぞここまで、と思いながら。

　もちろん、まだ準備段階の域は出ない。本当の本当の意味での仕掛けはまだ先だ。しかし、下準備を怠おこたれば何事も失敗するのは、どんなことにもいえる話だ。だからこそ、獅ぃ子は念を押すことにした。

「わかっていると思いますけれど」

　言って、少女たちを見回す。

「まだ本番ではないからといって、手を抜くんじゃありませんわよ？──特に棕しゆ櫚ろ」

　名指しをされた少女──荒あら縁ぶち棕櫚は、しかし、そんなことは気にした様子もなく、壁にもたれかかって大欠伸あくびをした。

　年は久く美みと同じ一四歳だが、彼女に比べるとすらりとして背が高く、大人びた印象がある。胸がまったくといっていいほどないのは同じだが、それで当然、と思わせる雰ふん囲い気きが、棕櫚にはあった。

　一見すると、美男子と見み紛まがう雰囲気が、彼女にはある。顔立ちもだが、着ているものも、普段から男物ばかりで、物事に頓とん着ちやくしない棕櫚にあって、それだけは唯ゆい一いつ、こだわるところであるらしい。知り合って大分経たつが、獅ぃ子は未いまだ、彼女のスカート姿というのを見たことがなかった。

「ボクは、いつも通りになにもしないだけさ」

　さらりと柔らかそうな髪を手で梳すくようにして、棕櫚は微笑ほほえんだ。その微笑みは、男ではなく女の心をとろかす魅力がある。不毛だ、と獅ぃ子は思うのだが、本人にはどうでもいいことらしかった。

「わかっていますわ。なにもしないことが、あなたがすることですもの。だから逆に言っているんですわ。なにもしないことに手を抜くな、と」

「難しいことを言うなあ」

　男の子のように、棕櫚は笑った。

　確かに、矛む盾じゆんだらけだ。久美などは、眉まゆを顰ひそめてしきりに首を捻ひねっているが、当然だろう。しかし、間違ってはいない。

「へ、変なのお」

　くく、と美み巳み──那な賀が花はな美巳が、笑った。

「し、獅ぃ子ちゃん、わけわかんないよお」

　言って、彼女は噴ふき出だした。どうやら、ツボに入ってしまったらしい。ちょっと太目の体を柔らかそうに震ふるわせて、けらけらと笑う。合わせるように、長い、緩ゆるいウェーブのかかった髪が揺ゆれた。腹立たしいほど大きいが、それほどうらやましいとは思わない胸も揺れている。

　やがて、ひとしきり笑うと、

「……はー」

　美み巳みは大きく息を吐ついて、どこに隠していたのか、スナック菓子の袋を取り出すと、袋の口を開いて、赤ん坊の手をそのまま大きくしたようなそれを袋の中に突っ込み、スナックを鷲わしづかみにして、食べた。

　あっという間まに、中身は減っていく。それがわかる。ものの三〇秒で喰くらいつくすと、美巳は、ぷう、と息を吐いて、スナック菓子の粉を口の周りにつけたまま、笑った。

「笑ったら、おなかすいちゃったあ」

「今、食べたじゃありませんの」

「え？」

　美巳は、きょとんとした顔をした。冗談で言っているのではないことを、獅しぃ子こはいい加減わかっていた。

　今の一袋、美巳にとっては記憶の埒らち外がいなのだ。おそらくは、呼吸のようなもの。

　人が呼吸を意識していないように、美巳は、あの程度の食べ物は息をするように、無意識に食べているに過ぎない。

　恐ろしい、業ごうではある。だが、美巳だけが特別なわけではない。種類は違っても、自分を含め、ここにいる全員がそれを持っている。

「……後で夜食を差し上げますわ」

「やったあ♪」

　心しん底そこ、嬉うれしそうな顔になる。

「だけどー、獅ぃ子ちゃんの言いたいことはわかるよお」

　少しだけ真ま面じ目めな顔になって、美巳は指を舐なめた。おそらくは、そこに付いた、スナックの粉を舐め取ったのだ。

「料理だっておんなじい。下した拵ごしらえの手を抜けばー、美お味いしい料理は出来ないもーん」

「そう！」

　獅ぃ子は手にしていた乗じよう馬ば鞭むちを、ぴし、と打ち鳴らした。

「わたくしが言いたかったことは、つまりは、そういうことですわ！」

　それを聞いた牧もく鷹おう羊よう子こが笑った。ぽってりした唇くちびるが震ふるえ、なんとも淫いん靡びな──聞いた者が、まるで耳を舐められたように感じるような、そんな声が響ひびいた。

　だが、声だけではない。その姿、容姿もまた、淫靡。

　一七と、仲間内では一番年上の彼女の《大たい罪ざい》は《邪淫ルスト》。《邪よこしま》で《淫みだら》なのだから、それも当然のことといえる。

　巨大な胸に、くびれた腰。

　それを申し訳程度の布で隠しただけで、誰だれも頼んでもいないのに、どこか煽せん情じよう的てきなポーズを取っているのは、その《罪シン》もあろうが、グラビアアイドル、という職しよく業ぎよう柄がら、ということもあるのだろう。

　彼女は、《モック》という愛称の、現役芸能人なのだ。

　この頃ごろそうした肩書きの女性がアダルトビデオに転向する企画が流は行やっているらしく、羊よう子このところにも、話が来るらしい。

　押していけばやりそうな雰ふん囲い気きはあるし、グラビア系ではベストファイブに入る《モック》がアダルトビデオに出ればとんでもない話題作になるだろうが、本人には、その気はないようだった。

　何な故ぜかと問えば、羊子は小首を傾かしげ、

「秘密がなかったら、もーそー出来ないしー」

　と、獅しぃ子こに言った。

「男の子はねー、あーかなー、こーかなー、もう少しで見えるのにー、っていうのが、一番、いいんだよー？　まー、あたしに限ってはほとんどの男の子は満足させられるとは思うけどー、やっぱり、想像と違った！　って思う男の子も、いると思うからさー」

「そうですの？　完かん璧ぺきだと思いますけれど」

　お世辞ではなく、下着を扱う会社の社長として、獅ぃ子はそう思っていた。が、男の子は違うのだろうか。

「そーだよー。好みはいろいろだからねー。たとえば──」

　羊子はすくい上げるように、大きな胸を持ち上げてみせた。ふるる、と本当に柔らかそうに揺ゆれる。

「あたしは自分のおっぱい、好きだけどー、小さいのが好みの子もいるしー、乳首だって、あたしのは綺き麗れいな薄いピンクで、ぽっちり小さいけどー、もう少し色が濃い方が、ふくらみとの差があって、際きわ立だってて興奮するって人もいるんだしー」

「そ、そうですの……？」

　あからさまな物言いに、獅ぃ子は頰ほおが熱くなったことを憶おぼえている。

「うんー。下の毛だってー、あたしは薄い方だし、こんな水着でも剃そらなくたっていいくらいだけどー、もっと濃い方がいいとかー、全然ない方がいいとかー、いろいろだしねー。ＡＶ出ちゃったら、それ、全部わかっちゃうじゃないー？　だから出ないのー」

　と、羊子は言っていた。

　その彼女は、獅ぃ子の言葉に、うんうん、と頷うなずき、

「ようするにー《前ぜん戯ぎ》は大事、ってことだよねー♪」

　と言って、唇くちびるをぺろりと舐なめた。

（こ、この娘はっ！）

　羊子の言葉と仕し草ぐさに、獅ぃ子は頰が熱くなるのを感じた。腰の辺りにも、とろりとした熱を感じる。さすがは、羊子。その気があろうがなかろうが、意思とは関係なく体を反応させることが出来るのは、他ほかの少女たちも同じであるが、同性にまでこんな簡単に影響を及ぼすとは。

「なんだよ、それ」

　巨大な上着に袖そでを通して、なんとなく変質者っぽい格好になった久く美みが訊きいた。

「ぜんぎ？　なんかの樹きか？」

「やだー、久美ちゃんったらー」

　羊よう子こはけらけらと笑う。すると、またしても胸が、それ自体が声を発しているかのように、ふるふると震ふるえた。

「樹じゃなくて、前ぜん戯ぎー」

「だから！」

　なんだよ、と久美が怒りだす前に、羊子は続けた。

「ようするに、前戯っていうのはねー？　えっちしてー、男の子のあれを入れちゃう前に、痛くないよう、女の子の部分が十分濡ぬれるように、あと、男の子を十分元気にするために、ふたりでする──えっちな、こ・と♪　たとえばねー……キスとかー、おっぱい舐なめたりとかもそうだしー、あとは、フェ──」

「そこまでですわ！」

　獅しぃ子こは、声を荒あらげて羊子の言葉を遮さえぎった。ようやくわかったのか、久美も顔を赤くしてごくりと唾つばを飲み込んだ。羊子のぽてっとした唇くちびるから淫いん靡びな言葉が紡つむがれると、その旋律だけで愛あい撫ぶされたような気になる。

　羊子は、残念そうに微笑ほほえむと、だが、言われた通りにした。

「ようするにー、十分に濡らしておかなくっちゃ、いざってときに気持ちよくなれないから、準備はきちんと、ってことだよねー、獅ぃ子ちゃん？」

「まあ……そうですわ」

　獅ぃ子は、ため息を吐ついた。羊子らしい納なつ得とくの仕方ではあるが、聞かされる方はたまったものではない。すると。

「確かに……」

　と、眼鏡めがねの下で頰ほおを赤く染めて、倉くら子こ──鏡かがみ倉子が、美み巳みの隣で頷うなずいた。

「言いたいことは、わかります。投資の世界でも、情報収集は欠かせませんから。それを怠おこたったり、面めん倒どうがるような人間は、そもそも投資には手を出すべきじゃありませんから。失敗し、大きな損失を出します」

　くい、と立てた掌てのひらの中指で眼鏡の位置を直して微笑み、ダーク系のスーツに身を包んで、長い黒髪をポニーテールにしている倉子は、とても大人びて見える。が、実際の年齢は獅ぃ子よりひとつ年が下の一五歳だった。

　彼女が、《投資》という、女子高生には不似合いの事こと柄がらで理解をしたのは、それが仕事だからだ。彼女は、獅ぃ子と同じく自分で事業を行っている。トレーダー、というものだ。株式や債券、外国為替かわせなどの取引で金を儲もうける、現代の錬れん金きん術じゆつである。

　倉くら子こは、その道では知られた実力者だった。

　彼女の、お金に対する執しゆう着ちやくは並なみ大たい抵ていではない。常にパソコンを手放さず、二十四時間、まともに眠ることはない。自分で作ったソフトを使ってリスク回かい避ひを行い、常に経済の動向には目を光らせている。

　だが、彼女は金そのものに執着をしているわけではなかった。執着というのなら、この世の中の全すべてに、である。それが、彼女の《大たい罪ざい》。《強欲グリード》だ。彼女がトレーダーをしているのは、なにかを手に入れようと思ったら、金がもっとも有効な手段であるからに過ぎない。

「それが今までの準備なら、この先は勝負の時間」

　と倉子は続けた。

「ただしそれは、来きたるべき大勝負の前段階の小こ手て調しらべ。言ってみれば資金を準備するための地じ盤ばん固がための勝負。そう理解してよろしいですね」

「ええ」

　獅しぃ子こは頷うなずいた。

「その心構えで、ことに当たってくださいまし。──巳み和わ？　あなたも理解出来まして？」

　そう呼びかけると、羊子の陰に隠れるようにしていたひときわ幼い少女は、こっくりと頷いた。事実、彼女は七人の内で一三歳と一番若い。

　その巳和──宇う美み野の巳和は、葬儀にでも出るかのような、黒いワンピースを着て、胸にテディベアを抱だいていた。靴くつ下したも黒で、靴もエナメルの黒。長い髪も濡ぬれたような黒であり、そのなかにあってただ顔だけは、光るように白い。

「……うん。わかります。相手に《嫉しつ妬と》させるには、相手がなにに憧あこがれていたり、なにを欲しがっていたりするのか、知らないと駄だ目めだから。鏡かがみさんと同じで、情報が──下準備が大事だということはわかってます──今回は特に」

「具体的にはどうするつもりですの？」

「羊よう子こさんに手伝ってもらいました」

　巳和はほとんど胸越しに、羊子のことを見上げた。巳和に見つめられて、羊子が妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「どういうことですの？」

　獅ぃ子が訊きくと巳和は視線を戻し、瞳ひとみを細めて、薄い唇くちびるを引き伸ばすように微笑んだ。

「……内緒、です」

　ちり、と胸の奥の方で《嫉妬エンヴイ》の炎が揺ゆらめくのを、獅ぃ子は感じた。巳和のその微笑に、いかにも少女らしい少女らしさに。そうしたものを、ふとした仕し草ぐさから感じさせる力が、巳和にはある。それが彼女の《大罪》だ。

「任せますわ」

　それしかなかった。

　獅ぃ子は、七人を一応、まとめているという格好になってはいるが、それぞれの活動方法については、口を出してはいない。たとえ獅しぃ子こから見ると頼りなくとも、代わることは出来ないのだ。

　しかし、くどいほどに念を押しておくことは、出来る。だから獅ぃ子は、改めて、久く美みへ向き直った。

「わかりましたの？」

　と訊きく。

　すると、久美はさすがに、ふん、と鼻を鳴らした。

「あたりめーだろ。あんま、馬ば鹿かにすんなよな」

「されるような行動ばかりだからでしょう？　わたくしだって、信じたいところですけれど、普段が普段ですわ。どうわかったのか、他ほかの人たちと同じように、わたくしに、説明してもらいましょうか」

「おう、よく聞けよ！」

　久美は、どん、と薄い胸を叩たたいた。

「つまり、これからやるのは本番前の準備運動、ってことだろ？　体を暖だん機きして、本番に備える、ってわけだ」

「まあ……そういうことですわ」

「なんだよ、その不満そうな顔はよ。合ってたんだから、もっと嬉うれしそうな顔しろよ」

　獅ぃ子は鼻を鳴らした。口く惜やしさが湧わき上がってくる。それを気け取どられぬよう、椅い子すに背中を預け、肘ひじ掛かけに腕を置いて、気けだるげに頰ほお杖づえをつく。

「別に、わたくしが嬉しがることではありませんわ。本来、こんなことはいちいち確認するようなことではありませんもの。日ひ頃ごろの行いを反省することですわね──お・さ・る」

「んだと！」

　久美は咆ほう哮こうした。彼女は人を怒らせるのも上う手まいが、自分もすぐにかっとなる。

　彼女の《憤怒ラース》が再び自分にも感染しそうになったが、今度は獅ぃ子は、上手く堪こらえることが出来た。それでも、肌は引き攣つれたようにぴりぴりとしたが。

　少しはすっとした。

　怒らせられっぱなしでは、自分の《大たい罪ざい》、《高慢プライド》に関かかわる。

　まあまあ、と美み巳みが久美をなだめながら、なにかを言いかけたその口に飴あめのようなものをねじ込む。美巳は獅ぃ子に比べると、随ずい分ぶんと久美の影響を受け難にくかった。常に一緒にいるから、ということではあるまい。そういう体質なのだろう。

　久美は、ち、と舌を鳴らすと、しかしそれ以上は突っかかってくるようなことはなく、黙って腕を組んで獅ぃ子を睨にらむようにしながら、飴らしきものを嚙かみ砕いた。

「……さて」

　獅ぃ子は再び一同を見回した。

「皆、よくよく理解しましたわね。そう。これから始めることは《本番》のための下準備ですけれど、それを怠おこたれば──」

　獅しぃ子こは美み巳みを見た。

「料理は失敗し──」

　視線を倉くら子こへやり、

「投資をしくじり──」

　羊よう子ことその後ろの巳み和わを見、

「け、結合は出来ず──」

　咳せき払ばらいをして、再び久く美みを見る。

「試合で怪け我がをし──」

　棕しゆ櫚ろへと目をやった。

「行動は空から回まわりすることになるでしょう」

　こちらの言葉を確認出来たかどうか。これで出来なければ、どうしようもない。

「よろしいですわね？　そのことを、ゆめゆめ忘れないように。もしもしくじれば、《救済》はないと思いなさい。それも、自分だけではなく、ここにいる全員の《救済》が幻まぼろしと消えるということを、今一度、肝きもに銘じなさい」

　言って、一人一人の顔を見る。さすがに久美も、ふてくされるのはやめて、他ほかの皆と同じく、大きく頷うなずいた。

　獅ぃ子は、ここしばらくで久しぶりに肩が軽くなったような気がした。

　もちろん、一人一人が対等な関係が建たて前まえの《罪人シナー》にあって、自分だけが責せめを感じる必要などないことは、わかっていた。だがこれは性せい癖へきのようなもので、どうしようもない。

　腰の位置をずらして、椅い子すに浅く腰掛けるようにすると、獅ぃ子はゆっくりと息を吐はいた。

「では、次に集まるのは《本番》の前ですわね。そのときにもう一度、光ひかる様から最後で最期の命令が、わたくしたちに下されるでしょう」

　皆が、頷いた。

「……だけどさ、ちょっとだけ残念な気もするな」

　腕を上げて頭の後ろで組み、久美がそんなことを言いだした。

「残念？」

　獅ぃ子は肘ひじ掛かけを軽く握にぎり締しめた。

（なにを言いだすつもり？）

　わかっているだろう、と自分の中でもう一人の自分が、囁ささやくのを、獅ぃ子は聞いた。そう。予想はついている。止めるかどうするか──考えているうちに、僅わずかに口ごもった後、久美は続けてしまった。

「光様と、もう、一緒に学校、行けないんだと思うとさ」

　ず、と、さっきまでとは別の重さが圧のしかかってくるのを、獅しぃ子こは感じた。それは心の重さ。そして、それを感じているのは自分一人ではない、と少女たちの顔を見ればわかった。

　特に美み巳みは、泣きだしそうとも見える表情になっている。

　気持ちは、わからないではない。

　久く美みと美巳は、毎日のように光ひかると学校に行っていたのだ。それがもう、本当に金こん輪りん際ざい出来ないのだと思うと、寂しさが募つのっても仕方がない。

　獅ぃ子自身、こんなことは感じるべきではないとわかってはいても、光がここにいないということを──ルシファーではなく、あのどうしようもなくお人よしな人間、《神かみ代しろ光》がいないことを、寂しく思わないわけではないのだ。

　だが、それを認めるわけにはいかなかった。たとえ《強欲グリード》の倉くら子こであっても、全すべてを手に入れることは出来ないのだ。

　なにかを選べば、なにかを諦あきらめなければならない。それが、この世の理ことわりだ。そうでないものには裏がある。昔からいうではないか。『タダより高いものはない』と。

　だから、獅ぃ子は選んだ。彼女だけではない。ここにいる全員がそうのはずだ。であれば、それを口にすべきではない。だから。

「なにを言っていますの、久美」

　獅ぃ子は、乗じよう馬ば鞭むちで打つように、ぴしりと言った。視線は久美に、しかし言葉は、少女たち全員に向けて。

「あの光様──いえ、光君は、敵の作った仮面──いえ、着ぐるみですわ。真の魂たましいはあの肉体に封じられた《ルシファー》様、ただお一人。私たちをすくってくださるのは、あのお方であって、お人よしで、お人よしすぎて、騙だまされたことに気付かないから、いつまでも幸せな気持ちでいて、だからこそ周りにいる人間がなんとかしてあげなくては、と思ってしまうような、あの……あの神代光ではありませんわ」

「なんだよ」と久美は言った。「なんだかんだ言ったって、本当は、おまえだって少しは寂しく思ってんだろ？」

「そんなことは──！」

　ない、と言おうとしてしかし、言葉を続けることは出来なかった。が。

「──わーってるよ」

　久美が、まるで獅ぃ子の代わりのように、そんなことを言った。

「悪かった。なーんか、寂しー気分が込み上げてきて、つい言っちまったけど、オレたちには他ほかに道なんかないんだってことぐらい、わかってる。そいつを知ってる」

　彼女の隣で美巳が同意するように頷うなずく。

　獅ぃ子は二人を見つめた。

　考えてみれば、あの二人はより長く、光と一緒にいたのだ。自分たちよりも多少、神代光に思い入れを抱いだいても仕方のないことかも知れない。だが。

「……なら、いいですわ」

　言って、獅しぃ子こは指を組むようにした。たとえそうでも、謝罪は《高慢プライド》が許さない。

　それを久く美みもわかっているのだろう。けっ、と舌を打ったが、それ以上はもう、獅ぃ子を問いただすようなことはしなかった。

「それでは──」

　と、獅ぃ子はもう一度、少女たちを見渡した。

「──《災わざわい》を、始めましょう」
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　こんなとき、光ひかるが思いだすのはやはり、あの少女たちとのことだった。騒がしく、大変で、けれど、代わりに寂しさをまったく感じなかった、あの暮らし。

　隣の廃はい教きよう会かいの敷地にあった寄宿舎での、七人の少女たちとの生活。

　今では、遠い昔のように思える。

　といっても、一四年しか生きていない身で、昔もなにもないものなのだが。それでも、もっとはるかな昔を知っているように思えることが、光にはあった。

　そんなときは、荒こう唐とう無む稽けいと他ほかの人が聞いたら思うだろう《彼女》の話も、全すべて真実なのだ、と少しの疑いもなく、思える──今、このときとは違って。

「え、えいっ！　えいえいっ！」

　ぴしっと尻しりが小こ気き味みよい音を立てて、ちくりとした痛みが、臀でん部ぶから漣さざなみのように広がって、そして消えた。だが、一度では終わらない。二度。そして三度。四つんばいになった光は、背中に座った《彼女》に、短い乗馬用の鞭むちで尻を叩たたかれた。

「さあ、怒りなさい！　怒るの！　男でしょう！　クラスメートにこんな風に馬みたいに腰掛けられて、お尻を鞭で叩かれて、口く惜やしくないの？　口惜しいでしょう？　さあ、怒るの！　怒りなさい！」

　ぴしぴし、と尻が鳴る。引き攣つれるような痛みが走る。

（怒れって言われても……）

　光は、されるがまま、ただ、困っていた。怒れと言われても、痛いだけで、怒りはちっとも湧わいてこない。むしろ、どこか哀しかった。こんな格好で、クラスメートに尻をいいようにされているということが。

　はたから見たところを想像すると、みっともなくて死んでしまいそうになる──が、それでも《彼女》が呼び覚まそうとしている、《怒いかり》には繫つながらない。

　それがまた、なんとも申し訳のない気持ちになる。

（こんなに頑がん張ばってくれているのに……）

　そう思ってしまう。だが。

（……な、情けないなあ……）

　不意に、鏡に映ってしまった自分の姿に、光は深いため息を吐つきたい欲求が込み上げてくるのを感じ、それを堪こらえた。

　別に《彼女》だって、クラスメートの尻を叩きたくて叩いているわけではない。理由があってのことだ。話したところで、誰だれも信じてはくれないだろう。理由があるから、光のために仕方なく、悪役を買ってでてくれているのだ。

　あまつさえ、《彼女》は光の身の回りの世話すらも、してくれている。

　住んでいた借家がなくなってしまい、光の申し出を受けて庭にある召使いのためであった宿舎に住んでいるからといって、本当に召使いのような真ま似ねをすることはないのだが、そこはなにかけじめのようなものが《彼女》の──というか、《彼女》の父にあるらしく、続けている。

　ご主人様、と呼ぶのだけはなんとかやめてもらったが、食事に洗濯、掃除に対外的な連絡、電話の取り次ぎ、ｅｔｃを、《彼女》に任せきりだった。

　その点は、前のときの暮らしと、あまり差はない。

　七人の少女たちと同じ屋根の下で暮らしていた頃ころも、光ひかるはほとんどなにもさせてもらえなかった。食事は美み巳みの担当であったし、洗濯は巳み和わと羊よう子こがしてくれた。仕方なく庭の掃除などをしていたのだが、ここへ引っ越してからは、本当にやることがなかった。出来なかった。

　そもそもこの屋敷は、敷地を含めて広すぎる。

　新宿区と千代田区に挟はさまれるように存在している千ち代よ神がみ宿じゆく区は、富ふ裕ゆう層そうと一般庶民があまり区分けをすることなく住居を構えている、少々変わった区だった。

　光自身の手て柄がらでもなんでもないのだが、神かみ代しろ家は、区でも三本の指に入る富豪だった。その当主であった両親が死亡し、天てん涯がい孤こ独どくの身となった光は、あっという間まに騙だまされて、一時期は公園で寝泊まりなどしていたのだが、今はこうして帰ってくることが出来た。

　光の両親に恩がある、という人々の子供である、獅しぃ子こを初めとする七人の少女たちの尽じん力りよくのおかげだ。

　それは、感謝している。

　だが、この屋敷は一人で住むには、やはり広すぎたし、《彼女》の一家が住んでくれたからといって強がりが続くほど小さな建物ではなく、狭い敷地でもなかった。

　もちろん《彼女》はよくやってくれている。だが、本当にまともにこの屋敷を綺き麗れいにしようとしたら、最低でも一五人は、メイドが必要だった。

　光は、今、そんな数の人を、新たに雇やとい直す気持ちにはなれなかった。家のことをよく知っている使用人たちは、もう、誰だれも残っていない。両親の死と共に、行ゆく方えがわからなくなってしまった者がほとんどだった。

　夜、一人でトイレなどに行くとき、静まり返ってなんの音もしない廊下に立つと、獅ぃ子たちと暮らした、今はなき寄宿舎へ無性に帰りたくなることがある。

　だが、それは出来なかった。

　出来ない理由があった。

　何な故ぜなら、獅ぃ子たちの同居のそもそもの理由が、噓うそであることがわかってしまったからだ。

　両親が世話になった、その恩返し──それが、彼女たちが光を助けた理由だった。だが、そうではなかったのだ。本当の理由は、違っていた。

　獅ぃ子たちが助けたいのは、光であって光ではない。果たして《人物》と呼ぶのが正しいのかどうかわからない──《ルシファー》と呼ばれる存在だった。

　聞けば、名前に憶おぼえのある人もいるはずだ。

　ルシファーは、別名を《サタン》という。

　つまり、《悪あく魔ま》。

　ルシファーとは、地じ獄ごくの支配者であり、悪魔の軍団を率いる《悪あく魔ま神しん》である。

　獅しぃ子こたちは、その《悪魔神》──《悪魔》なのに《神》とはおかしな言い方だが、悪魔の最高位、という意味でそう呼んでいるらしい──が、光ひかるの中に封じられていると信じて、その封印を解き、正しく目覚めさせるために、光に《七つの大たい罪ざい》を犯させようと、親切を装よそおって近づいてきた。

　──というのが《彼女》と、《彼女》の相あい棒ぼうの言い分だった。

「えいっ！」

　その《彼女》──白しら鳥とり愛あいの手の中の鞭むちがしなり、光の尻しりを、ぴしり、とやった。これは効きいた。思わず。

「あう」

　うめき声を上げてしまい、それを聞いた瞬しゆん間かん、背中の上で愛の体が硬くなるのを、光は彼女のお尻の柔らかな感触が失われることで感じた。

「ご、ごめん、光君！」

　ぴょん、と、愛は光の背中から降りると、目の前に女の子座りになり、心配してくれているのか、眉み間けんに皺しわを寄せて顔を覗のぞき込んできた。

　拳こぶしひとつ分は空いているとはいえ、同じ一四歳の、クラスメートの女の子の顔が目の前にあるという状態に、光は胸の辺りがざわめくのを感じた。

　なんだか、いい香りがする。

　男子とは全然違う。使っているボディソープやシャンプーが違うのだろうか。しかし、思い返してみれば、獅ぃ子たちも一人一人、その香りは違っていた。何人かは同じボディソープやシャンプーを使っていたはずなのに、同じではなかった。

　女の子というのはそれぞれ、いい香りを持っているものなのかも知れない。

　それに、愛は、自分ではそうと認めようとはしないけれど、クラスでもかなり可愛かわいい子の内に入ると、光は思っていた。

　本人は、いたって凡ぼん庸よう、と思っているようだが、春休みを過ぎて、より女の子らしくなったというか──クラスの男子の注目度が増したように思えた。

　光自身、どきりとさせられることが多い。

　ちょっとした仕し草ぐさに、つい、目がひきつけられる。それが、自分が彼女に惹ひかれているからばかりではないということは、クラスメートの男子も同じように、ちらちら愛を見ていることからもわかった。

　そんなとき、光はなんとも不ふ可か思し議ぎな気分になった。

　他ほかの男子がそんな風に愛を見ることが許せないというか、苛いら々いらするのだ。同時に、見ることを許している愛にも、ときおり同じ苛立ちを感じることがあって、光は自己嫌悪に陥おちいることがしばしばだった。

　またさらに、そんな風に思いながら、こうして二人きりでいるときには、胸の中になんとも誇ほこらしいというか──それよりはどこか邪よこしまな感じのある、抱いだいてはいけないような、

（どうだ！）

　という気分が湧わき上がってくるのを、何度も感じることがあった。そう。たとえそれが今のように、尻しりを鞭むちで叩たたかれているときであっても。

「……光ひかる君？」

　愛あいの眉まゆが、ますます顰ひそめられる。ちゃんとしたメイドではなく、メイドカフェのメイドのような格好で、ますます前のめりになって顔を近づけてくる。そうすると、ただでさえ大きく開いた胸むな元もとがたわみ、その奥のふくらみの上の部分が、その谷間が、あらわになった。
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　長い髪が背中から流れ落ちるように、さらさらという音が聞こえるような気がして、その姿が何な故ぜかとても綺き麗れいで、光は息と同時に、ごくりと唾つばを飲み込んでしまった。

　喉のどがはっきりと動く。

　すると、愛はハッとしたような顔になって、見る間まにその白い頰ほおに血の色が上って綺麗な桃色に変わった。

　どこを見られてしまったか、気付いたのだろう。じきに一五歳になる少女ならば、することはひとつ。慌あわてて胸元を隠し、怒るか、軽けい蔑べつするような目を向けるか、いずれかだと光は考えたのだが──違った。

　確かに愛あいは、頰ほおを染めたままで、光ひかるから顔を背そむけた。

　その態度は、怒ったともとれる。

　だが、ポーズはそのままだった。相変わらず前のめりのまま、胸むな元もとを光にさらしていた。

　まるで、見てといわんばかり。

　しかし、伏せ気ぎ味みの目の睫まつげが小刻みに震ふるえていることに、光は気付いた。我が慢まんして、そうしているのだ、とわかった。恥はずかしいけれども、光のために。

（し、白しら鳥とりさん……）

　光は、胸の辺りが熱くなるのを感じた。自分を投げだすような真ま似ねをしてまで尽くしてくれる少女に、愛いとしさを感じた。と──

（え？）

　愛は突然、体を起こすと、小さな息を吐ついた。そして、

「……そんなこと言ったって、しょうがないじゃないですか」

　と、言った。

　もちろん、光はなにも言っていない。だが愛は、

「そもそも向いてないんですってば！　普通の人を怒らせるのだって大変なのに、相手はこの光君ですよ？　そんな簡単に怒らせるなんてこと、出来るわけないじゃないですか！　ていうか！　なんでそれが光君を馬にして鞭むちで打つことなんです!?」

　そう、怒ったように言った。

　はたから見たら、完全な独ひとり言ごとである。

　目の前に光がいてもおかまいなしの、見えないお友達との会話である。

　事実、そうなのだった。

　愛は、彼女にしか聞こえない《天使》の声と、こうして時々会話をするのだ。その天使はただの天使ではなく《大天使アークエンジエル》。しかも、ラファエルという高位の存在なのだという。

　初めこそさすがに、光も抵抗を憶おぼえたが、最近は慣れた。愛の言葉から、天使がなにを言っているのか、おおよその見当を付けられるくらいにまでなった。

　どうやら、かなり愉快な天使様らしい。

　その天使が愛に色々と指示を出して、獅しぃ子こたちとは逆に、光の中のルシファーを甦よみがえらせないよう、色々と手を尽くしてくれている。

　今け朝さのこれも、その一環である。

　ルシファーは、光が《大たい罪ざい》を犯したときに出現する。しかしそれは、犯せばすぐに出現して体を乗っ取られるのではなく、ある程度の蓄ちく積せきが必要だということがわかっていた。

　ならば、その出現の限界点を知れば、たとえ《大罪》を犯しても体と意識を乗っ取られることはないのでは、という考えの下もと、日々、光は《大罪》を引き起こす欲望を知る訓練を、愛を相手に行っていて、今け朝さの馬乗り鞭むち打うちも、そのひとつだった。

　ルシファーを呼び起こす《大たい罪ざい》には七つの種類があるという。そしてその《大罪》のひとつひとつを、獅しぃ子こたちは強く背負っている。いわば、彼女たちは《罪人シナー》のなかの《罪人シナー》。その罪とは──こうだ。

　ひとつが《高慢プライド》。人を見下す罪。

　ひとつが《憤怒ラース》。怒いかりの罪。

　ひとつが《大食グラトニー》。飽ほう食しよくの罪。

　ひとつが《邪淫ルスト》。性の快楽の罪。

　ひとつが《強欲グリード》。欲張りの罪。

　ひとつが《嫉妬エンヴイ》。人を妬ねたむ罪。

　ひとつが《怠惰スロース》。だらしない罪。

　これで《七つの大罪》となる。

《高慢プライド》の《大罪》を背負っているのが、明あけ星ほし獅ぃ子。

　負うべくして負った、というか──彼女の育った環境を思えば、そうなるのもわからないではない。けれど、光ひかるは彼女に見下されていると思ったことは一度もなかった。だがそれを話すと愛あい──というか、彼女の守しゆ護ご天てん使しは、

『それはそうだ。あの《高慢プライド》の《大罪者》が唯ゆい一いつ、頭を上げられないのが、悪あく魔ま神しんたるルシファー、おまえなのだから』

　と、言っていた──ということを、愛から聞いた。なるほど、と思えたが、それでも光は、彼女が他ほかの少女たちを見下していたとは見えなかった。むしろ、言うことを聞かないクラスメートに手を焼く委員長、という印象だった。

《憤怒ラース》の《大罪》を背負っているのが、田た名な網あみ久く美み。

　これも、納なつ得とくがいく。久美は、少女たちのなかでももっとも喧けん嘩かっ早く、しょっちゅう怒ど鳴なり散らしていた。

　だがそれも、いわゆるキレているのとは違う、という印象を光は持っていた。

　彼女の怒りは大たい概がい、暴力を伴い、凄すさまじいものではあるが、一方で、その怒りが過ぎ去った後には、どこか清すが々すがしさが残った。ターゲットになった方は、とてもそんなことは言っていられないだろうが。

　彼女は《憤怒ラース》の発散に、キャットファイトを利用している。プロレスに似た、女性同士で行われる格かく闘とう技ぎだが、試合には二つの性格があって、ひとつが性的なもの。もうひとつが力的なもので、久美は後者のファイターとして、人気があると聞いている。

《大食グラトニー》の《大罪》を背負っているのが、那な賀が花はな美み巳み。

　確かに、彼女はよく食べた。どこにいても、どこで会っても、手にはなにかしらの食べ物を持っていて、食べていた。しかもそれはなんでもいいというわけではなく、ちゃんと美お味いしいものに限られていたように思う。

　美み巳みは自分のその味覚を生かして、新製品の試食をして意見を言うアルバイトをしていて、その道では有名らしかった。

　彼女に勧められて、外れたものはない。そのどれもが美味で、食べることで刺激される快楽というものがこの世にはあるのだということを、光ひかるは初めて知った。つい、食べ過ぎてしまいそうになるのだが。

《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》を背負っているのが、牧もく鷹おう羊よう子こ。

　ただそこにいるだけで、いやらしい──それが、羊子だということだった。

　が、光にはそれがよくわからなかった。少なくとも、光は羊子に、あまり、そうしたものを感じたことはなかった。もちろん、あからさまに傍そばに来られたときなどは、どきりとすることもあったが、基本、綺き麗れいだなあ、としか思ってはいなかった。

　だが、どうやら他ほかの人はそうではないらしい。もっと見たい、もっと見せて、という願いが日々、彼女には向けられている、ということだった。

　最近、少しわかるようになってきた、と思うのは、《罪シン》が進んだ証あかしなのかも知れない。それでも、『綺麗』が先に立つことは変わらなかったが。

《強欲グリード》の《大罪》を背負っているのが、鏡かがみ倉くら子こ。

　一見すると、格好のいいお姉さん、といった感じなのだが、彼女が《強欲グリード》であるというのは、物に執しゆう着ちやくする性質であるということからも、確かにそうだった。

　倉子は、なにしろ物が捨てられない。

　なんでもかんでも溜ため込むので、彼女の部屋はまるで、ラッシュ時の環かん状じよう線せんの車内のようだった。集めた物が一杯に、溢あふれそうになっていて、どうしてあんなところで眠れるのか、不思議に思うような部屋だった。

　だが、彼女はあの部屋で確かに暮らし、そして、仕事もしていた。様々な荷物に埋もれるようにして、何台ものモニターが置かれていて、その全すべてに様々な情報を映しだして、時じ々じ刻こつ々こくと変化する株等の情報に目を配っているのを見たことがある。

《嫉妬エンヴイ》の《大たい罪ざい》を背負っているのが、宇う美み野の巳み和わ。

　そうだ、と天使は言っているらしい。確かに、他の少女たちの《大罪》を引いていけば、それしかないのはわかる。

　けれども、光にはその実感は湧わかなかった。

　巳和は、ともすれば小学生にも見えるほど幼い少女である。いつも、自作のテディベアを抱だいていて、ネットで自作のそれを販売して、テディベア作家として名前を知られているほどだ。

　そんな彼女のどこに、《嫉妬エンヴイ》の《大罪》が潜ひそんでいるのか、どうしてもわからなかった。

　どちらかといえば無口だけれども、いい子だし、媚こびたようなところもない。

　羊子と仲がいいことは、ひょっとしたら彼女のファンの嫉しつ妬とを搔かきたてるかも知れないとも光ひかるは考えたが、巳み和わは女の子だ。彼女が男の子ならともかく、そうでないのだから、《嫉しつ妬と》する理由にはなりそうにもなかった。

　最後の《大たい罪ざい》──《怠惰スロース》。これを背負っているのが、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ。

　彼女がそうだというのは、光も納なつ得とくだった。一応、クラスメートなのだが、ほとんど学校には来ないし、一緒に暮らしていた頃ころを思いだしても、憶おぼえているのは、ところ構わず横になって、ごろごろしている姿ばかりだった。

　だが、不思議なのは、そんな彼女を見ても、苛いら立だちは感じないことだった。そもそも光はそうした感情を抱いだかない方だが、他ほかの少女たちも、ぐだぐだしている棕櫚を目まの当たりにしても、叱しかるでなく、なんというか──まるで、いないような反応をするか、時には一緒になってだらだらすることもあった。

　それこそが、棕櫚の《大罪》なのだそうだが、光はやはり、悪いことには思えなかった。過ぎれば駄だ目めだと思うが、あの寄宿舎では彼女の存在がいい緩かん衝しよう剤ざいになっていたように思える。

　外に出たら、どうかはわからなかったけれども。

「あー、もう。わかってます！　でも、これはやっぱり駄目ですよ」

　そう言うと、愛あいは手にしていた鞭むちを絨じゆう毯たんの上に置いた。毛足の長いそこに、黒く重量感のある鞭は沈む。彼女の眉み間けんの皺しわはますます深くなって、痕あとが残ってしまいそうだった。

「こんなことしても痛いだけで、光君は少しも怒ったり出来ないんですよ。──でしょ？」

　不意に話を振られて、光は目を瞬しばたたいた。

「えっと──」

　話が見えない。当たり前だった。天使の声が聞こえるのは、愛だけなのだから、いったい彼との間でどんな会話がなされていたのか、知る由よしもなかった。だから、でしょ、と言われてもわかるはずもない。

「──なにが？」

「あ、ごめんなさい」

　愛は、今気付いた、というように手で口を押さえた。

「そうだよね。つい、光君にも聞こえてる気になって喋しやべっちゃった」

「ううん、いいけど……いったい、なに？」

「あ、うん……」

　愛はちらりと、さっきまで自分が打っていた光の尻しりの辺りを見た。見られている、とわかって、光はなんだかむずむずした。

「……光君、わたしなんかにお尻叩たたかれて、頭にこなかった？」

「えっと……」

　きた、と言えば愛はほっとするだろう。それはわかっている。だからといって噓うそはつけなかった。これは、ルシファーと入れ替わる限界を知るための訓練なのだ。なのに、《大たい罪ざい》を犯すことが出来ていないなら、意味がない。それを意味があると偽いつわるのは、愛あいに対する裏切りだろう。

「こなかった、かな」

「そっか……」

　愛は、ため息を吐ついて、ちょっと困ったように微笑ほほえんだ。

「ごめんね。それなのに、叩たたいたりしちゃって」

「う、ううん。僕こそ、ごめん。白しら鳥とりさんは僕のために頑がん張ばってくれてるのに、その僕が役に立てなくて……そうだよね……普通、怒るよね」

「どうなのかなあ……」

　叩いておいて、愛はそんなことを言った。

「天使様の提案だから、一応、試したけど……叩かれるとわかっていたら、頭にはこないんじゃないかな。いきなり、なんの予告もなく叩かれたんなら、なにすんの！ってなると思うけど、叩くよー、叩いたよー、じゃ、痛くても怒らないんじゃ──え？」

　愛の瞳ひとみが、くりんと動いて、あらぬ方角を見る。また《天使様》だろう。

「それは叩き方が足りないんだ──って、そんな！　そりゃあ、誰だれだってお尻しりの皮が破れるくらい叩けば怒るかも知れないですけど！　光ひかる君のお尻ですよ!?　皮が破れるほど叩くなんて出来るわけないじゃないですか！」

　ぞっとして、光は思わず自分の尻をつかむように隠した。確かに、そこまでやられたら、いくら叩かれることがわかっていても怒るだろう。だが、そんな目に遭あいたくはなかった。尻の皮が裂さけるほど叩かれたら、治るまで座ることも出来なくなってしまう。

　そんな光の様子に気付いたのか、愛は慌あわてて笑顔になって、目の前で光に手を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。そんなこと、いくら天使様の命令でも、しないから」

「う、うん……」

「本当にもう……」愛は、天使に対してだろう、小さく息を吐いた。「……けど、やっぱり難しいね、《大たい罪ざい》を犯すの、って」

「うん……すぐに出来るのもあるけど……」

　そうでないものも、ある。

《大食グラトニー》、《邪淫ルスト》、《強欲グリード》は意外と簡単だ。

《大食グラトニー》は食べればいいことだったし、《邪淫ルスト》は──光がいくら朴ぼく念ねん仁じんでも、性欲がないわけではない。加えて、羊よう子こたちとの暮らしはそちらの方面も目覚めさせたようで、愛との《訓練》でも、それなりの効果もあがった。

《強欲グリード》も、時々は発動出来る。その訓練方法は『買い物』だ。とにかく、資金を気にしないで買って買って買いまくる。その内に、金を使うこと自体が気持ちよくなってきて、ブレーキが効きかなくなり、見事《堕落ダウンフオール》出来た。

　比べると、《憤怒ラース》、《怠惰スロース》は難しい。

　もともと、怒る、ということに慣れていない光ひかるは、その怒るポイントというのが、正直、わからなかった。

　たとえば先ほどのような場合でも、怒いかりよりも悲しみが先に立ってしまうので、今までの訓練でも、《憤怒ラース》の発動には至っていない。

　それでも昔よりは、かちん、とくるという気持ちはわかるようにはなったが。

《怠惰スロース》の方は、ただなにもしなければよいのでは、と思ったのだが、どちらかというと勤勉にしつけられてきた光には、なにもしない、という時間が耐えがたく、なにもしないことをする、という本ほん末まつ転てん倒とうな状態にすぐに陥おちいってしまい、やはり結果、こちらもまだ《発動》には至っていない。

　少しずつ《怠惰スロース》でいられる時間は長くなっているので、いずれ、《堕落ダウンフオール》に至ることが出来るかも知れないが、随ずい分ぶんと先のことだと思えた。

《高慢プライド》と《嫉妬エンヴイ》に至っては、方法は思いつけても、実践が難しかった。何な故ぜなら、他ほかの五つの《大たい罪ざい》と違って、この二つは、愛あいと光の二人だけで犯すのが難しいからだ。

《高慢プライド》というのは他人を見下す必要がある。獅しぃ子こが前に仕掛けたのは、生徒会長選挙。光が、千ち代よ神がみ中学のトップに立つことで《高慢プライド》の《大罪》を犯させようとしたのだが、同じ方法は取れない。今の会長は、愛だ。つまりは、二人でいる限り、社会的──一四歳の子供にとっては、学校が大半──な地位は、彼女が上なのだ。《高慢プライド》になりようがない。学校を離れれば関係はない、と愛は言うが、そういうものではなかった。

《嫉妬エンヴイ》は、光を見て他者を嫉しつ妬とさせることは、アイドルの羊よう子こがいれば別だが、愛と光では、ほのぼの子供カップル、と見られることはあっても、他人から嫉妬されることはまず不可能だった。

　他の手としては、誰だれか他の男子を連れてきて、光の前でいちゃつく、という方法があったが、光がそれは嫌いやだと思う時点で、かなり効果的な手に思えたものの、愛も同じく嫌だというので、却きやつ下かだった。

　世界の大事の前の小さなわがまま、というのではない。他人を巻き込めば、この訓練の秘密が漏もれる危険性がある。愛は、それを懸け念ねんし、天使がなにを言おうと聞かなかったらしい。天使の声が聞こえない光は、愛がそう言っていたことを信じるだけだ。

「やっぱり、光君を怒らせるのって大変」

　ふう、と愛は息を吐ついた。

「ごめんね、白しら鳥とりさん」

「あ、ごめん。そういうつもりで言ったんじゃないの！……今思うと、明あけ星ほしさんたちは、すごかったんだなあ、って思って。だって、あんなに何度も光君のこと、《堕落ダウンフオール》させたんだもの。敵かなわないなあ……わたしには、お金も、綺き麗れいな顔も、美お味いしいもの作る才能も、なんにもないし」

　言って、愛あいは微笑ほほえんだ。けれどそれは、どこか寂しそうで、光ひかるは胸の辺りが本当に、締しめ付けられるのを感じ、気付くと言葉が飛びだしていた。

「そんなことないですよ……」

「ふふ、ありがと。慰なぐさめて──」

「そうじゃないです！」

　光の声に、愛は、びっくりしたように目を何度も瞬しばたたいた。何度も。

「……光、君？」

「そんなつもり、ないです。なにもないなんて、そんなことありませんよ！　白しら鳥とりさんは優しいし、料理だって上手です」

「料理は、ほとんどお母さんが作ってるんだよ？　知ってるでしょ？」

「だ、だとしても！　温め方、とっても上手です！」

「オーブンレンジのボタンを押すだけだよ？」

「それでも上手ですよ！　白鳥さんと一緒のご飯は、一人で食べるよりも美お味いしいですし！」

「うーん……それは、料理の出来じゃなくて、人と食べるとそういうものだと思う」

「違います！」

　光は、上う手まく気持ちを伝えられない自分に苛いら立だち、拳こぶしを握にぎり締しめた。

　いったい、どう言えばいいのだろう。どう言えば伝わるのだろう。

　どうして、何な故ぜ、伝わらないのだろう。こんなに美味しいと思っているのに、どうして彼女は信じてくれないのだろう。

　不意に、イラッとした。

　胸の中心の辺りでその気持ちが渦うずを巻き、後頭部の辺りが、なにかが燃えているかのように、熱く感じる。

　どうして、自分を貶おとしめるような風に考えるのだろう、この女は。他ほかの誰だれでもない、俺おれが、そうだと言っているのに。

（……信じられないのか、俺がっ！）

　目の前で、愛がハッとした表情になる。その瞳ひとみに映った自分の顔を光は見て、

（あっ！）

　と、声を上げた。上げたつもりだった。だが、実際に声は出ず、唇くちびるは結ばれたままだった。

　頭が──髪の毛の付け根が、ざわついている。

「光君！」

　愛の手が動いて天てん井じようへと向かって伸ばされる。袖口から、白く滑なめらかな腋わきの下が覗のぞいて、光はどきりとした。

　腕が、意思とは関係なく動こうとする、その筋肉の漣さざなみを感じる。

（スイッチが入りかかってる！）

　そうだとわかった。これは──《憤怒ラース》だ！　わかってくれない愛あいに対して、信じてくれない彼女に対して、怒いかりが爆発しかけたのだ。

（白しら鳥とりさん！）

　もはや声の自由は奪われている。気持ちが悪い。胃液が喉のど元もとまで上がってきているような感じがする。それはしかし、口から飛びでるのではなく、喉を通り越して頭ず蓋がい骨こつを満たす、そんな感覚だった。なんなのか、光ひかるにはわかった。犯す《大たい罪ざい》は違っても、感覚は同じ。

　ルシファーが、来る。

　なのに、声が出ない。愛に知らせることが出来ない。だが──

「わかってます！」

　愛が、言った。

　光にではなく、おそらくは天使に対してそう言った。

　途と端たん、彼女の手の中で光りが弾はじけた。突然、フラッシュが焚たかれたような、そんな輝きだ。光はまともに見てしまい、目が眩くらんだ。

　世界がただ、白になる。

　光りというのは、ただ光りではない。時に、痛みをもたらす。触れることも出来ないのに、そうなのだ。なにが焼けるのか。視神経なのか。違うものなのか。目の奥がずきりと痛んで、目を閉じた後でも、光りは瞼まぶたの裏に残る。

　ばり、と額ひたいが裂さけるような感覚があった。だが、それは痛みを伴わない。むしろ、心ここ地ちがいい。頭から、一皮剝むけていく。脱皮、というのは、もしかしたらこういうものなのかも知れない、と光は思った。もちろん、したことはないけれど。

　だが、完全に脱皮しきることは出来なかった──いつものように。なにかが額ひたいに当たる感覚があって、脱皮は止まった。

　ちきしょう、という声が、自分の中から聞こえた気がした──否いな、自分が中で、外からの声を聞いた気がした。

　額に、熱を感じた。

　初めは焼けるように熱く、だがそれはすぐに、気持ちのいい暖かさへと変わった。たとえるならば、それはキス。くちびるの温ぬくもり。少し湿っていて、けれども、じわりと熱く。

　その熱が、爆発的に広がって、体を包んでいく。

　そうして光はいつものように、意識が遠くなるのを感じた。だが、恐ろしくはなかった。遠くなるのに、内側から外に向かって吸いだされるような感覚だ。

　心配は要いらない。すぐに目は覚める。

　そうしたら、いつものように学校へ行くのだ。今日きようは生徒会はあったっけ、と考えながら、光は押し寄せる光りの洪水に、身も心も吞のまれるに任せた──。




　　　　☆




「……ふうっ」

　愛あい──白しら鳥とり愛は、そう息を吐つくと、手の甲で額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐい、自分がまだ、矢を握にぎり締しめたままだったことに気がついた。

　それは、鏃やじりがいわゆるトランプのマークの『ハート』の形をしていて、尾部には小さな翼つばさが矢や柄がらから少し離れて浮くようにして付いていて、その間に、綺き麗れいな、珊さん瑚ご珠じゆのようなものがやはり浮いて、くるりくるりと回転をしているのだった。

　ほんのりと温かく、そして、輝いている。

　愛はいい加減慣れた手つきで、その矢をくるりと回した。すると、それは栓せんを抜いた洗面台に吸い込まれる水のように、愛の手の中へと消えた。

　──危ないところだったな。

　そう、大天使《ラファエル》の声が頭の中に響ひびいて、愛は頷うなずいた。確かに危ないところだった。まさか光ひかるが、あんな形で《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を犯すとは、予測をしていなかった。なので一瞬、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を出すタイミングが遅れた。間まに合ったからいいようなものの、下へ手たをすれば、《ルシファー》に逃亡を許すところだった。

　光の体を乗っ取ったルシファー光は、別人のように機敏になる。

　事実、中身は別人なのだが、ルシファー光は、自分の体を大事にしない。肉体など、どうでもいいと思っているのかも知れないが、一度乗っ取られると、翌日といわず、光が体を取り戻してすぐにでも、強烈な筋肉痛に見舞われることになるのだ。

　怪け我がも多い。

　一度など、背中の半分が覆おおわれるほどのひどい痣あざを作ってきて、愛は気絶しそうになった。光は実際、気絶したが。

　──だが、これで神かみ代しろ光もまたひとつ、《罪シン》の感覚を憶おぼえただろう。限界点を知れば、自分では抑おさえることが出来なくとも、おまえに知らせることは出来る。そうすれば、出で鼻はなを殴なぐりつけて押し返すことも可能だ──今のように。

　天使の言葉に、愛は少しだけ唇くちびるを尖とがらせた。

「わかってますよ、そう何度も何度も同じこと言わなくても。ていうか、天使様、わたしのこと馬ば鹿かだと思ってません？」

　──馬鹿だとは思ってはいないが、おまえも神代光と同じだ。頭であれこれ考えたところで行動が遅いのだから、体に憶えこませた方がいいだろう？　条件反射というやつだ。《堕落ダウンフオール》したら《矢》。《堕落ダウンフオール》したら《矢》。その内に、考えなくても勝手に体が反応するようになる。あれだ。梅干を見ると唾つばが湧わくのと一緒だ。

「わたしと光ひかる君は、梅干と唾つばと同じかっ！」

　──なにを怒ってる？　言葉のあや、というやつだろうが。

「デリカシーがないんですよ、天使様は！　どうせなら、もっと女の子っぽいものにたとえてくれればいいじゃないですか。えっと、ケーキは美お味いしそう、とか」

　──それは条件反射ではあるまい。……ならば、ボケとツッコミ、ではどうだ？

「どうだじゃねーよ！」

　すぱーん、と、今ここで、ハリセンで頭を叩たたき倒してやれたらいいのに、と愛あいは思った。頭の中で声がするばかりで実体がここにない相手では、どうすることも出来ないが。

「ほんとにもう……」

　ため息を吐つき、光へ目をやった。

　ふかふかとした毛足の長い絨じゆう毯たんの上に、光は、衣ころも替がえをした夏服の学生服のまま、寝転がっている。膝ひざを折って、寒いかのように腕も足と胸の間に畳たたんでいて、まるで、赤ん坊のようだった。

　口元へ、手をそっと伸ばして、呼吸を確認する。少し湿った、微かすかな息を感じて、愛はほっとした。わかってはいても、やはり、肌に感じると安心する。

「さて、と」

　彼から離れる力を呼び起こすために、わざと声に出してそう言って、愛は立ち上がった。

　光をそのままにして部屋を出る。

　このまま光が目覚めるのを待って登校した方が効率的なのだが、その前に一度は家の方に顔を出すように、と両親に言われていて、守らなければこの屋敷を出て行くというので、手間ではあるけれども、愛は、言いつけ通りにしていた。

　そんな小さなことで反抗をして、光と離れ離れになるなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだった。逆をいえば、そのくらいのことを守っていれば、光と同じ屋根の下ではないけれど、徒歩で一分の場所に住めるのだから、我が慢まんする価値はあった。

　巨大な、赤絨毯の敷かれた階段を降りて、広間を抜けて両開きの巨大な玄関扉を押し開けると、肌に濡ぬれ紙がみを押し当てられるような、湿った空気が寄せてきて、愛は眉まゆをしかめた。

　空はどんよりと曇って、今にも雨が落ちてきそうだ。

　季節は梅つ雨ゆ。

　一年でいつが嫌いといって、この季節が一番嫌い、という人も多いのではないだろうか、と愛は思う。自分もそうだった。空気は重いし、靴くつは汚れる。洗濯物も乾き難にくい。お弁当も、少し油断するとお昼には嫌いやな臭においがしたりする。

　綺き麗れいな青空を最後に見たのがいったいいつだったか、はっきりとは思いだせない。それくらい、このところ、曇りと雨が続いている。

　庭に出ると、むっとするような草の匂においが足元から立ち昇ってくる。芝生は露つゆに濡れて、庭木の枝も重たげに下がり、木の幹みきにはところどころ濃のう緑りよく色しよくの苔こけが生えていた。

　引っ越してくる前に一度、プロを呼んで庭木の手入れは行ったらしいが、それきり、ほとんどほったらかしであるので（雑草くらいは抜くが）、見るからに荒れていた。隣の廃はい教きよう会かいに、様相が似に通かよってきている気がする。

　愛あいは、ざわざわと揺ゆれる、小さな林を形成している木々の向こうを見た。ずっと奥には、敷地を区切る塀へいがあるのだが、暗がりに紛まぎれて見えない。だが、その向こうに聳そびえる建物は、否いや応おうなく目に入った。

　それは、八階建てのマンション──のようなものだった。といってもそれは、中に入ったことがないからはっきりとしたことはわからなかったが、まるでひとつの家が縦たてに八つ重なったような──つまり、八階建ての一戸建て、としか見えない、柱のような、塔のような、そんな建物なのだった。

　おそらくは、一階に一人ずつ、あの悪あく魔まっ娘こたちが住んでいるのだろう。このところ、生活の痕こん跡せきをみかけなかったけれども。

　夜になっても明かりは灯ともらず、誰だれかが出てくるところを見ることもない。もっとも、二十四時間監かん視ししているわけではないので、学校に行っている間に出入りをしているのなら、見かけようもなかったのだが。

「諦あきらめた──わけはないですよね」

　──当たり前だ。

　天使の断定が、頭に響ひびく。

　それはそうだろう、と愛も思った。思いはしたが、訊きいてみたくなったのだ。もしかしたら万が一にでも、そうしたことがあるかも知れない。世界に《絶対》はないのだから。

　──動きがないのが、かえって不気味だ。今度はなにを企たくらんでいるのやら。

　それは同意出来た。なにも起きない時間が長ければ長いほど、手に負えないような大規模ななにかをしようとしているのではないか、と思ってしまう。

　もちろんその間かんにこちらは、じっくりと光ひかるの《堕落ダウンフオール》の限界を知るための訓練が行えるが、満足する結果をいつ出せるのか、まったくの不明だった。

　結局は、《大たい罪ざい》の誘ゆう惑わくにあっても、《堕落ダウンフオール》するぎりぎりで踏みとどまれる精神力が、光にあるか、だからだ。

　ここを超えたら《堕落ダウンフオール》する、とわかっていても、とめられなければ意味はない。

　今は愛が、ほぼ張り付いているから《堕落ダウンフオール》した際にもすぐに、愛の《想おもい》が結晶化した鏃やじりを持つ、愛だけの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使って救うことが出来るが、それを永遠に続けられるわけではない。

　今でさえ、二十四時間つきっきり、ではないのだ。

　だから光には早く、自分で《堕落ダウンフオール》を踏みとどまれるようになってほしかった。そうすればもはや、悪あく魔まっ娘こたちも怖くはない。

　だが、今はまだその入り口。

　自分の《堕落ダウンフオール》の限界点がどこにあるか、それを探さぐる訓練でしかなかった。《邪淫ルスト》と《大食グラトニー》に関しては、そろそろ、という感じがつかめてきたようだが、では抑おさえられるか、といえばそうではなく、今は一〇〇％、愛あいが《浄化ピユリフアイ》を行っている。

　加えて、この訓練のせいで、光ひかるは《大たい罪ざい》に敏感になっているように、愛には思えた。限界点が下がっている、とは思いたくはなかった。それでは訓練に意味がないどころか、悪影響を与えている──悪あく魔まっ娘こたちに手を貸していることになってしまう。

「……だから、明あけ星ほしさんたちがおとなしい、ってことはないですよね？」

　今住まわせてもらっている、元は屋敷のお手伝いさんの宿舎であった家に向かいながら、愛は天使にそう訊きいた。どうしても目を塔のような建物から離せないまま。

　──その心配はない。

　はっきりと、天使は言った。

　──敏感になっているのは確かだが、それは《人》であれば誰だれもが感じる、当然のものだ。これまでは、感じ難にくくすることで防護してきたが、それでは自分で《堕落ダウンフオール》の限界を知ることが出来ず、抑えることも出来ん。

「両方、っていうのは無理なんですか？」

　──無理だ。備えるには知ることが必要だ。これは実地でしか知ることが出来ぬ。神かみ代しろ光が誘ゆう惑わくに易やすくなっていると思うのは、訓練が順調にいっているということだ。

「だと、いいんですけど……」

　天使を信用しないわけではないが、不安は拭ぬぐえない。この、梅つ雨ゆ、という季節のせいもあるのだろう。じめじめとして、本当にうっとうしい。植物には必要な雨だとわかっていても、それで気が晴れるわけではない。

　──それにしても、だ。

　一言言わせてもらうぞ、と天使の声が少し大きめに響ひびいた。

　──さっきのあの叩たたき方はなんだ？　あんなもので神代光を怒らせることが出来ると本気で思っているのか？

「言われると思った……」

　──自分でもわかっているなら、何な故ぜ、改めない！　もっと力を込めて、尻しりが腫はれあがり、椅い子すに座ることも、否いな、パンツを穿はくことも出来ないほど、強く強く強く、叩かなくては《憤怒ラース》させることなど不可能！

「出来るかっ！」

　愛は思わず声を荒あらげてから、慌あわてて口を閉じた。幸い、家から家族が今の声を聞きつけて飛びだしてくるようなことはなかった。

「……そんなひどいこと、出来るわけないでしょっ」

　──出来る出来ないではない。や・る・の・だ。

　天使の声が頭の中で、鐘のように響ひびく。

　──神かみ代しろ光ひかるを《堕落ダウンフオール》させる《大たい罪ざい》の内、訓練が進んでいるのは未いまだ二つに過ぎないのだぞ？　ひとつひとつに時間をかけてなどいられん。手加減などするな！

「手加減してるつもりはないですけど……」

　と、愛あいは噓うそを言った。

「だけど、方法が間違ってるってこと、ないですか？　光君を怒らせるのに、あの方法は間違ってるんじゃないかって思いません？　実際、今け朝さは全然違うところで、光君、怒ったんですし。四つんばいにしてその背中に乗ってお尻しりを叩たたくっていうのは、確かに、痛みもそうですし、屈くつ辱じよくも感じるんじゃないかって思いますけど、それはあくまで、普通の男の子の場合で、相手は光君ですよ？」

　そう、言い聞かせるように愛が話すと、

　──だったらどんなのがいいってんだよ！　ああ!?

　逆ギレした。

「知るかっ！　こっちの提案を片かたっ端ぱしから却きやつ下かしたのは天使様でしょうが！」

　キレ返すと、むう、と天使は唸うなった。

　いけないと思い、愛は深呼吸をした。なんとなく青あお臭くさい空気が、肺に満ちると、熱せられた頭はすぐに冷える。つい、感情的になってしまうのは、おそらくではなく、光の訓練に付き合っているせいだろう。

　光が《大罪》を犯すとき、少なからず周囲には影響が出る。外で訓練をしないのは、そのためだった。たとえ光が意識したところで、止められるものではない。

　愛はもう一度息を吐ついて、意識を天使に向けた。

「わたしの提案、聞く気、あるんですか？」

　──いいものならな。

　まるでこれまでもそうしてきた、といわんばかり。癇かんに障さわったが、あえて愛は無視することにした。いちいち構っていたら、こっちが先に《堕落ダウンフオール》してしまう。

「だったら、《憤怒ラース》はやり方を変えましょうよ。光君、幸いっていうか──前よりは反射で怒れるようになってきてますから、不意打ち作戦でどうです？」

　──具体的には。

「いきなりビンタしたり、体たい当あたり喰くらわしたり、急所を蹴けったり」

　──…………。

「………………」

　──ひでえなあ……。

「あんたが言うかっ！」

　ぐわ、と体温が上がった。目の前にいたら、即そつ行こう、平手打ちをしていた。天使であろうがそんなことは関係ない。だが、愛あいは、咳せき払ばらいをして、怒いかりを抑おさえ込んだ。

「……とにかく。最初は怒るよりびっくりする方が先に立つと思いますけど、その後できっと怒りが込み上げてくると思います。自分がやられたら、そうですから。後は……ちゃんと話を聞いてない、っていうのも、有効みたいですね、さっきの様子を見ると」

　──まあ、好きにしろ。

「あ、なんか投げやり」

　──違う。

　その声に、からかうような響ひびきはなかった。

　──確かに、人でない私よりも、おまえの方が、神かみ代しろ光ひかるの感情の引き出し方をわかるかも知れない、と反省したところだ。私は結局、天使だからな。同じ天使であった《ルシフェル》の気持ちもわからなかったのだ。神代光の気持ちがわかるわけがない。

　いつになく素直な天使の言葉に、愛は目を瞬しばたたいた。

　驚いた。

　意外だった。

「なにか変な物でも食べたんですか？」

　天使が食事をしないことを知りつつ、つい、そう訊きいてしまうほど、驚かされた。

　──そうではない。

　と、天使は至って真ま面じ目めな口調で続けた。

　──事実を言っただけだ。色々と学んだつもりではいるが、それでも私は人ではない。それに事実、私の方法では神代光を怒らせられなかったのだから、代だい案あんはあるが、それでもおまえの方法を否定する理由はない。試してみるがいい。

「はあ……ありがとうございます……」

　なにやらえらく座り心ごご地ちの悪い椅い子すに腰を下ろしてしまったような気分になったが、これ以上、まぜっかえすのも悪いような気がして、愛は黙った。

　いきなり素直になられても少し気味が悪いが、しかし、天使が、こちらの好きにやっていいというのなら、まあ、その方がよかった。天使の提案には、無む茶ちやで、意味のよくわからないものが多いからだ。

（今け朝さの馬乗りお尻しり叩たたきとか、ね）

　まあ、彼の知識は人間界のどこかで仕入れたものであるか、もしくは、愛の頭の中、目を通して得たもので、《知っている》だけだ。感情がどういうものであるのかは、やはり、経験に勝まさるものはない。

　たとえば、恋。

　恋というものは今の時代、どこにだって溢あふれている。ＴＶにも。雑誌にも。本にも。ゲームにも。歌にも。スイッチを捻ひねれば、ページを捲めくれば、そこにはなんらかの恋こい話ばながある。それなくしてどんな物語も成立しない、といってもいいくらい。

　可愛かわいらしいものから、過激なものまで、なんでも揃そろっている。

　だけれども、それを読んで知っているのと、自分で恋をするのは、まったく違う。光ひかるに対するこの気持ちは、言葉にしてしまえばやはり《恋》なのだが、それはどんな物語とも、同じようでいて違う。

　これだけは、自分だけのもの。してみなければわからない。

　それと同じではないけれど、怒ったり、泣いたり、そうしたものも、こうすれば怒る、とわかっていても、それは万ばん人にんに通用するものではないし、天使も最初の頃ころに比べると随ずい分ぶんくだけてきたとは思うが、本当に怒ったことはまだない、と愛あいは思っていた。

（もし本当に怒ったら、大変なことになるような気もするけど……）

　彼は、おちゃらけているように見えても、大天使だ。本で読んだけれども、彼は《最終戦争ハルマゲドン》のときに、地上を滅ぼす天使の一人に数えられているのだ。

（そんなこと、させないけど）

　その戦争が起こるということは、光が消える、ということだ。光が消えてルシファーが復活するということだ。そんなことはさせない。

　ぽつり、と頰ほおに生なま暖あたたかい水滴が当たるのを感じて、愛は空を仰あおいだ。

「あ。雨……」

　また、ぽつり、と。今度は額ひたいを濡ぬらした。が、それほど大きな水滴ではない。ざあ、と降るのではなく、このまま、しとしとと降り続けるのだろう。

　愛はスカートのポケットからキーを出すと、錠じようを開けて、ただいま、と宿舎に入った。一応玄関はあるものの、元が共同生活の場であったために、まるでアパートが中にあるかのような造りになっている。今は壊れてしまってもうないが、光がこの前まで暮らしていた廃はい教きよう会かいの寄宿舎も、造りは似ていたらしい。

　部屋番号の書かれたポストが並ぶ玄関で靴くつを脱ぎ、愛は食堂へ向かった。といっても、この宿舎自体がそれほど大きなものではないので、その広さは、一五人も入れば一杯になってしまう程度のものだ。

「あら、お帰り」

　今はリビングとして使っているそこに入ると、母が丁度、併設されたキッチンから出てきたところだった。さすがに大人数の食事を賄まかなう場所であるので、ルシファーのせいで倒とう壊かいした前の家に比べると、その大きさ、広さは、比べ物にならない。コンロは大小含めて一五台。中央には、大きなステンレス製の調理台があって、皿を洗うシンクはコンロ台の並びに別にある。三分の一も使っていないが、広々としたキッチンだけでも、ここに住めてよかった、と顔にはっきりと書いてある。

「神かみ代しろ君はちゃんと食べた？」

「うん」

　言って、愛あいは食器を持ち帰るのを忘れたことに気付いた。だが、今慌あわてて取りに帰らなければならない問題ではない。食器はそれこそ、毎食時に割ってもなくならないのでは、と思うくらい、たくさんあった。

「じゃあ、これ、お弁当」

　テーブルの上に巾きん着ちやく袋ぶくろが二つ、置かれる。最近、お昼は母が毎食作ってくれていた。

「ありがと、お母さん」

　テーブルの椅い子すのひとつに置きっぱなしだった鞄かばんに、二つとも入れてしまう。学校で渡せばからかいの種を作るようなものだが、そんなことをしてもこの頃ごろでは、クラスメートからそうしたこともほとんどなくなっていた。二人の仲が、クラス公認になった、ということではあるまい。中三になって、受験が現実のものとして現れて、皆、少し大人になったとか、そうした理由だろう。

　だが、助かる。

　変に光ひかるを刺激して外で《堕落ダウンフオール》されるのは、極力避けたかった。神代邸ていは、この宿舎も含めて、天使の手によって《結界》を張り巡めぐらせているから、光が《堕落ダウンフオール》しても他者を巻き込むことはないが、学校ではそうはいかない。

　光が《堕落ダウンフオール》をすると、周囲の人間はそれぞれが僅わずかながらでも持っている《大たい罪ざい》を刺激され、欲望が増大する。そうなれば、ほとんど暴動だ。それは、文化祭や生徒会長選挙のときで、すっかり懲こりていた。

　一応、二度とも何事もなく収めることが出来たが、三度目もそうなるとは限らない。訓練の成果が出るまでは、なるべく安全に、大たい過かなく進めたい。

「神代君はどう？」

　鞄かばんを閉めていると、母にそんな風に訊きかれて、愛は顔を上げた。

「どう、って？」

　微笑ほほえんで、母はちらりと新聞を広げる父を見た。一時期、少し心のバランスを崩して会社を休んでいたけれども、春と共にそれもよくなって、無事に職場に復帰を果たした父は、新聞に顔を隠すようにして、愛を見ようとはしなかった。

（ああ、そういうこと）

　母と顔を見合わせて、愛は苦笑した。要するに、今のは母が訊きたかったわけではなくて、父の気持ちの代弁だったのだ。

　──まあ、正直には言えんよなあ。

　いつもの調子が戻ってきたのか、天使の声にはからかうような響ひびきが感じられた。

　──おまえが神かみ代しろ光ひかると、あんなことやこんなことをしているなどと。知れたらすぐにでもここを出て行くと言いだすだろう。決して、知られてはならんぞ。おまえがあんなことやこんなことをしているということは。

（あんなことこんなことうるさいっつーの！）

　愛あいは声に出さずに天使を怒ど鳴なった。先せん刻こくのような真ま面じ目めな天使も気持ちが悪いが、やはり、いつもの天使は天使でイラつく。

（いちいち指摘されなくたって、わかってますよ！　ばれたらどうなるかなんて！　っていうか、ばれてもいいんですか!?　そんなことになったら、ここ、出て行かなくちゃならなくなりますよっ!?）

　──いいわけなかろう！

「──っ！」

　危あやうく悲鳴を上げそうになって、愛はすんでのところでそれを吞のみ込んだ。だが、母には丸見えだった。その、あからさまにおかしな様子が。

　愛は、えへへ、と作り笑いを浮かべた。

　だが、仕方がない。無理はない、と状況が見える人ならわかってもらえるはずだった──生あい憎にくとここには、自分以外、誰だれもいなかったが。

　しかし、誰だって驚くはず。そのはずだ。なんの前まえ触ぶれもなく、いきなり天てん井じようから、逆さかさまに人の頭が、ぬう、と生えてきたら！

（お化け屋敷か、ここは！）

　愛の怒いかりを、しかし天使は笑って受け流した。

　その頭──逆さになった大天使ラファエルは、首まで天井からすり抜けて止まり（何な故ぜか長い髪の毛は重力に逆らって垂たれ下がってはいない）、蛍けい光こう灯とうのように《天使の輪》がぼうっとした輝きを放はなった。

　──やれやれ……キンタマの小さい奴やつだ。

「キンタマなんかねえっ！」

　しまった、と思ったときには遅かった。

　気付けば、そう叫んでいた。言ってしまっていた。振り上げていた拳こぶしで、愛は慌あわてて口を押さえたが、駄だ目めだった。

　ばさり、と新聞を下ろした父の顔は、異様だった。目と口が、それこそ限界まで開かれて、血の気けを失ったくちびるが、わなわなと震ふるえている。寒い日にプールに無理に入ったみたいに。少し黄ばんだ白目の部分が見る間まに血走る。

「あ、愛……お、おま、おまえ、今……今、なん、なん、なんて……」

　──やばい。

　父の怒りを感じ取ったのか、すう、と天使が天井へと引っ込む。

（あっ、てめえ！　逃げるのかよっ！）

　──人聞きの悪いことを言うな。そもそもお前の両親には私は見えない。ゆえに逃げるという指摘には、私の行動は当たらない。

（正論っぽい屁へ理り屈くつを言うなああっ！）

　天てん井じように向かって、テーブルの上に置かれた楊よう枝じ入いれを投げつけてやりたいのを、愛あいはぐっと我が慢まんした。そんなことをしても、自分の奇き行こうをますますさらすことにしかならない。

　──私のことより、おまえの父親をなんとかした方がいいのではないか？

（わかってますっ！）

　こっちが《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を犯しそうだ、と眩暈めまいを感じながら、愛は必死に頭を回転させた。なんとかここを誤ご魔ま化かさなくては、未来がない。

「え、なに、お父さん？」

　愛は、無理やり作った笑顔を浮かべた。唇くちびるが引き攣つりそうになる。

「どうしたの？」

「い、今、なんて言った……？　と、父さんの聞き違いか……？　娘の口から、とんでもない言葉を聞いたような気がしたんだが……」

　そう言った父も、笑っていた。愛よりもよほど無理やりに作られた笑顔は、指でちょんと突けば、狂気に転がっていきそうな、そんな雰ふん囲い気きだった。

　喉のどが、ひく、っと震ふるえる。

「な、なに……？　わたし『昨日きのうなんかねえ』って言ったんだけど……どうかしたの？」

「昨日、なんか……？」

　父が繰くり返す。

　二つの言葉、『きんたまなんかねえ』と『きのうなんかねえ』は、似ている──と愛は思いたかった。それしか、思いつかなかったのだ。

　──ちょっと無理がないか？

（うるさいっ！）

　大天使を心の中で一いつ喝かつして、愛はますます、にこにこと笑ってみせた。

「なんか、はしゃいじゃって、声が大きくなっちゃった。ごめんなさい。──それでね、昨日なんかね、お母さん」

　素早く話題を振り、視線を切って母に向く。

「光ひかる君、美お味いしい美味しい、って、すごくごはん喜んでくれて、わたしのおかずもちょっと食べたんだよ？　光君のお母さんも、お料理、上手だったらしいんだけど、おんなじくらい美味しいって。やっぱりすごいね、お母さんは」

「そ、そう？」

　母が照れたように笑った。本心から喜んでいる、とわかる。

　一段クリア。

　母の様子に、視界の隅すみで、父が新聞を引き上げてもとの位置に戻すのが見えた。

　これで、二段クリア。

　完全に誤ご魔ま化かせたとは思えないが、とりあえず、よかった。まだきっと、自分の中学生の娘が、あんな言葉を口にするなどと思えない──信じたくはないという気持ちが、勝ったのだろう。

　──噓うそつきめ。

（誰だれのせいですかっ！）

　それに、まったくの噓、というわけでもない。母の料理は光ひかるの食欲を十分に刺激していた。初めは、《大たい罪ざい》を犯すほどの食欲は、それこそ、豪ごう華か絢けん爛らん、フォアグラやフカヒレといった高級食材を使った、とても中学生のお小遣いでは手の出ないものでなければ駄だ目めかと思っていたのだ。だが、そんなことはなかった。

　考えてみれば、美み巳みの作る光の弁当は意外に普通だったのだから不思議もないのだが、《大罪》ということで、少し構えてしまっていた。

　噓なのは、光が愛のおかずを取った、という部分だった。実際は、愛が強制して自分の分を食べさせていた。美お味いしい不ま味ずいの問題ではなく、光は胃が小さいのか、すぐに満腹になってしまう。しかし、そこを超えて初めて《大食グラトニー》の《大罪》は犯される。光もそれがわかっているから、我が慢まんして食べ、これまでに数回、限界を超えることが出来ていた。

　──これ以上墓ぼ穴けつを掘らないうちにここを離れた方がよいな。

　掘らせてるのは誰だ、と言いたかったが、愛はそれを吞のみ込むと、鞄かばんを閉じて手に提げた。さすがに二人分のお弁当は、ずっしりくる。光の分もある。

　機会を捉とらえて訓練を行ってはいるが、学校で《堕落ダウンフオール》させるつもりはなかった。人の目も多く、《大罪》の影響がどの程度出るか、それが懸け念ねんされた。クラスメートの殺し合い、など見たくはない。

「じゃあ、いってきまーす」

　愛がそう言って食堂を出ると、スリッパの音を響ひびかせながら母が追いかけてきた。別に用があるわけではあるまい。ただの見送りだろう。

　靴くつを履はいて振り返ると、母はなんの心配もなさそうなにこやかな笑顔を浮かべていた。年とし頃ごろの娘が同じ年頃の男の子と長い時間一緒にいるのだから、少しは心配してもよさそうなものなのだが、母の、光に対する信頼は厚いものがあった。

　それはそうだろう。

　ルシファーではない神かみ代しろ光は、天使に育てられた品行方正そのものの《人間》なのだ。たとえその皮の下に悪あく魔まが潜ひそんでいるとしても、母にとっては光は未いまだ、すごくいい子、なのだった。むしろ、愛の方がなにか迷惑をかけないか、と案じているくらいである。

　──おまえに神代光を押し倒すほどの度ど胸きようと根性があれば、私もこんなには苦労をしておらんのだがな。

（度ど胸きようとか根性とかの問題じゃありません）

　天使にそう告げながら、愛あいは母親に笑いかけた。よく似ているらしいが、自分ではそう思ったことはなかった。子供の頃ころはそっくりだったという。写真を見せてもらうと、確かに少し似ているかも、と思わなくもないが、よく、というほどではない──と思う。

「帰りは？　今日きようも生徒会？」

「違うけど……行ってみないとわかんない。なんだかんだって用事、言いつけられるから」

「そう。お買い物頼もうかと思ったんだけど、じゃあ、無理ね」

「夕飯に使うものじゃなかったら、いいよ。帰りに光ひかる君とスーパーに寄ってくればいいだけのことだから」

「いいの？」

　母の顔に探さぐるような色が浮かぶ。だいたいなにを考えているかはわかる。地元のスーパーなどに二人で行って、クラスメートなどに見つかってからかわれるんじゃないか、ということを心配しているのだろう。

「なにが？」

　愛は笑いながら首を傾かしげた。まさか、もうクラス公認も同然だから、とは、父が聞いているだろうここでは言えない。

　愛がいいならいいけど、と母の言葉は喉のどにこもる。

「変なお母さん──じゃあ、いってきまーす」

　そう、もう一度、愛は言って、

「いってらっしゃい」

　の声を背中に、傘をつかんで外に出た。

　背中でドアを閉めて、息を吐つく。日常化しつつあるやりとりとはいえ、うっとうしくないといえば噓うそになる。

　愛は屋敷に戻りながら、空を見上げた。

　さっきの雨はやんだが、にごった雲は、いっぱいに水を含んだ脱脂綿のように重たげに膨ふくらんで見える。

　──もう起きたか。

　天使の声に、愛は目の端はしに引っかかる程度であった屋敷の玄関を真正面に据すえた。

　ラファエルは、愛の視覚を通して世界を見る。愛の五感を通して世界を知る。とはいえそれは、いってみればＴＶや映画を見るのに似ていて、客観的な分、愛が気付かぬことに気付くことがある。

　屋敷の玄関の前には、既すでに光が立っていた。手には大きめの黒い傘を持っている。

　どこにも《堕落ダウンフオール》の後遺症は見えない。訓練を始めたばかりの頃は、一度《浄化ピユリフアイ》をすると数時間は目を覚まさなかったので、朝の訓練は不可能だった。

　愛あいは早足になった。が、走らない。なにもないところで躓つまずくのが特技、ともいわれている愛である。ここで走ればまず間違いなく転ぶ自信があった。

　──そういうのは、自信とはいわないと思うがな。

　からかうような天使の声は無視して、愛は手を上げ、

「光ひかる君！」

　と声をかけた。

　彼は振り返ると、ぱっと顔を輝かせた。本当に輝いた。眩まぶしさに、うお、と思わず言ってしまいそうになったほどで、雨が落ちてきそうな雲も吹き払ってくれるのでは、と感じたが、さすがにそれはなかった。

　光が階段を降りてくるのを見て、愛は真まっ直すぐに門へと続く砂じや利りを敷いた道で、彼を待った。

　さすがに手入れが行き届いているとはいえず、細かい砂利の間からあちこち、雑草が顔を出している。もう少し大きくなったら抜かなくちゃ、と考えていると、光が傍そばに来て、あは、と特に理由があるとは思えない笑顔になった。

　けれども、胸が熱くなって、愛は息が詰まった。思わず、泣きそうになる。それを、ぐっとこらえた。光に心配はかけられない。

　この笑顔。
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　これを失うことなど、出来なかった。嫌いやだった。ルシファーに堕おちるということは、そういうことだ。同じ体、同じ顔なのに、笑った顔が全然違うことを、愛あいは知っていた。

（キスだって……）

　光ひかるのくちびるは、どちらかというと薄い感じだが、なにも塗ぬっていないはずなのにつやつやと濡ぬれたように光っている。色白なせいもあって、唇くちびるは綺き麗れいなピンク色。雫しずくが滴したたりそうな完熟の桃を、愛は想像した。

（あ──）

　昨夜ゆうべの訓練を思いだしてしまい、愛は鼓こ動どうが速まるのを感じた。柔らかさと熱さが、まざまざと口に蘇よみがえってくる。

　光に《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》を犯させるための入り口として、愛は光とキスをしていた。その先──決定的な《浄化ピユリフアイ》である《契ちぎり》──即すなわち《えっち》のハードルは、愛にとってはとてつもなく高く、いつ越えられるかも知れない壁だった。

　ならばせめてキスくらいは、出来ればその先へもう一歩、というのが天使の要望だったが、キスひとつまだ、まともに出来ない恋愛初心者に、それは無理な話だった。

　──いつまでも無理無理言っていたら、そのうちルシファーにしてやられるぞ。奴やつは狡こう猾かつだからな。

（わかってます。天使様は昨夜、どこかにいってたみたいだから知らないでしょうけど、ちゃんと考えてるんですから）

　──ほう、なにをだ。

（秘密です、恥はずかしいから）

　──うむ。おまえもいよいよ神かみ代しろ光と《ヤル》気になったか。

　天使の言葉は、突然の火だ。爆弾、といってもいい。ほとんど一瞬で体温が二度くらい上がった気がした。

「《ヤル》言うな！」

　思わず声に出してしまって、愛ははっとして慌あわてて口を押さえた。目の前で、光が驚いている。何度も目を瞬またたいているから、そうだとわかる。こんなときの、人の条件反射のようなもので、愛は、おかしくもないのに、えへへ、と笑った。

「……天使様？」

　光が、訊きく。

　愛は、頷うなずく。

「うん、天使様」

　答えを聞いて、光も、なんとなく笑う。笑うしかないのだろう。彼はまだ一度もラファエルの姿を見てはいないが、それでも、愛の言うことを信じて『いる』ということにしてくれている。本当の本当に心から、存在を信じて疑っていないかといえば、それはわからなかった。

　人がいいから、こちらの言うことに付き合ってくれているだけ、という可能性もないわけではない。

　だが少なくとも光ひかる自身、もう一人、自分がいることは疑ってはいない。それは間違いない。その点で、愛あいのいう天使を、自分に照らし合わせて、愛の中の別の人格、と考えて納なつ得とくしているという可能性はあった。

（実際、わたしも本当のところはよくわからないし）

　いこ、と声をかけて歩きだしながら、愛はまた、いつものようにそんなことを考えた。

　天使を見ることが出来るのは自分だけ。妄もう想そうや幻覚でない、とは誰だれも言い切れない。

　たとえば《堕おちた》光を救うために地じ獄ごくへ行ったことにしても、気がつけば地下室で倒れていて、なんの証拠も残ってはいない。

　あの地下深い密閉された空間で、儀式めいたことを行っていたそこへ足を踏み入れたのだから、集団幻覚に巻き込まれただけ、とも考えられる。まったく見も知らぬ者同士なら別だが、獅しぃ子こたちとは同じ認識で、光を巡めぐって攻防を繰くり広げていたのだから、ありえる。

　──また、つまらぬことを考えているな。

　天使の声がする。これにしたところで、脳内の自分の声だというように説明はつく。

　──確かにな。

（え……認めるんですか？）

　──愚おろか者もの。

　叱しかられた。決して怒ど鳴なってはいないのだが、思わず首を竦すくめたくなるような力があった。

　──それはただそういう説明もつく、というだけのことだ。結果は同じであっても、それで現象を正しく理解したとは限らないのだぞ。科学的説明や論理的説明は、その方法でも証明出来る、というだけでしかない。

（えーと……つまり？）

　──この間、ＴＶで見ただろう？　超能力と手品。あれと同じだ。コインを消す、という同一現象を、片や超能力、片や手品で起こしていただろう。確かに、共にコインは消失した。しかし、その結果はどうだ？　手品は肯定され、超能力は否定された。はっきりとそう言ってはいなかったが、そう思わせる構成になっていた。おまえもそう思ったはずだ。

　愛は、内心で頷うなずいた。なんだやっぱり、と思った。

　──だが、何な故ぜだ？

（それは……理由がわかったから？）

　──そうだ。手品はタネを明かされれば理解することが出来る。一方、超能力は説明が出来ない。おそらくは超能力者本人も、どうしてそう出来るのか理解出来てなどいないはずだ。

（えー、自分がやっているのに、そんなことがあるんですか？）

　──ならば訊きくが、おまえはなにを知っている？　自分の体がどうして機能しているのか、それを理解しているのか？　どうして歩くことが出来、どうして息をすることが出来、どうして成長するのか。

（それは、知らないですけど……でも、それと超能力のことは、話が別なんじゃ？）

　──同じだよ。

　天使は言い切った。

　──連中は、知らなくても出来るのだ。そういう種類の人間なのだ。だから、それを説明する術すべを持たない。出来るのが当たり前だからだ。《超ちよう》能力などといっているのは、《劣れつ》能力者たちの視点からものを見ているからだ。そうした連中が大多数だからだ。所しよ詮せんこの世は多数派のためにある。《超》能力という言葉が、基準を自分たちに置いている証拠だ。連中は、理解出来ないものを無理やり解体してどこかに接点を見つけだそうとする。《人間》という種に例外を許さない。だがそこに人が介かい在ざいしないとどうなるかわかるか？

　愛あいは内心で首を振った。

　──《奇跡》になるのだよ。

　天使は笑った。

　──もちろんそれすら解体しようとする連中はいる。だがそれでも解体しきれないとき《奇跡》と呼ぶことで、人間は安心をするのだ。

（霊現象、とかもそうですか？）

　──違う。《奇跡》は誰だれが見ても明確だ。特定の人間にしか認識出来ないものは、そうは呼ばれない。あれは一種の《超》能力だ。だから疑われる。

（それはまあ……そうですね……）

　水が止まったままの噴水を迂う回かいしながら、愛はこっそりと頷うなずいた。光ひかるをちらりと見たが、先せん刻こくから黙ったままでいることに、彼が特に不満を感じている様子はなかった。

（それで……結局、なにが言いたいんですか、天使様？）

　話の主旨が見えなかった。まさか、この前のＴＶについての私し見けんをただ述べたかった、というわけではあるまい。

　──なんだ、わからぬのか。

（はあ、まったく）

　正直に伝えると、天使は小さく息を吐ついた。

　──つまり、だ。おまえの見ている、聞いている、感じている世界は、それはそのまま、ということだ。他ほかの人間がどう言おうとな。おまえには見えている。おまえには聞こえている。それを疑うな。疑えば、足元をすくわれるぞ。

（別に、疑っているわけじゃないんですけどね）

　──じゃあ、なんだ。

（んー……なんでもないです）

　説明出来ないこともなかったが、長くなってしまいそうなのと、わかってもらえるかどうかわからなかったので、伝えないことにした。

　愛あいが、天使を含めて全すべてを自分の妄もう想そうかも知れない、と疑うのは、時々どうしようもなく湧わき上がってくる、不安を和やわらげるためだった。少し前まで自分がいた、超常現象なんかとは無縁の世界と、今の生活とのギャップに、ふと、不安になることがあるのだ。

　そんなとき、全て妄想かも知れない、と考えると、不思議と気持ちが落ち着くのだ。一番最初、その可能性に気付いたときには逆により怖くなってしまったが、次のときからは、逆に安心すら感じた。

（なかったことに出来るから、なのかな）

　全てが自分の妄想なら、万が一、光ひかるが地じ獄ごくに堕おちたとしても、そんなのはありえないこと、と思うことが出来る──その逃げ道となる、そのために、妄想、という考えをまだ捨てずにいるのかも知れない。

「雨、降りそうですね」

　光の声にちらと見ると、彼は曇どん天てんを見上げていた。横顔には、特に翳かげのようなものは見られない。この梅つ雨ゆのような空模様すら楽しんでいる、そんな感じだった。

　うん、と答えて前へと目を転じれば、行く手には、大きな格こう子し状じようの門が待ち構えている。

　リムジンクラスの車が楽に通れるほど大きいが、この屋敷に今、車といえば愛の家の軽けいが一台あるだけで、その大きさに比べると余りに大きい。途中まで開ければ十分すぎる大きさがあった。もっとも、これが開くところを、愛はほとんど見たことがなかった。車を使わない場合は、隣の小さな通用門を使う。そこもまた格子になっていて、道路がよく見えた。

　ふっとそこに影が差して、愛はどきりとした。

『おせーよ！』

　そんな、怒ったような久く美みの声を聞いたような気がした。

　だが、実際には、差した影は通りがかったサラリーマンらしい男のもので、その男は愛たちを──というよりも、ありえないほど大きな屋敷を見たが、足を止めることなく行き過ぎた。

　愛は、ちらり、と光のことを盗み見た。

　先せん刻こくとは違い、その横顔には、少しだけ落らく胆たんの色が見えた。いつもにこにこしているだけと思われがちな光だが、この頃ごろは随ずい分ぶんと表情が出てきている。その光が、残念そうな表情をしたことに、愛は少しだけ胸が痛んだ。

　──やはり、未練があるか。

　天使に言われなくとも、顔を見ればそんなことはわかった。光がこんな顔をするのは初めてではなく、このところ、ほぼ毎日のことなのだから。

　寂しがっていることは、初めからわかっていた。

　七人もの少女たちと賑にぎやかに暮らしていたのに、こんな広い屋敷に再び一人で──愛がいるとはいっても──暮らすことになれば、当然だった。

　それでも、久く美みや美み巳みが毎朝のように待ち構えて、ほとんど奪い合うようにして一緒に学校に行っている内は、そうしたこともなかったように思う。

　だが、彼女たちがふっつりと姿を見せなくなってから、久しい。

　どうせまたよからぬことを企たくらんでいるに違いなかったが、久美と美巳は、悪あく魔まっ娘こたちのなかでも特に賑にぎやかな二人だ。それだけに余計に静かに思えるのは、愛あいも教室で実感していた。

　火が消えたよう、という言葉がぴったりで、担任が、クラス全体がなにか集団感染でも起こしたのではないか、と疑ったほどである。それほど、あの二人は存在感があった。

「寂しい？」

　道路を向いたまま、愛はそう訊きいた。うん、と答えるのはわかっていた。

「どうしたんでしょうね、田た名な網あみさんたち……。僕たちと一緒に登校するのやめるってだけなら、わかるんですけど……学校にまで来なくなるなんて……」

「ばれてもまだ、ずっと一緒に行ってたもんね」

　そのときのことを思いだして、愛は苦笑した。

　彼女たちが、光ひかるを《堕落ダウンフオール》させるために近づいたということをとうとう光が知り、それを獅しぃ子こたちも知って、さすがにもう、朝、待ち構えることはないだろうと思っていたのだが──甘かった。

　その翌日、久美と美巳の二人は厚こう顔がんにも、いつもと変わらず門の前で待っていたのである。さすがに二人の姿を見つけた光も固まったが、ぎこちなかったのも、一瞬。久美は、笑顔を浮かべると、

「聞いたんだろ？　光様」

　そう言った。否定をするどころの話ではない。誤ご魔ま化かすのでも、噓うそをつくのでもない。自ら肯定してみせたのには、愛も、そして天使も驚いた。

　まさに、不敵。

　頷うなずいた光に久美は悪びれることなく近づくと、その肩を、ばんばん、と叩たたいた。

「ま、そういうこった。オレたちは、光様の中にいる奴やつに用がある。そいつだけが、オレたちを救ってくれるんだ。だから、遠えん慮りよはしないぜ？　悪いとも思わない。オレたちにとっちゃ、それだけ大切なことなんだ。嫌いやだって言っても、つきまとうぜ」

　口元は笑っていたが、久美の目は真剣だった。

　だからこそ、光は断ると思った。嫌だ、と言うと思った。当然だ。だが。

「いいですよ」

　あっさりと、光は久美たちがまた一緒に登校をすることを許した。

　さすがにそれには、

「光君！」

　愛あいは、怒り、そして驚いたが、それは、ストーカー宣言をした久く美みたちも同様だった。

　光ひかるのあの返答は、まったく予定してなかったのだろう。シミュレーションもありえなかったに違いない。まったく不意を突かれた、という表情で、目を何度も瞬しばたたいて、続く言葉を見つけられずにいた。

　思わず頭に血が上って、

（光君！　認めちゃったら、ストーカーにならないじゃん！　立場逆転だと思ったのに！）

　──そこかい！

　と、天使に突っ込まれたのが、まるで昨日きのうのように思いだされる。

　なのに。

　あんな風に堂々と宣言をしたくせに。久美たちは──七人の少女たちは、ふっつりと姿を見せなくなってしまった。

（陰いん謀ぼうっぽい……）

　そう、愛は感じていた。あの連中が、諦あきらめるわけがない。そんなはずはない。七人総がかりでなにかを企たくらんでいると思えた。天使もそれには同意見で、しかし、企みがなんであるのかは突き止めることは、未いまだ出来ずにいた。

（だからって、いきなりいなくなることないじゃん！）

　ムラっとした怒いかりを、愛は胸に感じた。

　このところ毎朝のように、込み上げてくる。これからのことを思えば、彼女たちが光に近づかない方がいいとはわかってはいるのだが、こんな風に突然に、姿を消すのは卑ひ怯きようだし、許せないことだった。

（こんな顔、光君にさせるなんて……）

　口には出さなくとも、横顔を見ればそれでわかる。寂しいのだ。それなのになにも言わないのは、悪いと思っているからだ。体を張ってくれているクラスメートに遠えん慮りよをしているからだ。そのくらいはわかる。

（せめて、なにか言っていきなさいよねっ！）

　愛は拳こぶしを握にぎり締しめた。ただ、怒りだけではない。他ほかの感情も、胸の中には渦うず巻まいていた。怒りよりももっとこう、もやもやとした気持ちの悪い──

　──《嫉妬エンヴイ》だな。

　天使は言った。

　──消えても、そして、自分を消そうと知ってもなお、神かみ代しろ光にこんな顔をさせることの出来る連中に、おまえは《嫉しつ妬と》している。気をつけろ。神代光の中で《奴やつ》はそれを感じ取っているぞ。今、神代光はおまえに《嫉妬》させている。その《大たい罪ざい》は、自らが《嫉妬》するだけでなく、他人に《嫉妬》させることでも犯せるということは、おまえも、知っているはずだ。ふむ……これも連中のひとつの策なのやも知れんぞ。

（本当に？）

　──どんなことでも、可能性はある。よくよく注意をすることだ。

（わ、わかりました……）

　愛あいは固かた唾ずを吞のむと、光ひかるにそうとわからないように、ゆっくりと深呼吸をした。確かに。これは《嫉妬エンヴイ》だ。光にこんな顔をさせられる、あの少女たちが妬ねたましい、という。そして、もうひとつ、愛は気付いた。胸に宿る怒いかりは、なにも彼女たちに向けてのものばかりではない。

（光君……）

　彼に対する《怒り》も、どこかに確かにあった。

（わたしがここにいるのに。光君を守ろうと、わたしが頑がん張ばっているのに。なのに、田た名な網あみさんたちがいいの？）

　という。

（……絶対、言わないし、顔にも出さないけどね）

　もう一度、愛は深呼吸をした。一緒に、そんな毒のような気持ちも、吐はき出してしまう。胸の内に、光への気持ちを想おもいうかべると、それは光りの矢に変わって、淡く暖かい光りを放はなった。その輝きが、《罪シン》を洗い流していってくれる──気がする。

　ふっ、と息を吐つき、愛は光を振り返った。とびっきりだと思う笑顔を浮かべて。

　気付いた光が、どきりとした表情になる。驚いた、というのとは違う。惹ひかれた、と思うのはおこがましいだろうか？

「行こっ！」

　愛は、光の背中を、ぱん、と叩たたいた。薄い体が前に泳ぐ。それほど強く叩いたつもりはないのだけれども、危うく車道に飛びだしそうになって、愛は慌あわてて手首をつかんだ。手の中で光の体が強こわ張ばる。それは、ほんの少しだけ愛をイラつかせたが、態度には出さなかった。

「…………」

　手をずらし、掌てのひらを握にぎる。光の手は少し湿った感じがした。冷たくはない。軽く力を入れると、じわりと温かくなってきた。

　戸と惑まどうような目。

　それはそうだろう。こんなにも堂々と、人前で──クラスメートといつすれ違うかわからない状況で、手を握ったことなんかない。見つかれば、からかわれることは間違いない。だけど構わなかった。

（今はもう、わたしがいるってこと、光君にしっかりとわかってもらうんだから。寂しくなんかないってこと、感じてもらうんだから）

　胸が、どきどきする。

　家の中でなら、手はもちろん、それ以上のことだってしているけれども、こうして外で人目もはばからずに堂々と手を握るのは、それとは全然違った。はぐれるといけないから、とか、そういう言い訳をしない行為。

　──ふむ。やるようになったな。

　天使のそんなからかうような声にも、愛あいは手を離さなかった。

「一緒だから！」

　言って、愛は光ひかるを引っ張るようにして歩きだした。すぐに、光が横に並び、

「！」

　ぐ、と強く──答えの代わりのように手を握にぎり返してきた。愛は自然とくちびるがほころぶのを抑おさえることが出来なかった。

　今にも雨が落ちてきそうな空の下、愛の頭の中だけは眩まぶしいくらいに晴れていた。
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「っと、ここか」

　メールに添付されていた地図をプリントアウトした紙を畳たたんで、高校の制服である、冬服のブレザーの色に合わせたカーキ色のパンツの後ろポケットにねじ込むと、林はやし田だ是これ政まさは、ビルの一階にある美容院の脇わきの細い階段を上がった。

　少し体格のいい人間が使えば、それで一杯になってしまう程度の幅しかない、基本的にすれ違うことを想定して作られていない、一方通行、と表示をするべきだと思うような階段だ。

　昼間なのに天てん井じようの蛍けい光こう灯とうは煌こう々こうと灯ともり、湿った空気が剝むき出しの二にの腕うでにまとわりつく。壁に無む造ぞう作さに貼はられた様々なポスターは、剝はがされたことがないのか、地層のように重なって古い紙の臭においを漂わせていた。

　階段は、屋上まで続いていそうだったが、是政は二階で足を止めた。ドアは、住居用にしか見えないタイプがひとつだけある。踊おどり場ばのスペースそのものもなく、ひとつしか作ることが出来なかったのではないかと思えた。

「ここでいいんだよな？」

　自分に確認をするように呟つぶやき、是政はドアと向き合った。薄そうな金属製のそれには、手作り感溢あふれるプレートが下がっていた。『インターネットカフェ・千ち代よ神がみネット』。下に料金がマジックで書いてある。一時間、五〇〇円。継続利用の場合、三〇分ごとに五〇円。ドリンク飲み放題。

「安いのか高いのかわかんねーな」

　是政は、インターネットカフェを利用したことはなかった。そんなことをしなくても、ネットにつなぎ放題の環境が家には整っている。アンダーグラウンドサイトを覗のぞく趣味もない。家ので十分だった。

　ドアを押すと、頭の上でちりりんとベルが鳴った。インターネットを商売にしている割には、客が来たかどうかを知らせる仕掛けは、実にアナログだった。

（だから、師し父ふはここにしたのか？）

　余りに静かなので、声を出すのがはばかられる。ぐるりと辺りを見回しても、フロアのほとんどがパーテーションで区切られているようで、その壁しか見えなかった。人の姿はないのに気配だけがする。

　ごそごそと動き回る音。ブツブツ呟く声。だが、その人物の姿は見えない。

（なんか、幽ゆう霊れいの巣に入り込んだみたいだな）

　もちろん実際に幽霊の巣に入ったことはないのだが、この雰ふん囲い気きを表現するには、それがぴったりな気がした。

　カウンターには誰だれもいない。是政がプッシュ式のベルを鳴らすと、奥から、舌打ちと共に、おそらくはバイトだろう男が現れて椅い子すを軋きしませて座り、いかにも面めん倒どうくさそうに、一冊のノートを放ほうるようにしてよこした。

「そこに名前書いてくだっさい。最初の一時間の五〇〇円は前払いでお願いしまっす」

　是これ政まさが五〇〇円を渡すと、店員は代わりに番号札をくれた。

「どうも」

　言って、店員はなにかのスイッチを押した。すぐにどこかで、聞きなれた、ぶん、という電源の入った音がした。他ほかのインターネットカフェがどうかは知らないが、どうやらこの店は、客が金を払うと、その客の使うパソコンを立ち上げるようにしているらしい。

「ドリンクバーはそっちの隅すみにありまっすから。腹が空すいたら、出前も取れるっす。ここに来て、俺おれに言ってくだっさい。んじゃ、ごゆっくり」

　そういうと店員は、背中を丸めたまま、再び奥へと消えて行った。結局、男とは一度も目が合わなかった。

「……そいつは《怠惰スロース》の《大たい罪ざい》だぜ、お兄さん」

　是政は呟つぶやいて、渡された番号札を放ほうり投げた。

　ドリンクバー、というには余りにお粗末な、中身が書かれた紙を貼はり付けた給水器の列からアイスコーヒーを選んで紙コップに入れると、少しも冷えていなかった。傍そばの氷を好きなだけ放り込んで冷やすようになっているらしい。薄まるが、タダなのだから文句も言えまい。

（さて、と）

　通路を歩きながら、是政はパーテーションに貼られた番号を見て行った。自分の番号を探さがしているわけではない。メールに書かれていた番号を探しているのだ。一いち読どくしたときにはなんの番号なのかわからなかったが、札を渡されてようやくわかった。

「っと、ここだ」

　目指す番号の個室の前を行き過ぎそうになって、是政は慌あわてて立ち止まった。手の中でコーヒーが大きく揺ゆれて、危うくこぼしそうになった。

　個室、といっても、パーテーションは天てん井じようまで届いてはおらず、是政であれば背伸びをすればなんとか中を覗のぞける高さ程度でしかない。それでも一応ドアらしきものはついているので、軽くノックをしてみた。

「なんじゃ」

　聞きなれた声が返ってきて、是政はノブを捻ひねった。少し開くと、老人特有の体たい臭しゆうの混じった空気が押し寄せてきた。だが、体臭自体は微かすかなもので、他にも煙草たばこの臭においや色々な食べ物の臭いなどがして、すぐにわからなくなった。

「似合いませんね、師し父ふ」

　笑いながら言うと、師父──玄げんは、鼻を鳴らした。

　甚じん平べい姿すがたでパソコンの前に座っている細身の老人は、長く神かみ代しろ光ひかるを監かん視ししていた《組織》のこの辺りの支部の責任者だった男だ。

　だった、というのは、数ヶ月前、《組織》の命めいを受けた、弟子で、光の担任でもあった来くる栖すの邪じや魔まをして、更こう迭てつされたからである。今《組織》は、裏切り者として玄げんを追っているが、まだこうして無事でいる。

（まあ、もともとそんなに大きな《組織》ってわけじゃないしな。なんたって、名前すらないんだから）

　そう。その《組織》は《組織》とだけ言われていて、正式な名称はなかった。存在すら、本当かどうか怪しんだことがあったくらいだった。だが、その時期は既すでに過ぎた。是これ政まさは玄を信用していたし、神かみ代しろ光ひかるのことも好きだった。それだけで、行動の理由は十分だ。

　玄の横には、服などが入っているのだろう、大きな袋がひとつだけあって、その周りにコンビニ弁当のプラスチック容器や、ペットボトルが積み重なっていた。散乱はしていない。洗ってはいないだろうから、綺き麗れいとは言いがたいが、一応、整せい頓とんはされている。

　個室は、二人も人が入れば窮きゆう屈くつで、是政は雑誌などをどかしてなんとか座る場所を確保して胡坐あぐらをかいた。椅い子すはひとつしかないから仕方がない。その椅子の上で玄は倒していたシートを起こすと、座面を回した。

「どうじゃ、高校は」

　伸びた髭ひげを撫なでながら、まるで本当の祖父のようなことを訊きいた。

「行ってませんよ。師し父ふが《組織》に楯たてついたりするから、来くる栖す先生から情報が入ってこなくなったんじゃないですか。仕方ないから、俺おれ、休学願い出しましたよ」

「いかんな。若いうちに勉強はしておくべきじゃぞ」

「誰だれのせいですか」

　是政は笑った。別段、この件で玄を責めるつもりなどはなかった。相談せずに、自分から勝手にしたことだ。

「……連中、やっぱり、なんか動いているみたいですね」

　指で溶けた氷とコーヒーを搔かき混ぜて、是政はパソコンを見た。画面にはニュースサイトが開かれている。玄の活力を思えばアダルトな画面が開いていても驚きはしないが、きちんと自分を律りつしているのは、さすがだった。

「《怠惰スロース》はいつものことですけど、ここんとこ《憤怒ラース》と《大食グラトニー》も学校に来てません」

「あれからずっとか？」

　是政は頷うなずいた。

　以前──おおよそ二ヶ月前、それが前回、玄に会ったときだったが、そのときにも同じ報告をしていた。《憤怒ラース》の田た名な網あみ久く美みと《大食グラトニー》の那な賀が花はな美み巳みは、三年になってからは一度も、学校に姿を見せてはいなかった。二年になった《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わも同様だ。

「けど、神代の前にも姿を見せてないってわけじゃなくて、他ほかの連中も含めて、それなりにちょっかいは出してきてたんですが、それも、一週間前からはぴたりとやんでいます。これまでのペースを考えると、ちょっと普通じゃないですね」

「三日にあげず、坊ぼう主ずを《堕落ダウンフオール》させようとしておったからの」

「知ってましたか」

「世の中は、実に便利になったもんじゃよ」

　玄げんは顔に深い笑い皺じわを刻んで、パソコンのモニターを古こ木ぼくのような手で軽く叩たたいた。

　なるほど、と是これ政まさは合点した。ニュースサイトに悪あく魔まっ娘こたちの動きが直接載のるわけではないが、連中が動けば騒ぎが起こる。大たい概がいそれは、ニュースになるくらいの規模だ。注意をしてみていれば、ここにいてもある程度の動きは把は握あく出来るという訳だ。

「連中、だんだん動きが派手になってますね」

　ぼうっと光るモニターを見て是政が言うと、玄は、うむ、と頷うなずいた。

「それだけ坊主の《堕落ダウンフオール》が──ルシファーの侵しん食しよくが進行しているということなのじゃろう」

「逆じゃないんですか？　神かみ代しろの悪魔化が進んでいるのなら、ちょっとした刺激で《堕落ダウンフオール》するんじゃないんですか？」

「いいや。坊主の悪魔化が進めば、その分、《堕落ダウンフオール》させるのは難しくなる。ちょっとやそっとの《大たい罪ざい》では、坊主の中の大悪魔を揺ゆり起こすことは出来なくなっとるはずじゃ」

「けど、白しら鳥とりは結構簡単に《堕落ダウンフオール》させてるみたいですけど？」

　このことを知ったときには、白鳥愛あいまでが実は悪魔の手先であったか、と慌あわてたが、《堕落ダウンフオール》した直後に《浄化ピユリフアイ》とでもいうべきことが起きていることを鑑かんがみれば、どうやら光ひかるの《堕落ダウンフオール限界点》を探さぐっているらしい、ということが推測出来た。

「嬢ちゃんは、直接、手を下せておるからの」

　玄はモニターの脇わきに置いてあったペットボトルから直接水を飲んだ。

　白鳥愛が、神代光を《堕落ダウンフオール》から救う者である、ということは、二人が接触をした後の行動を見ていれば納なつ得とくの出来る話だったが、何な故ぜ、光が元に戻るかについては解明されていなかった。天使の加か護ごを受けているのではないか、という噂うわさもあるが、その《奇跡》の証拠を見た者はいない。ただ、預言の言葉に従って、彼女が《愛》であるという前提に立っている。

　そこに疑問を持つことは、是政は、あえてしなかった。

　疑えばなにもかもが疑えてしまう。

　是政は玄を信じている。その玄が、そうだと信じていることに、疑いを挟はさむつもりはない。

（狂きよう信しんと言いたければ言え、だ）

　玄は手の甲で口を拭ぬぐった。

「じゃが、悪魔っ娘たちはそうはいかん。周囲を巻き込み、間接的に坊主を巻き込んで《堕落ダウンフオール》させようとするから、どうしても動きは派手になる。迷惑な話よ。まあ、おかげでわしもここにいながらにして動きをつかめるというものじゃが」

　是政は笑った。

　笑ったが、本当は笑い事ではなかった。連中の仕し業わざであると思われる行動は、そろそろ、破壊活動、というべきほどの規模にまでなりつつあるのだ。

　特に《憤怒ラース》の久く美みが原因であろうと思われる大規模な喧けん嘩か騒さわぎは、暴動、といわれても仕方のないものだった。

　是これ政まさが、これはと疑っている事件のひとつ、一昨日おとといの夜に発生した、ＪＲ中央線・千ち代よ神がみ駅傍そばの居酒屋で、頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつの重傷者を含む、二八名の怪け我が人にんを出した乱闘騒ぎは、今もってその原因が特定されていない。

　喧嘩が連れん鎖さした、と被害者でもあり、加害者でもある客や従業員は、証言しているという話を、是政はＴＶで見て知っていた。もっとも、それが本当に正しいかどうかはわからないが。

「連中の影響が出始めていると見て、間違いないじゃろうな」

　玄げんはマウスを握にぎると慣れた手つきで動かし、幾いくつものウィンドウを開いた。表示されたのは、どれもこれも事件の記事。是政が、これは、と睨にらんだ居酒屋の事件も含まれている。他ほかにも、引ったくり、痴ち漢かん、交通事故、セクハラ、手抜き仕事など、多種多様な事件、事故の記事がずらりと並んだ。

「これが全部、ですか？」

「まあ、それっぽいものを集めただけじゃがな」

　是政は立ち上がると、玄の肩越しにモニターを覗のぞき込んだ。ひとつひとつは特に珍しくもない事件、事故だ。居酒屋での集団喧嘩に比べると、ほとんどが単独犯、単独事故で、組織性はない。毎日のように起こっているものだ。

「珍しくない、という顔じゃな」

　モニターに映りこんだ表情を見られたのか、玄はからかうような声で言った。

「確かにそうじゃ。別に珍しい事件ではない。じゃが、こうするとどうじゃ？」

　玄が再びマウスを動かす。ウィンドウのひとつが、ピックアップした記事の一覧になる。是政は、

「あっ」

　と、気がついた。その途と端たん、剝むき出しの腕に鳥とり肌はだが立つのがわかった。

（すげー、偏かたよってる！）

　のだ。

　ピックアップされた事件の全すべてが、千ち代よ神がみ宿じゆく区で起きていた。もちろん、それだけを抜いているのだから当たり前だろう、と言われればそうだが、記事の総数を見れば、そうは言っていられなかった。

　玄がピックアップした記事の日付の、都内で起こった全ての事件事故の記事における、千代神宿区の割合が、四割強にも上っているのだ。

　つまり、都内で起きている事件事故の半分近くがこの街で発生している、ということだった。

　これが異常な数値だということは、是政にもわかった。

　千ち代よ神がみ宿じゆく区は、下町といっていい土と地ち柄がらで、近年、発展してきてはいるが、繁華街と呼ばれるような場所も少ない。新しん宿じゆくや原はら宿じゆくに簡単に出ることが出来ることもあって、基本は住宅地。これほどの数の事件が起こる土ど壌じようがない。

「おまえさんも、肌で感じておるのではないか？」

　確かに。

　この頃ごろ、夜は危ない、と感じることが多々あった。是これ政まさは、喧けん嘩かの方にも多少憶おぼえがあるから怖おそれこそしないが、以前バイトをしていたコンビニに出かけても、駐車場に、たむろしている連中を見かけることが多くなったように思った。

　それで騒いでいるのならまだマシだが、どいつもこいつもすさんだ目をして、特に話をするわけでもなく、店に来た客を、まるで物色するかのように眺ながめているのが不気味だった。

「……これが、連中の影響だってことですか？」

「わしはそうおもっておる」

　クリックすると、ウィンドウは全すべて閉じた。

「けど、師し父ふ。これが神かみ代しろを《堕落ダウンフオール》させるのと、なんの関係があるんですか？　この事件や事故に、あいつは関係してないですよ。それは、俺おれが証明出来ます。俺、ストーカーみたいな真ま似ね、もうずっとしてるんですから」

「別におまえを疑ってはおらんよ」

　玄げんは椅い子すに背中を預けた。古いものなのか、椅子はほとんど悲鳴のような音を立てる。

「どうにも、連中の意い図とが見えんだけじゃ。やつら、《塔》にも戻っておらんのじゃろう？」

「たぶん」

　光に張り付いているため、確実ではないが、出入りがあった様子はなかった。

「まあ──」

　と是政の顔色を読んだように、玄は言った。

「戻ったとしても、すぐにまた出て行ったのじゃろうが……どこにおるのやら」

「気になりますね」

「うむ。久しぶりに外に出てみるとするかの。ここにいれば情報は手に入るが、それだけではわからぬ、肌に感じる空気、というものもあるからの。それでわかるものもあるかも知れん。ネットに上がらぬ事件もあるしの」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　確率は低いと思われるとはいえ、《組織》の連中と出くわさないとも限らない。万が一にも、玄が負けるとは思わないが、動き難にくくはなるだろう。今この時期に、それはまずい気がする。

「なあに」

　玄は、不敵に笑った。

「こんな風ふう貌ぼうのジジイはどこにでもおる。わしの顔をよく知ってるものは、来くる栖すくらいじゃ。心配することはないよ」

「だと、いいんですけどね」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。っこいしょ──うお！」

　立ち上がった瞬しゆん間かん、玄げんはそんな声を上げてテーブルに手を突き、もう片方の手を腰に当てて、ううむ、と唸うなった。

「師し父ふ!?」

「いたた……長いこと座っとったものじゃから、腰が固まってしもうた。む──うむ、大丈夫じゃ。もう伸びた」

　玄は曲がった腰をゆっくりと反そらした。ぱきぱきという音が聞こえてきそうだった。是これ政まさは胸に不安を抱いだいたままその様子を見ていたが、玄はそれに気付くと、安心させるように、にやりとして、是政の肩に手を置いた。

「案ずるな。──さて、見てみるとするかの」




　　　　☆




「で、どうなの？」

　窓に付けられた金属製の手て摺すりに寄りかかって、掃除の様子を眺ながめていた愛あいは、隣で同じようにくつろいでいた平ひら山やま綾あや香かが、不意にそんな風に訊きいてきたので、首を傾かしげた。

「どう、って？」

「あー、なに？　親友のわたしにも、そんな風なわけ？　それってちょっとひどくない？」

　綾香は唇くちびるを尖とがらせる。彼女とは一年の時からずっと同じクラスで、三年間、クラスメートとしてすごすことは決定だった。小学校からの友達もいるにはいたが、今はもう、彼女が一番の友達だ。

　これは彼女に限ったことではないが、愛が光ひかると同居をしていることは、クラスメートの知るところだった。といっても、同居、同どう棲せい、というよりは、使用人として住まわせてもらっている、という立場で、家も別、ということで、久く美みや美み巳み以外は、それほど騒がしいことはなかったのだがそれなりに噂うわさはされている。

「いい加減、進展、あったんでしょ？」

　探さぐるように目を細めた綾香に、愛は誤ご魔ま化かすような笑顔を向けるしかなかった。まさか、あったよ、とは言えない。これが普通の、光とは恋人同士ということであるなら、えへへ、と笑ってそれとなく匂におわせることもありだと思うが、事実はそんなものではなく、またそれを、綾香に話すわけにはいかなかった。

（友達、なくしたくないし）

　である。

　脳内天使の話などしたら、一発で引かれるに決まっている。

　──誰だれが脳内天使だ！

　明らかに怒った声が頭に直接、聞こえた。

（わたしにしか見えないんだから、そう言われても仕方ないじゃないですか。あ。別に、いないかもって疑って、言ってるわけじゃないですから。綾あや香かにはほんとのことを話してもそう思われちゃうんだろうな、っていうだけで）

　──まあ、それはそうだろうな。

　あっさり、天使は認めた。

「……ほんとに、なし、か」

　沈黙を肯定と思ってくれたのか、綾香は残念そうな顔になった。

「けど、神かみ代しろじゃあ仕方ないか。いかにも、慣れてない感じだもんね」

「そういう綾香はどうなの？」

　そう愛あいは訊きいた。

「春休みに会った人と、まだ続いてるんでしょ？」

「うん、まーねー……」

　綾香の横顔が曇るのを、愛は見み逃のがさなかった。彼女がこんな顔をすること自体が、とても珍しい。特別なことだった。

「どうしたの？」

「んーん、なんでもない！」

　よ、と声を出して、綾香は手て摺すりを離れる。

「もどかしいのもヤだけど、がっついてるのもヤだな、って思って。なかなか、これ、っていうのってないよねえ」

　靴くつや洋服の話とも受け取れたが、きっと違う。おそらく男の子のことだ。綾香が知り合った相手はもう大学生なので、子、というのは違うかも知れないが、あまり上う手まくいってないらしいことは、声の調子でもわかった。

　しかし、愛に言えることはなかった。そんな大人の人と付き合ったこともなかったし、今の話だけでは、なにで悩んでいるのかもわからない。出来ることといえば、話を聞くことくらいだ。だからといって、なんでも話して、とわざわざ言うのも押し付けがましい気がして、愛はただ、黙って隣に立ち続けた。

　どのみち、光ひかるが戻ってくるまではここにいる必要がある。本当は帰る前に、光が戻ってくる前にトイレに行っておきたかったが、我が慢まん出来ないほどでもない。

「…………」

「…………」

　愛は、綾香と黙って掃除の様子を見つめた。三年生になって、さすがに光に掃除を押し付けるような人もいなくなった。久く美みが学校に来なくなって、また押し付けが始まるのではないだろうか、と愛あいは心配したのだが、クラスメートも幾いく分ぶん、気持ちが変わったらしい。

（受験生だしね）

　少しだけ大人になった、とかそんなセンチメンタリズムではなく、見つかった場合の内ない申しん書しよを気にしてのことだろうけれど、と愛は思った。

　実際、新しく担任になった先生の目は、二年生までと比べてずっと厳しいような気がした。クラスの雰ふん囲い気きも、どことなく関係が乾いた感じがする。

「あ」

　綾あや香かは、それまでの表情を一変させて、いつもの、愛の知っている明るい顔になって、愛を振り返った。

「ごめん、買い物あるんだった。お先」

「あ、うん」

　綾香は教室の後ろの自分のロッカーに行き、鞄かばんを出してからもう一度振り返り、手を振って教室を出て行った。この頃ごろはずっと、光ひかると一緒に帰宅していることをわかってくれていてのことだ。といっても、その前も、そう頻ひん繁ぱんに一緒に帰ったりはしていなかったけれど。

　愛は小さく息を吐つくと、窓に寄りかかった。

　──なんだ？

（んー……みんな、変わったな、って思って）

　──平ひら山やま綾香か？　あれは男が出来たからだろう。おまえとて、たいして変わらん。

（わたしは──！）

　──周りはそう見ている。たとえ、神かみ代しろ光との仲が、連中が想像しているようなものでないとしても、な。

（そうかも知れないですけど……綾香のことじゃなくてですね。クラスの空気がなんかこう、ぴりぴりしてるっていうか……感じませんか？　特に最近）

　──まあ、なんとなくよそよそしい様子ではあるな。しかしそれは、受験というもののせいではないのか？　受験は闘いだろう？　そう仲よくもしていられまい。

（そんなことないですよ。クラスメートで同じ高校受ける人って、多分、数人だと思うし。今からぴりぴりしないですよ。それに、これってそういうんじゃない気がするんですよね）

　──ふむ……連中の消えたことと、なにか関係があると思うのか？

（わからないです。わからないですけど、なんだか、雰囲気悪いのって、うちのクラスだけじゃない気がしませんか？　学校全体が、どこか憂ゆう鬱うつっぽいっていうか……）

　──そこまで言うのなら、気をつけて見てみるが……とりあえず、後だ。神代光が戻ってきたぞ。

　天使の意識に引っ張られるように、愛は教室の前扉を見た。光もこちらに気付いて、笑えみを浮かべ、手を振ってくれる。

　ぞくり、とした。

　光ひかるに対してではない。そうではなく、周りからなにか冷たいものを感じたのだ。愛あいは素早く辺りを見た。すると、黙々と掃除をしているクラスメートたちが、確かに目を逸そらした。あからさまではないけれど、確かにそうした。

（天使様）

　──うむ。《嫉妬エンヴイ》だな。

（じゃあ、宇う美み野のさんが、近くに？）

　──とりあえず、気配は感じないが……。

「おまたせしました」

　軽く息を切らせて光が傍そばに来て、天使は言葉を伝えてくることを中断した。光は走ってきたのだろうか。少し、汗の匂においがする。だが、不快ではなかった。

「先生はなにか言ってた？」

「いえ、特には」

「そう。じゃあ、帰ろうか、光君」

「はい」

　光は微笑ほほえんで頷うなずく。もう、クラスメートの視線は感じないが、しかし、なんとも嫌いやな緊張感は肌にまとわりついて消えることがなかった。見ていなくても、見ている。光はまったく気がついていないようだが、確かに、クラスメートたちからの《嫉妬エンヴイ》を感じた。

　今さら、だ。

　急に、光が人気者にでもなったというのだろうか。その彼と付き合っている（ように見える）女生徒を許せない、とかいうのだろうか？

　──違うな。

　並んで歩きだした愛の頭に、そう天使の声が響ひびいた。

　──連中が《嫉しつ妬と》しているのは、おまえや神かみ代しろ光、個人に対してではない。その境遇だ。受験生の身でありながら、恋愛を楽しんでいるように見える、その余裕に対してだ。そう私は見たが。どうだ？

　どうだと言われても。

　しかし、ありえそうだ、と愛は思った。自らを彼らに置き換えて考えれば、確かに自分たちの行動は、癪しやくに障さわるかも知れない。本当は、そんなに甘い関係ではないのだけれど、それは、クラスメートには話すわけにはいかない。

「じゃあ、お先に」

　愛はなるべく明るくクラスメートに言って、光の手を引くようにして教室を出た。それでもまだ、ねっとりとした《気》のようなものは付きまとってきて、教室を遠く離れ、やっとそれを感じなくなると、どっと疲れた。

　だが、おかしい。

　光ひかると一緒に帰るのは、なにも今日きように限ったことではない。それが、どうしてこんな風に、急に妬ねたまれることになったのだろう。

　──蓄ちく積せきしていた《嫉妬エンヴイ》が、臨りん界かいを超えたのかも知れん。

（ですけど、宇う美み野のさんは見かけてないですよ？）

　──確かにな。しかし、思いだしてみれば確かにこのところおかしい。私は未いまだ、おまえの五感を通してしか世界を知ることは出来ないが、今け朝さなども、やけに騒ぎが多かった。

（そうですか？　気付きませんでしたけど……）

　──多かったぞ。おまえは神かみ代しろ光に意識がいっていて気付いていなかったが、学校に到着するまでに、生徒同士と思われる喧けん嘩かを二回、暴走車を三台、警察官を一〇人見た。

　それは確かに多い気がする。しかしひとつも気がつかなかった。否いな。なにかうるさいな、とは思ったが、それだけで、後は気にも留とめなかった。

　──今日の帰りは少し周囲に気を配ってみろ。そうすれば、私もさらに世界をよく見ることが出来る。

（わかりました）

　そう心の中で天使に答えて、愛あいは光へと意識を向けた。

「それでですね──」

　彼は教室を出てからずっと、喋しやべっている。

　内容はたわいのないことだった。だから天使と話も出来たのだが、光の話を聞いていないわけではなかった。光が喋っていたのは主おもに、先生の愚ぐ痴ちだった。光が先生に愚痴を言っているのではない。先生が光に言った愚痴を、話してくれているのだった。

「なんだか大変みたいです、先生たちも。ほら、来くる栖す先生が失しつ踪そうしちゃったじゃないですか」

　そうなのだ。

　去年まで担任をしていた来栖先生は、久く美みたちが学校に来なくなる前に、行ゆく方えがわからなくなっていた。原因はいろいろと言われていたが、結局、わからずにいる。

　だが、愛は、おそらくは《組織》がらみだろうとおもっていた。あの先生は、光を守る謎なぞの《組織》の一員だということが判明したのだが、どうしてか途中で敵に回り、愛の邪じや魔まをしようとした。そのとき、助けてくれたのが、同じ《組織》の人間で、光が悪あく魔まっ娘こたちと暮らしていた廃はい教きよう会かいの管理人だった玄げんという老人だったのだが、そのとき以来、二人の姿は見ていなかった。

「見つかったの？」

　そう訊きくと、光は首を振った。

「全然みたいです。それと、一年生のなかでは登校拒否が増えて、ノイローゼになっちゃった先生もいるって言ってました」

　生徒にそんなことをぺらぺら話してしまっていいのか、と愛あいは心配したが、しかし、それは相手が光ひかるだからだろう。よもや先生も、こんなに簡単に、光が人にその話をしてしまうとは思わなかったに違いない。

　だが、それは正しい。光はだれかれ構わず人から聞いた話を喋しやべるような男の子ではない。

（信じてくれてるから、だよね）

　ノイローゼになったという先生を心配して、だろう、少し曇った横顔を見ながら、愛はそう心の中で訊きいてみた。もちろん、答えが返るはずもない。だが、そう思えた。これは《高慢プライド》だろうか？

　──まあ、その程度ならば、な。

　お許しが出て、愛はたいして大きくはない（小さくもないけれど）胸を撫なで下ろした。

　自分が《大たい罪ざい》を犯したのでは、光にどんな悪影響が出るかわからない。当たり前だが、犯さないに越したことはなかった。

　そのとき、愛は鞄かばんの中で携帯電話が震ふるえていることに、持ち手を通して気付いた。校内では、マナーモードにしていないと、先生に怒られる。ましてや、愛は生徒会長だ。最悪、没収もありえた。それは困る。

　振動はなかなかやまない。ということは、メールの着信ではなく通話の方だ。そうとわかっても、出るわけにはいかない。廊下で歩きながらの電話もまた、禁止されているのだ。

　やがて振動は止まり、しかし、すぐにまた震えだした。

　しつこい。

「光君、ごめん」

　まだ喋っている彼にそう告げて、愛は鞄を開けた。ストラップが教科書に引っかかるのに少し苛いら立だちながら携帯を取り出し、二つ折れのそれを開く。ディスプレイに表示されていた名前は、珍しい相手だった。

（竜りゆう君……？）

　そうなっていた。

　黒くろ島しま竜りゆう一いち。今まさに噂うわさをしていた、宇う美み野の巳み和わの弟である。苗みよう字じが違うのは、両親が離婚をしているからだった。苛立たしそうに震える携帯をそのままにしていると、再び呼び出しは切れ、直後に『留守電有り』のマークが出た。

　なにか、緊急の用件だろうか？

　愛は携帯を戻さずに鞄を閉めると、ちょっと急ぐね、と光に言って下げ駄た箱ばこへ向かい、靴くつを履はき替えて外に出たところで再び携帯を開き、留守電を聞いた。

『俺おれだけど？　ちょっと、話あっから、すぐ駅前の《ブレンド》まで来いよ？』

　少し、声が怒っている。

　すぐに出なかったことに腹を立てているのだろう。普段の彼を知っている人から見たら、信じられない態度だ。

　──どうするのだ？

　愛あいはため息を吐ついた。

（行かないと、乗り込んできそうだから行きます。もしかしなくても、宇う美み野のさんのことだと思うけど……）

　愛は光ひかるを振り返った。

「光君、ちょっと寄り道していこう？　黒くろ島しまさんが、会いたいんだって」

「黒島、さん……？」

　光は首を傾かしげる。

「ほら、去年まで帝てい開かい中学の生徒会長さんだった──」

「あ、思いだしました」

　光はパッと顔を輝かせた。が、すぐにそれは翳かげる。光は、竜りゆう一いちに対してあまりいい思い出はないはずだ。なにかと突っかかられていたし、ライバル視されていたのだから。

「けど、卒業したんですよね？　それなのに、どうしてまた……？」

「さあ……それは、会えばわかると思うけど……」

　噓うそではなかった。彼の狙ねらいの本当のところは、わからない。その場所へ光を連れて行くというのも、いいか悪いかは五ご分ぶ五ご分ぶだった。しかし、一人にさせることの方が、より心配だった。これももしかしたら、光を一人にさせるための罠わな、という可能性もある。

「……とりあえず、行ってみよう？」

「はい」

　光はしっかりと頷うなずくと、不意に、愛の手を握にぎった。

　そんなことをされて動どう揺ようした愛の気持ちには気付かなかったように、まるで、挑いどむかのように、彼は胸を張った。

　らしからぬ態度に、光の方でも竜一のことを意識しているらしい、と愛は悟ったが、手を引いてくれる光の背中が、こんな小さいのに頼もしく、嬉うれしく見えた。




　　　　☆




「遅おせーよ」

　ブレンド、という名の喫茶店の奥の席に陣取って、不機嫌を隠そうともしなかった黒島竜一は、光が一緒であると気付くと、さらに凶悪な目つきになって、あからさまに舌を打った。

　それを受けて光は、といえば……学校を出るときはあんなに勇ましかったのに、竜一の目を見た途と端たん、愛の後ろに隠れるようにして、背中を丸めてしまった。

（ま、仕方ないか……）

　それくらい、今日きようの竜りゆう一いちは明らかにすさんでいた。格好は、進学した私立校のブレザーの制服姿だったが、雨に湿ってどこかくたびれて見える。髪も少し伸びていたが、意い図と的てきにそうしているというよりは、手入れをしていないとしか見えなかった。

「勝手に呼び出しといて、それはないんじゃない？」

　臆おくせず、愛あいは竜一の向かいの席に座ると、光ひかるの腕を引いて隣に座らせた。ぐ、とテーブルの上に置かれた竜一の拳こぶしに力がこもる。血の気けを失うほど強く。

「にしても──背、伸びた？」

「……ああ」

　ぶっきらぼうに言って、竜一は目を逸そらした。
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　やはり。

　大きくなった。前に顔を合わせたのは一ヶ月ほど前だが、あのときと比べると背もそうだが、なにより肩幅が違う。

「やっぱり。生意気だなあ、一一歳のくせに、そんなに大きいなんて」

「えっ！」

　光が驚いた顔になる。

「んだよ」竜一は唇くちびるを尖とがらせた。「驚くことじゃねーだろ」

「驚くよ」と、愛あいは言った。「だって、光ひかる君には竜りゆう君が一一歳だってことも、宇う美み野のさんの弟だってことも、まだ話してないんだもん」

「おっ、弟!?」

「……悪わりぃかよ」

　睨にらまれ、光はぶんぶんと首を振った。だが、驚いた表情は隠せない。

　──まあ、当然だな。

　天使の言う通り。それは驚くだろう。年上だと思っていた人が、実は年下──しかも、本来ならば小学生だというのは。しかもどこから見てもそうは見えないのだから、なおさらだ。

　けれど、愛は思ってしまう。だったらもし、竜りゆう一いちが飛び級制度を使わずに、年齢通りの学校生活を送ったらどうなったのだろうか、と。

（怖がられたか、いじめられたか、だろうなあ）

　少なくとも、奇異な目では見られただろう。

　──それはわからんぞ。

　注文を取りに来たウェイターに、アイスティーを二つ頼んだ愛に、天使はそう言った。

　──黒くろ島しま竜一がこの体格を獲得したのは、周囲の環境に適応してのことかも知れん。

（中学生になったから、早く成長したっていうんですか？　まさかあ）

　──可能性もある、ということだ。それより、用件を訊きけ。

（はいはい、わかってます）

　愛は小さく息を吐ついて竜一を見た。まだ、光を睨んでいる。その睨まれた光はといえば、小さくなって、しかし、伏せた顔の下で、愛にしかわからない態度で、竜一のことを睨み返していた。その横顔を見た瞬しゆん間かん、愛は、ちりっとした痛みを感じた。

（光君……？）

　──《嫉妬エンヴイ》だな。

（ええっ！）

　──神かみ代しろ光は、黒島竜一に《嫉しつ妬と》しているぞ。

（ど、どうして？）

　──それはおまえ、自分の知らないところで、おまえがいつの間まにか黒島竜一の秘密を知り、さらに《竜君》などと名前で彼を呼んだからだろうが。おまえは黒島竜一を、一一歳の子供と見ているかも知れぬが、神代光は今の今まで自分よりも年上だと思っていたのだ。そう簡単には切り替えられまい。

（ま、まずいですか……？）

　──ふむ……いや、まだ《堕落ダウンフオール》には程遠い。大だい丈じよう夫ぶだ。

　愛は安あん堵どした。こんなところで光に《堕落ダウンフオール》されたら、どんな騒ぎになるかわかったものではない。客は少ないとはいえ、自分たちを除いてもゼロではない。

　──よかったではないか。

（なにがです？）

　──神かみ代しろ光ひかるの《嫉妬エンヴイ》を煽あおる方法が見つかった。

　あ、と愛あいは思った。

　確かに。光が竜りゆう一いちにライバル心しんを抱いだいているのなら、これは訓練になる。ましてや、こと恋愛、ということに関しては、竜一は絶対に安心だ。

　それは何な故ぜか。

　彼は、実の姉である宇う美み野の巳み和わに、心しん底そこ、惚ほれているからだ。どうしようもなく虜とりこになっているからだ。しかも、プラトニックなどでは全然ない。あわよくば、と本気で思っているらしい、真性の、近きん親しん相そう姦かん願望を持った一一歳なのである。

　──肉体的には、一七、八だがな。

　つまり、十分に『出来る』ということだ。

（って、どうしてわかるんですか、天使様？）

　──それはおまえ、匂においとか、あるだろう？　ほら、あの独特な、栗くりの花の──

（言わなくていいです！）

　──訊きいたのはおまえだろうがっ！

（キレんな！）

　などと。脳のう内ない喧げん嘩かを繰くり広げていると、

「お待たせしましたぁ」

　やる気のない声と共に、今度はウェイトレスがアイスティーを持ってきて、愛と光の前に置いた。置いてあった伝票に追加分を書き込んで器用に丸め、元に戻す。ちらりと見たが、会計は別、などと、竜一は言わなかった。

「……で？」

　と、竜一は言った。

「で？」愛は返した。「それ、こっちの台詞せりふ。電話してきたの、竜君でしょ？」

「んだよっ、わかんだろ!?」

　少しむくれる。こういうときは、年相応に思える。体は変わらずでかいままなのだが、不思議と子供のように見える。

　愛はアイスティーにガムシロップを入れて、ストローで搔かき混ぜた。隣で光が、同じようにしているのが目の端はしにかかる。

「……宇美野さんがどこ行ったかなら、わたし、知らないけど？」

「噓うそつくなっ」

　ぐい、と竜一は身を乗り出した。声はそれほど大きくない。彼は親指を立てて、それで光を指した。指された光は目を瞬しばたたく。

「そんなわけねーだろっ。姉ちゃんたちが……こいつから離れるかよっ」

「それはそうだけど、でも実際、いないんだから」

　愛あいも、声を潜ひそめて言う。

「わたしたちだって、捜さがしてるの。いたらいたで厄やつ介かいだけど、どこにいるのかわかんなくて、こっそりなにか企たくらまれるよりはずっといいんだから。本当に、なんの連絡もないの？」

「……あったらここにいるかよ」

「それはそうかも知れないけど……」

　愛もため息を吐ついた。

　正直、期待もしていたのだ。巳み和わがなにか竜一に連絡をしてきて、それで呼び出されたのではないかと。しかし、そういうことではなかったらしい。

「本当に、わたしも見てないし、会ってないよ。ここんとこ《塔》の方にも戻ってないみたいだし……なんだか、嫌いやな感じ」

「…………」

　そう言った愛を、竜りゆう一いちはじっと見つめていたが、やがて納なつ得とくしたのか、それとも無理やり自分に言い聞かせたのか、彼は長いため息を吐いて体を起こした。

　光ひかるは黙って成り行きを見ていたが、ごくりと紅茶を飲み込む音が微かすかに聞こえた。彼は、ただ見ている。なにを考えているのか、それはわからなかったが、自分の中の《大たい罪ざい》と闘っていることは、感じられた。

　──《嫉妬エンヴイ》ばかりではないぞ。

（他ほかにも？）

　──うむ。《強欲グリード》、《憤怒ラース》、も感じられる。《強欲グリード》は、おまえを渡したくない、という気持ちの表れだな。《憤怒ラース》は、強烈なライバル心しんが因もとだ。

（えへへー）

　──なにを嬉うれしそうにしている。

（だって、天使様。光君が、おまえを渡したくない、だなんて、そんなこと思ってくれるなんて、嬉しいじゃないですか）

「おい、なににやけてんだよっ」

　怒ったような竜一の声に、愛は首を竦すくめた。

「ご、ごめん……」

　愛はすぐに謝り、笑顔を引っ込めたものの、天使の言葉は未いまだ胸にあって、それはほんのりと体を、気持ちを温めてくれた。

　光が《大たい罪ざい》を犯すことは、地じ獄ごくへと近づくことなのだから、喜んだりしてはいけないとわかってはいる。だが、もともと自分の考えをあまり表に出さない光に、不安を抱いだくことがあるのも事実だった。

　あんなことやこんなことをしていても、彼が自分をどう思ってくれているのか、はっきりと訊きいたことはない。

（そりゃ、嫌われてるとは思わないけど）

　嫌いな相手とは、キスなんか出来ない。唇くちびると唇を重ねるなんてことは、好きな人としか出来ない。それとも、男の子は違うのだろうか？

　──まあ、少なくとも好きでなくとも出来るな。

（そそそそそうなんですかっ！）

　──別に男に限ったことではあるまい。女だってするやつはする。とはいえ、女よりも男の方がハードルが低いのは確かなようだ。もっとも、神かみ代しろ光ひかるにそれが当てはまるかはわからぬがな。それに、目の前のこいつもそうだろう。黒くろ島しま竜りゆう一いちは、キスであろうと、それ以上であろうと、宇う美み野の巳み和わとしかしたくない。ある意味、一いち途ずな男だ。

（相手が実のお姉ちゃんだってのが、すごく問題ですけどね……）

「おまえ、なにさっきから変な顔してんだよ」

　むすっと竜一が言った。

「変な顔って……それ、ちょっとひどくない？」

「変な顔じゃんか。へらへらしたり、むすっとしたり、困ったみたいな顔したり。なんだっていうんだよ、いったい」

　ち、と舌を打ったそのとき。

「……黒島さんにはわからないですよ」

　ぼそり、と光がそんなことを呟つぶやいて、愛あいは、そして竜一は驚いた表情になった。

　──おい。

（はい！）

　愛は、自分の中の《想おもい》を結晶化するべく、意識を集中した。一瞬、《憤怒ラース》の高まりを感じた。もしかして《ルシファー》に意識を──

「ああ？」

　竜一が、やさぐれた様子ですごむ。すると。

「な、なんでもないです……」

　光は、またうつむいて、アイスティーを啜すするように飲んだ。

　──どうやら違ったようだな。

　天使の声を頭の中に聞きながら、愛は《想い》を集中させるのをやめた。《堕落ダウンフオール》ではなかったようだ。

　──今、《高慢プライド》を感じたぞ。

　そう、天使は言った。

　──黒島竜一は、私がこうしておまえと話が出来ることを知らない。それを知るのは、神代光ひかるのみだ。それが《高慢プライド》を刺激した。ふむ……これは使えるな。自分だけが知る、秘密、か。愛あい。もっとおまえの秘密を、光に教えてやるのだ！　そう、たとえば……おまえの性器と肛こう門もんのあいだには、小さなほくろが三つあるとか。

（な、ななななななななななんで知ってんですか、そんなことっ!!）

　──おまえが気にして自分で確かめたのではないか。鏡で。

「てててててめえっ！　あんとき、見てやがったのかああああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶叫。

　気がつけば、愛は椅い子すを蹴けるようにして立ち上がり、そう、叫んでいた。

　しまった、と思ったが、遅い。

　口をつぐんでも、発した言葉は戻らない。しんとした店内では、竜りゆう一いちばかりでなく、店の中のスタッフも、何事か、とこちらを見ている。腋わきの下に、じわり、と汗が滲にじむのを愛は感じ、必死に言い訳を考えたが、なにも浮かんではこなかった。だが。

「──賑にぎやかじゃな」

　嫌いやな静せい寂じやくを、そんな声がドアが開くベルの音と共に破って、愛だけでなく、全員が振り返っていた。出入り口からの逆光に、シルエットが二つ、浮かび上がっている。ひとつは腰の曲がった老ろう爺や。もうひとつは、体格のいい若い男、と思えた。

「あんた──」

　竜一が腰を浮かしかける。だが、それよりも早く、

「玄げんさん！」

　本当に嬉うれしそうな声でそう言って、光が立ち上がっていた。

「それに、林はやし田だ先輩も！」

「よ」

　応こたえるように手を上げた若い男の名に、愛は聞き憶おぼえがあった。確か、光が屋敷を追い出されたときに、色々と気にかけてくれた先輩だ。光自身からそう聞いていたが、まともに会うのは初めてのはずだった。

　二人は真まっ直すぐに愛たちのところへやってくると、にこやかにテーブルを見回した。

　無言で、竜一は浮かしかけた腰を下ろし、眉み間けんに皺しわを刻んで、本来の年齢である子供らしい表情を消した。

　竜一が本当は一〇歳──今は一一歳だが──であることを、玄は知っている。彼は光を守ってきた《組織》の一員だ。今はどうなのかはわからなかったが、敵ではあるまい。

　光は玄を頭の先から爪つま先さきまで見回すと、長く長く息を吐ついた。

「よかった……旅行に出かけたきり帰ってこないから、どこかで入院でもしちゃったんじゃないかってずっと心配してたんですよ」

　それを聞くと、玄げんは笑った。梅つ雨ゆ空ぞらを吹き飛ばすような、からりとした、いい笑いだった。

「そりゃあ、悪かったなあ。いろいろあって、戻ってこれんかったんじゃ。しかし、わしのいない間まに、なにやらおかしなことになっとるのう」

　玄が片目を瞑つぶってみせると、光ひかるは肩を落とした。

「あ……ごめんなさい……教会、あんなことになっちゃって……」

「いいんじゃ。坊ぼう主ずのせいじゃない。あの後のことも報告は受けとる。新しい仕事と家も手に入ったしの。むしろよかったくらいじゃ」

「そうなんですか」

　光は安あん堵どした表情になったが、そのなかに一瞬、どこか寂しさが見えた気が、愛あいはした。

　──まったく、寂しがりやだな、神かみ代しろ光は。出会って親切にしてもらった人間全すべてに気持ちを移していては、生き難にくかろうに。

（優しいんですよ）

　──過ぎるほどにな。

「けど」と光は是これ政まさをちらりと見た。「先輩とお知り合いだったなんて知りませんでした」

「知り合ったのは、旅行から戻ってきてからじゃったからな。おまえさんに帰ってきたことを知らさねば、と思ってはいたんじゃが、新しい家を探したり、いろいろばたばたしておっての。済まんかったな」

「い、いえ、そんな……」

　責めるような言い方になってしまったのだろうか、という顔を光はした。

「俺おれもさ」と是政は言った。「おっさんがおまえと知り合いだっての知ったの、ついこないだでさ。びっくりだぜ。あ。俺、今、おっさんを手伝ってバイトしてんだ」

「そうなんですか」

　光は、好きな二人が仲よくなったことを喜んだようだった。が。

（……玄さんを手伝ってる……？）

　愛は、その言葉が引っかかり、是政を注意深く見、あっ、と思いだした。竜りゆう一いちの目つきも変わっている。彼も気付いた、とわかった。

（そうだ……この人も、《組織》の人だった……）

　肯定するように、是政は、愛と竜一に向かって、光には気付かれないように、ふっと笑えみを浮かべてみせた。

（天使様）

　──敵意は感じられん。腹の底でなにを考えているかはわからぬが、少なくとも、今ここでどうこう、というつもりはないようだ。とはいえ、こうしてわざわざ接触してきたのだ。これが偶然ということはあるまい。

「だけど、すごい偶然ですね！」

　天使の考えなど、もちろんわかるはずもなく、光ひかるは、玄げんと是これ政まさを見て、そう言った。

「狭い街じゃ。しかし、わしらは運命でつながっとるのかも知れんな」

「はい！」

　光が嬉うれしそうに頷うなずく後ろで、竜りゆう一いちが汚く舌を打つのを、愛あいは聞いた。

　そのとき。

「──わあああああっ！」

　不意に、そんな叫び声が店の外から上がって、全員が振り返った。

　途と端たん、店の中が真っ赤に染まった。

　通りに面した窓から入り込む光りが、全すべて赤く変わっていた。窓が全て、一瞬にして赤く塗ぬり替えられていた。

　ただの赤色ではない──それは、本能でわかった。肌が粟あわ立だつ。胸の奥がざわめいて、怖いのに、何な故ぜか浮き立つ。これはなに？　気持ちを落ち着かなくさせる、この赤い色は。

　──だ。

　天使の声に、愛は、びくりと震ふるえた。なんと言ったのか、よく聞こえなかった。耳に響ひびいているのではないのだから、そんなことはありえないはずなのに。

　そんななか、最初に動いたのは、やはり、玄だった。

「是政」

　一言。ただそう告げると踵かかとを鳴らして歩きだした。

　是政が続く。

　二人に引っ張られるように、気付けば愛も、光も、竜一も、そして、従業員たちまでもが、店の入り口に向かっていた。

　おかしな臭においがする。心をざわめかせるこれと、同じものをどこかで嗅かいだことがあるはずなのだが、どこでいつだったのか、思いだすことが出来ない。

　世界が果てしなく赤い。

　玄の手が自動ではないドアにかかった。開けてはいけない気がする。だが、そんな愛の気持ちはおかまいなしに、ばん、と乱暴に開かれた途端、先せん刻こくまでとは比べものにならない臭いが押し寄せてきて、うっ、と誰だれもが息を詰まらせた。

「井戸水が噴ふき出だしたあっ！」

　そんな声がした。

　だが、それのどこが井戸の水なのか、愛にはわからなかった。その場にいた誰も、わからなかったに違いない。

　一人の男がホースをつかんで右う往おう左さ往おうしている。しかし、その先から噴出しているのは、無色透明な水ではなく、真っ赤ななにか。確かに液体なのだが、道路で撥はね返った雫しずくが、僅わずかな時間、糸を引く。

「おっと」

　ホースの口がこちらを向く寸前、玄げんはドアを閉めた。ほとんど同時に、ドアの表にその赤い水がかかり、そして通り過ぎて行った。

　まるで、のたうつ赤い蛇へび。

　愛あいは、固かた唾ずを吞のんだ。どっくん、どっくん、と心臓が、速くはないのだが、一回一回、とても大きく鼓こ動どうを打つのが、痛いくらいにわかる。

　──それだよ。

　と、天使の声が頭に響ひびいた。

　──おまえの中でも作られ、そして全身を走るもの。わからないのか？　これは色をつけた水などではない──血だ。

　血！

　ぞわっとなった。全身の、産うぶ毛げを含めた全すべての毛穴がきゅっと締しまって、逆さか立だった。憶おぼえがあって当然だった。誰だれだって、鼻血を出したことは一回くらいあるだろう。あのときの、なんともいえない臭い。これは、それと同じものだった。

（う──）

　込み上げてくる吐はき気けを、愛は必死に抑おさえた。こんな大量の血。それがなんのものであっても、失われた命があるはずだ。そのことに気付いた瞬しゆん間かん、見えない手で思い切り、胃をつかまれて握にぎり潰つぶされたような気になった。

「白しら鳥とりさん!?」

　足元がよろけた愛は倒れる寸前、抱だかれるように支えられた。びくともしない腕。がっしりとした胸むな板いた。その奥で、大きく脈打つ心臓。

　光ひかるかと思ったが、違った。

　それは、竜りゆう一いちだった。視線が合うと、彼は、ち、と小さくまた舌を打って無言で愛を立たせたが、さりげなく背中に回された手はそのままで、また倒れても大だい丈じよう夫ぶだ、と無言の優しさを示していた。

　なるほど、と愛は理解した。

　竜一が、帝てい開かい中学で生徒会長をやっていたとき、どうして他ほかの役員が女子ばかりだったのか疑問だったのだが、その謎なぞが解けた。彼の趣味ではないことは確かだ。竜一は、お姉ちゃん大好き、なのだから。

　とすれば後は、本人に人気があるから以外にはない。こういう咄とつ嗟さの優しさは、くる。

　愛自身、へえ、と見直したくらいだ。

　──おい。今は神かみ代しろ光の《嫉妬エンヴイ》を増ぞう幅ふくしている場合ではないだろう。

　天使の言葉にはっとして、愛は、ありがとう、と竜一に言って、もっとよく見たい、という様子を装よそおって、一歩前に進んで、彼の手から距離をとった。

　ちら、と光ひかるを見ると、彼は微かすかにうつむいて、愛あいではなく、竜りゆう一いちを見ていた。否いな、睨にらんでいた。こんな光の顔を見るのは、初めてだった。

　──大分、《嫉しつ妬と》しているな。本人がそれと気付いているかはわからぬが。

　嫌いやな顔。

　愛は、正直にそう感じた。人を妬ねたみ、恨うらんでいる光の顔は、とても嫌なものに見えた。訓練になるとはいえ、この先もこんな顔を光にさせなくてはならないのだろうか？

　──仕方のないことだ。しかし、案ずるな。これもまた《堕落ダウンフオール》につながると自ら悟れば、抑おさえる術すべも学ぶことが出来る。知り、そのうえで、克服する。それもまた、天使に還かえるためには必要なことなのだ。もちろん、最終的にはおまえとの《契ちぎり》が不可欠だがな。

　ぼ、と頰ほおに火がついたように熱くなった。

（こ、こんなときに、する話じゃありませんよ、天使様！）

　愛は、光から視線を切って、窓を向いた。

　そうなのだ。

　悪あく魔ま神しんルシファーである光を、永えい劫ごうに《堕落ダウンフオール》から救うには、大天使ルシフェルへと戻すしかなかった。そのためには、《愛》で包むことが不可欠で、その鍵かぎとなるのが《契り》──即すなわち《えっち》をする、体の関係を持つ、ということだった。

　だからさっさと、というのが天使の求めだったが、愛はまだ踏ふん切ぎることが出来ずにいた。

　一日の大半を一緒にいて、キスもして、その先にも少しは踏み込んでいるのだが、まだ、だった。もしかして光から流れで求められたら、と思わなくもない。

　だが、《堕落ダウンフオール》していない光はそんなことはしないし、《堕落ダウンフオール》した光には許すつもりは決してなかった。

「おい、電話！　早く電話！」

　そんなウェイターの声が、店の中に響ひびき渡った。

「ってどこに！」

「そりゃあ警察──い、いや、救急車か？　ど、どこでもいいから、電話だー！」

　血の、赤い光りの中で人が踊る。滑こつ稽けいなほど、激しく。

　けれど、愛は不思議と落ち着いていた。店の人々のように、パニックにはならなかった。まっさきにそうなってもおかしくはないのに、こんな風にある程度平静でいられるのは、いい加減、不思議なことにも慣れたからだろうか。

　──それもあるが、この男の雰ふん囲い気き──オーラだな。

　天使が言っているのは、玄げんだった。

　──どっしりとした大たい樹じゆのような奴やつだ。しかも芯しんは鋼はがね。大したものだ、人のくせに。しかし。

　とん、と窓を叩たたく音がして、皆、そちらを向いた。

（え？）

　真っ赤に塗ぬられた窓に、ぽつん、と黒い点が出来ている。と──

「わあ！」

　そう、声を上げたのは誰だれだったか。

　次の瞬しゆん間かん、ひとつであった黒点は、窓を叩たたく音と共に一気に広がった。染しみ。それがなにによって付けられたのか知るのに、そう時間はかからなかった。その染みは、もぞもぞと蠢うごめき、体を震ふるわせていたからだ。

「は、蠅はえっ!?」

　ウェイトレスが悲鳴のような声を上げる。愛あいも同じようにするところだった。そう。間違いない。さっきまで真っ赤であった窓を今度は黒く塗り潰つぶしているのは、びっしりとたかった蠅の群れに間違いなかった。

（て、天使様……っ！）

　──慌あわてるな。ただの蠅だ。

（そうじゃない蠅がいるんですかっ!?）

　──いる。ルシファーの側近であるバール・ゼブルは、《蠅の王》と呼ばれる地じ獄ごくの七軍団を率いる悪あく魔ま将しよう軍ぐんの一人だ。だが、この蠅はやつじゃない。

（じゃあ、なんなんです!?）

　今にも窓を破って、蠅の大群が押し寄せてくるのでは、という恐怖に愛は身を竦すくませた。窓と同じように、体にびっしりと蠅がたかることを想像しただけで、吐はきそうになる。

　──これは、ただの蠅だ。おそらくは血の臭においに引き寄せられてきたのだろう。

　だが、次第に大きくなっている気がする、ぶぶぶ、という耳みみ障ざわりな羽は音おとに、背中にぞくぞくしたものを感じ、愛は自分の腕をさするようにした。

　ただの蠅だとしても、異常な事態であることは間違いない。

　光ひかるは、と見れば、先せん刻こくの《嫉妬エンヴイ》はもはや消えて、不安げな表情を浮かべていて、愛と視線が合うと傍そばに来て、無言で、下げていた方の手を握にぎってくれた。

「……まさ──こ──は、エジ──十じゆつ災さい──のか？」

　羽音に混じって切れ切れに、玄げんがそう呟つぶやくのを、愛は、その意味はわからなかったが、確かに聞いた。

（……十、災……？）




　　　　☆




　口までお湯に浸つかって、光はゆっくりと息を吐き出した。広い湯船。だが、いくら広いといっても、神かみ代しろ邸ていのバスルームは家庭用だ。同時に何人もが入ることを前提に作られた温泉やスパ、そして、あの寄宿舎のものとは違う。

　あのバスルームは、獅しぃ子こたち七人に加え、彼女の足代わりの大男、赤せき兎とが同時に入っても、まだ随ずい分ぶん余裕があるくらいに広かった。

　もちろん、このバスルームだって、決して狭くはない。五人くらいなら余裕で入ることが出来る。バスタブにも、詰めれば三人は可能だろう。こうして一人で浸つかって足を伸ばしても、反対側に届かないくらいだ。

　そこに一人、というのは寂しかった。

　中三にもなれば、一人で入るのが当然だとはわかっている。実際、あの寄宿舎でも、可能な限りそうしていた。しかし、今日きようみたいな日は──あんなことがあった夜は、誰だれかと一緒にいたい。そう思うのは、願うのは、贅ぜい沢たくなことなのだろうか。

　ぼこぼこ、と、光ひかるは空気を吐はき出した。それは、鼻先で弾はじけて雫しずくを飛ばして顔を濡ぬらした。

（……あれ、嫌いやだな……）

　光は昼間のことを──喫茶店での出来事を思いだして、眉まゆをしかめた。

　あれから、店を出ることが出来たのは一時間も後のことだった。消防車が近きん隣りんの区からも派は遣けんされて、放水された水が窓にびっしりとついた血と蠅はえの死し骸がいを洗い流して、それでようやく、事態が収拾したのだと光たちは知ったのだった。

　扉を開けたときの臭においは、鼻の奥に、まだ、こびりついているようだった。思いだしただけで、その臭いまでも蘇よみがえってきて、吐きそうになる。

　通りは、一面の赤と黒。

　血ち腥なまぐさい、というのはこういうことをいうのだ、ということを、あの場にいた全員が、おそらくは初めて体験したに違いなかった。

（……だけど……あれだけすごい経験だったけど、嫌だったのは一番じゃない）

　そうなのだ。

　あの地じ獄ごく絵え図ずのような光景よりも光が思いだすのは、竜りゆう一いちのこと──その態度だった。

　馴なれ馴なれしい、と思った。

　前は、あんな感じではなかった。確かに、以前も愛あいに近づいてくるような様子はあったが、違っていた。もっと社しや交こう辞じ令れい的てきな、とでもいえばいいだろうか。だが、今日のは違う。甘えていた、と思う。まるで、じゃれつくように。

（……年下のくせに）

　ぶく、と光はまた息を吐き出し、それが割れるのを見た。

　竜一と愛が、いつあんなに仲よくなったのか、光は知らなかった。愛は、教えてくれなかった。それが。

（……なんか……気持ち悪い……）

　胸の奥に、嫌な気持ちが居座っている。消してしまいたいのに、どうすることも出来ない。

　それは、あらゆる気持ちを萎なえさせた。

　食事も喉のどを通らず、勉強をする気にもなれない。ただ、ひたすらに竜りゆう一いちと愛あいのことを考えてしまう。嫌いやな気持ちだった。

（これは、《怠惰スロース》なのかな……）

　愛から教えられた、七つの《大たい罪ざい》。それがひとつだけではなくて、同時に複数、体を蝕むしばんでいる──そんな感じがした。このもやもやした気持ちは《嫉妬エンヴイ》なのだろうか？　他ほかにも、このやる気の出ない《怠惰スロース》、そして、竜一に対する怒いかり──《憤怒ラース》のようなものも感じる。

　──そうだぜ。

　不意に、頭の中にそんな声が聞こえた気がして、光ひかるは体を震ふるわせた。波は紋もんが広がっていくのを見つめながら、光はごくりと唾つばを飲み込んだ。

（幻げん聴ちようだ！）

　そう、言い聞かせた。

　──んなわけあるかっ！　ざっけんな！

　火を噴ふきそうな怒り。これこそ《憤怒ラース》だと知った。比べたら、自分の感じていたものなどは、全っ然小さい。

　──そうだぜ。なあ、俺おれに任せろよ。そうすりゃあ、あんなガキ、ぶちのめして二度と手を出せないようにしてやっからよ。なあに、ずっととは言わねえ。俺も退屈なんだ。あのガキをぶちのめす間だけでいい。そうすりゃあ、またおとなしく戻るからよ。わかってんだろ？　俺には、おまえに出来ないことが出来る。そうだろ。

　ぐら、と心が揺ゆれた。それをはっきりと、光は感じた。

　これは、誘ゆう惑わく、だ。地じ獄ごくへ向かっての鍵かぎだ。だが、そうだとわかっていても、のってみてしまいたくなる。

（けどっ！）

　光は目を閉じて、ぐっと腹の下に力を込めた。誘惑には、屈くつせない！　もしも屈したら、これまでの訓練が無む駄だになる。意味がなくなる。それでは──

（白しら鳥とりさんが、悲しむ！）

　──てめええええっ！

　波が返すように、ルシファーの気配が遠のくのが、光にはわかった。

（……勝った……）

　光は、自分がとても強く拳こぶしを握にぎり締しめていたことに気付いた。開こうとしたが、固まってしまっていて駄だ目めだった。嚙かみ付いて、一本一本引き剝はがす。すると、少し痺しびれた感じはあったが感覚はすぐに戻ってきた。自由になった指で左手も開くと、両方とも、掌てのひらには、蒼あおく爪つめの痕あとが痣あざになって残ってしまっていた。

「ど、どうしたの、それ？」

　ドアが開くと同時にそんな声が頭から降ってきて、つい振り返ってしまった光は、どきん、とした。

　もちろん、立っていたのは、愛あいである。だが、その格好はとても直視することの出来ないものだった。

　見るに堪たえない、ということではない。むしろ逆。愛は、バスタオルを一枚、体に巻きつけただけの格好で、そこに立っていたのである。裾すそからは、美術の授業で使う石せつ膏こう像ぞうを思わせる長く細い足が覗のぞいている。生地が薄いのか、体の線が浮きでて、本人は、そんなことない、と言うのだけれども、光ひかるにとっては十分に大きい胸の形までもはっきりとわかる。

　光は、噓うそのようにすうっと、胸のもやもやが晴れて消えていくのを感じた。《嫉妬エンヴイ》も《憤怒ラース》も《怠惰スロース》も消えて、ただ、目が吸い付けられた。

「やだ……そんなに見つめないで……」

　愛が照れたように笑って、微かすかに目を伏せる。そう言いながら、頰ほおを染めながら、バスタオルをほどき、彼女はまるで見せ付けるように腕を開いた。

　光は、息を吞のんだ。以前にＴＶで見た、美しい蝶ちようの羽う化かを思いだした。否いな、それに勝るとも劣らない。

　愛は、裸ではなかった。

　白い水着を着けていた。けれどそれは申し訳程度の大きさしかなく、一昨日おとといよりも昨日きのう、昨日よりも今日きよう、と小さくなっていた。

　胸のふくらみは、ほとんどその頂いただきを隠すくらいでしかなく、下半身も、小さな三角形の布が貼はり付いている、としか見えなかった。上下共に、細い紐ひもで結ばれていて、その気になれば簡単にほどけてしまいそうだ。
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　愛あいは、重ねて、見ないで、とは言わない。

　むしろ光ひかるによく見えるように、バスタオルを畳たたんで持った手を後ろに回して軽く足を開き、じっとデッサンでもされているかのように立っている。

　白い肌は、バスルームの熱もあってか全体が桃色に染まって、水着はすぐに湿って肌に貼り付いてその下の隠された部分の《形》をはっきりと浮かび上がらせた。

　光は、自分の股こ間かんの高まりを隠すように、正座になった。彼自身、トランクスタイプの水着を着用している。あまり、こわばりが目立たないために、だ。

　この訓練は、もう何度目になるのだろう。けれど、いつでも新鮮だった。クラスメートがこんな小さな水着だけを着けて、さあ見て、と言わんばかりに、立っていることなど、日常ではありえない。

　光は、指で撫なでていくように、愛を見た。

　伏せた目の睫まつげが微かすかに震ふるえている。唇くちびるも。はああ、と微かな吐と息いきが、繰くり返し聞こえる。

　視線を、綺き麗れいな鎖さ骨こつを過ぎて胸へ。

　水着は載っている程度で、それで持ち上げているようなことはないのに、ふくらみは少しも重力に負けてはいない。

　どうしてこんなに綺麗なんだろう、と思う。羊よう子こなどとも違う魅力が、愛の胸には、ある。

（あ……）

　じっと見つめていると、水着が動いた。まるで、種が芽を出そうとしているかのように、水着はその殻からであるかのように、持ち上がる。もちろん、それは微かな動きだ。だが、光はその周囲の肌が引き攣つれて、頂に向かって引っ張られるように動くのを見た。

　水着に、皺しわが寄る。

　愛の肌に汗が浮き出して、それが水着に吸い込まれ、向こう側で光りを灯ともしたレースのカーテンのように、胸の先が浮かび上がる。

　ハッとしたように、愛の表情が硬くなった。おそらく、自分でも気付いたのだ。けれど、隠そうとはしない。

（これは訓練だから……）

　そう考えているのがわかる。自分に言い聞かせているのがわかる。その気持ちが、伝わってくる。

　だから光もじっと見る。それが、彼女の頑がん張ばりに応こたえることになるから。

　噓うそつけ、と頭の奥で声がした気がした。

　それを無視することは、光には出来なかった。そうだ。認めよう。噓ということではなく、それだけじゃない、ということを。

（僕は、白しら鳥とりさんを見たい）

　そう思えるようになったことが、いいことなのか悪いことなのか、光ひかるにはわからなかった。だがそれが、中三男子の反応としては普通であると愛あいに──というか天使に──言われてからは、安心して訓練に励むことが出来た。

　視線は胸を離れて、その下へ向かう。

　腹筋が割れているわけではないけれど、無む駄だな肉のない腹部、その中心にはくぼみがあって、それは真まっ直すぐ下へと向かって走っている。

　その先には、本当に小さな布だけが置かれて、それを引き上げている紐ひもも、腰こし骨ぼねでやっと引っかかっているような感じだった。

　どうしたってその小さな布に、目は釘くぎ付づけになってしまう。そんなに小さいのに、ヘアは少しも見えない。前に、

「生えてないんですか？」

　と訊きいたら、

「ばかっ！　えっち！」

　と怒られて、叩たたかれた。

　だがその後で、

「……生えてるよ。ほんのひとつまみだけど……」

　そう、真っ赤になりながら、耳打ちをしてくれた。

　が、まだ見せてもらってはいない。

（見たい、かな）

　そう思う。

　小さな小さな白い水着は裏になにも入っていないのか、その、愛がひとつまみだと言ったものを浮かび上がらせている。本当に僅わずかだ。そして、その下には自分のものとはまったく違う形があって、どうなっているのかは、想像も出来なかった。

　はあああああああ、と本当に長い息を吐はくと、愛は、これ以上は耐たえられない、といった様子で背中を向けた。

　光はがっかりすると同時に、けれど、どきりともさせられた。

　後ろは、紐しかないからだ。

　ビキニはもちろん、愛が穿はいているのはＴバックタイプの水着で、柔らかそうなお尻しりは無防備に露ろ出しゆつされて、光の目の前にあった。

「お、お湯、入れるね……」

　そう言うと、愛は立ったまま腰を折った。ぐ、とお尻が突き出される形になる。

「！」

　光ひかるは目の前が真っ赤になった。興奮のし過ぎで頭に血が上り、眩暈めまいがした。

　立ったまま腰を曲げたことで、臀でん部ぶが左右に開いてその奥が顔を覗のぞかせてしまったのだ。隠すのはただ、紐ひもが一本。

　なにもかも、ということではないが、見たこともないものが、目の前に、ほとんど鼻先にあって、光はトランクスタイプの水着の中で、アレが、水を飲み干している最中の渇かわいた喉のどのごとく、どくんどくん、と大きく脈を打っているのを感じた。

（た、大変だ）

　それは《堕落ダウンフオール》の限界の前兆でもある。このままでは、欲望の高まりが抑おさえられなくなりそうだった。

「し、しらとり……さ、ん……」

　なんとか絞しぼりだした声に、愛あいは何な故ぜか、

「きゃっ！」

　と悲鳴を上げて背せ筋すじを伸ばした。

　秘密が再び、閉じられる。

　そして、慌あわてたようにお尻しりに手を当てると振り返り、これ以上赤くなれるのだろうかと思うほど真っ赤になって、光のことを怒ったように見つめた。

　だが、その目はすぐにあらぬ方角を見、険けわしく変わった。

「──そ、そういうことは早く言ってくださいよっ！」

　そう、愛は叫んだ。

（天使さんか……）

　光は、ほっとした。愛のこの唐とう突とつな行動にも、随ずい分ぶんと慣れた。相手がいるような独ひとり言ごとも、天使と話しているんだとわかっていれば、それほど驚かないで済む。

　す、と欲望が引いていく。どうやら、第一次の波は去って行った。

　これでまた、続けられる。

　一度《堕落ダウンフオール》してしまうと、またすぐに訓練再開というわけにはいかない。ぐったりと疲れているし、少なくとも数時間は間まを置かなくてはならない。

　それは、嫌いやだった。

　もう少し長く、愛のことを見ていたい。触れたい。今日きようはまだ、訓練が始まっていないも同然だった。

（キスだって、まだだし……）

　であった。

「はあ!?　わざとじゃありませんよっ！」

　愛は、本当に怒っている。

　彼女にこんな激しい面があるということを、光は、天使のことを話してくれるまで、知らなかった。あれから、大きな壁がひとつ、二人の間から、取り払われたような気がする。

「ば、ばばばばかあっ！　臭におわないですっ！　臭うわけないだろおおおっ！　ちゃんと洗って拭ふいてるにきまってるだるろあああああっ！」

　愛あいは、拳こぶしを振り回した。それが。

「痛あっ！」

　見事に、ごつんと、壁を殴なぐってしまって、愛は自分の手を押さえて、文字通り跳とび上がった。

　その、まるで蛙かえるを思わせるような仕し草ぐさに、光ひかるは堪たまらず、

「ぷ」

　と、心配するよりも先に、噴ふいてしまった。

　きっ、と睨にらまれる。

「ご、ごめんなさい……」

　謝りはしたが、おかしさはなかなか収まらなかった。いくら堪こらえようとしても、どうしようもなく、肩が笑ってしまう。

　愛の表情が、ふっと緩ゆるんだ。まあ仕方ないか、という顔だった。

「……なんか、《邪淫ルスト》の訓練って雰ふん囲い気きじゃなくなっちゃったね」

「え、あ、はい」

　愛は、よいしょ、とバスタブの縁へりを跨またいで──その仕草に光は息を吞のんだが、愛は気付かなかった──向かい合う形でお湯に浸つかった。

「ふー」

　つい、光は愛の胸を見てしまった。

　先せん刻こくまでの、ちょっと湿って貼はり付いてしまった、というのとは違う。完全に濡ぬれて、ほとんど隠す意味をなくしてしまった水着は、はっきりとその下の姿を浮かび上がらせていた。

　だが、完全にお湯の中なので、よくは見えない。

　──俺おれが引きずり出してやるから、代われよっ！

　そんな声が頭の中でしたような気がしたが、光は無視した。大だい丈じよう夫ぶ。遠い。

「光君？」

「え？　あ、はい」

「大丈夫？　のぼせた？」

「い、いえ……」

　光は洗い場の方へ目を向けた。本当は、少しのぼせていると感じるが、まだ、愛とこうして一緒にいたかった。

　自分の中に悪あく魔まがいる、ということを知ってから──実は今も半はん信しん半はん疑ぎで、別の人格が出来てしまったのではないかと思わなくもない──愛との仲は、急速に近くなった気がする。

　彼女が気付いているかどうかはわからないが、いつの間まにか呼び方も『神かみ代しろ君』から『光君』になったし、壁を感じさせるだけのものでしかなかったメイドの格好もやめた。

　むしろ、彼女は先生だ。いろいろと教えてくれる。

　といってもそれは、《堕落ダウンフオール限界点》を知るための、《大たい罪ざい》の喚かん起きの手段なのだが、新しいことがいっぱいで、その点は、純粋に楽しかった。

　そして、なにより楽しいのが、愛あいと二人きりでいる、こうした時間だった。

　別に裸同然でお風ふ呂ろに入らなくては駄だ目めということではない。していることはなんでもいい。二人でいることが大事だった。

（ずっと、一緒にいてくれるのかな……）

　前に、そんなことを言われた気もする。天使となにかを話していて、その勢いで、という感じであったから、憶おぼえていないかも知れないけれども。限界を知っても《堕落ダウンフオール》の危険は常にあるから、一生、傍そばにいないと駄目だ、とか。愛は、そんなことを言っていた。

（つまり……結婚、するってことになるよね……）

　それは、考えたこともない《儀式》だった。

　相手を見つけるのも、約束をするのも、ずっとずっとはるか未来の、ひょっとしたら訪れないかも知れないのでは、と思うほど先の時間の出来事だと考えていた。

　その相手が愛であるというのは、だから当然、考えたこともなかった。

　けれど、嫌いやではない。

　この数ヶ月、半なかば一緒に生活をしてみて、楽しかった。わいわいとした教会でのあの生活とは違う、訓練中以外は、静かで穏やかな暮らし──本来の自分には、こちらの方が合っているような気がする。

（だけど……）

　ちら、と見ると愛は不ふ透とう過か処理を施ほどこしたガラスの入った窓を向いて、微笑ほほえんだり、ふくれたりしていた。また、天使と話をしているのだろう。

　光ひかるは、とん、と誰だれかに背中を押された気がした。

　悪あく魔ま、ではない。

　それが誰──なんなのかはわからない。けれど、なにをさせたいのかはわかった。

（……言わなくちゃ……）

　その思いが、こんこんと湧わき上がってくる。

（……ずっと一緒にいてくださいって……）

　そうしなければ、いけない気がした。否いな。そうしたかった。いつまでも。そうすれば、問題は全すべて解決する。なにもかもが上う手まくいく。

「あ、あの、白しら鳥とりさん」

　ただならぬ、とわかったのだろうか。振り返った愛は、どこか驚いたような顔をしていた。

　喉のどがやたらと渇かわく。これは悪魔の陰いん謀ぼうだろうか。そんなことは言わせない、という。だったら、負けない。負けるわけにはいかない。光ひかるは無理やり唾つばを飲み込んだ。

「どうしたの、光君？」

「あ、あの……」

　噴ふき出だした汗が目に入って、ずきりと痛んだ。お湯から出した手の甲で、それを拭ぬぐう。くそう悪あく魔まめ。僕は負けないぞ。そう思いながら唇くちびるを舐なめると、ピッと切れた感触があって、舌に血の味がした。だが、声を出すのに、支障はなにもない。

　愛あいは、怪け訝げんそうな顔をしている。

　光は大きく息を吸い込んだ。

「あのっ！　出来たらずっ──」

　げろげろ

　そんな、薄汚れた汚らしい声が窓のすぐ向こうからして、光の言葉をかき消した。驚いた顔で、愛が窓を見る。だが、真っ暗でなにも映っていない。音もしない。

　気を取り直して、光はもう一度、言うことにした。

「えっと……白しら鳥とりさん？」

　愛は再び振り返る。

「ん？」

「その……僕、考えたんですけど、出来たらずっ──」

　げろげろ

　げろげろ

　まただ。光は怒いかりを吞のみ込んだ。

「あの、出来たらずっ──」

　げろげろ

　げろげろ

　げろげろ

「出来たらずっ──」

　げろげろ

　げろげろ

　げろげろげっげー

　げろげろ

「出来たら──」

　げろげろ

　げろ

　げろげろ

　げろげろげっ

　げろげろ

「出来──」

　げろげろ

　げろげろ

　げろげろげっげ

　げろげろ

　げろ

　げろげろ

　げろげろ

　げろげっげーげろげろ

「な、なに……？」

　汚い声の大合唱は次第に大きく、次第に増え、愛あいは眉まゆをしかめて耳を押さえた。

「あーもうっ！」

　光ひかるは、自分が《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を犯していると気付きつつ、それに乗って立ち上がり、窓に手をかけた。

「なんだよっ、うるさ──」

　声はそこまで。

　確かに続けたのだが、それは誰だれにも──自分の耳にすら、届かなかった。

　吞のみ込まれた。




　大津波のように押し寄せた──蛙かえるの大合唱に。
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「ああ、ちっくしょ……」

　薄暗い店内を進みながら、是これ政まさは髪に付いた雫しずくを腹立たしく落とした。それはまだ凍っていて、一般的な真珠くらいの大きさを保っていた。

　降ってきたときはもっと大きかった。幸い直撃は免まぬかれて、壁にぶつかって砕けた破片が当たっただけだったが、それでもそれなりには痛かった。

「雹ひようじゃろ？」

　そんな声がパーテーションの向こうからした。まだ、ノックもしていないのに。

「どうしてわかったんです、師し父ふ？」

　ネットカフェの個室のドアを開けながら、是政は訊きくと、椅い子すを回して玄げんは、ふっふっふっと含みのある笑いをして、節くれだった指でパソコンのモニターをこつこつと叩たたいた。

「ネット？　ああ、もうニュースで扱われましたか。早いですね」

　リアルタイムで天気を扱うサイトもあるから、それを見ていたのだろう。

　天てん井じように届かないパーテーションは、個室の空気の換気をよくしているとはいえ、朝のネットカフェは、古くなった人の脂あぶらや、コーヒーや煙草たばこ、様々な食べ物の臭においが混じり合って、異い臭しゆうといっていい空気が満ちていた。ここも例外ではない。玄の傍そばに寄ると、彼の体から、加か齢れい臭しゆうが微かすかに感じられた。

「すごい雹でしたよ。車の屋根とか、ぼっこぼこで。この辺じゃ珍しいですよね。俺おれは見るの初めてですよ」

「そうじゃな。わしも記憶にはないわい」

「へえ……あ、それが、雹のニュースですか？」

　是政は玄の頭越しにモニターを覗のぞき込んだ。

「あれ？　違う？」

「雹のことは、もうニュースになっとるがの。ニュースより前に、わしにはわかっておった」

「師父。いつ気象予報士の資格取ったんです？」

「んなもんなくたって、わかるわい！」

「冗談ですよ、冗談」

　ぐるりと椅子を回した玄から離れ、是政は笑ったが、すぐに表情を引き締しめた。

「……で？　本当はどうしてわかったんです？」

「わからんのか？　明らかじゃろうが」

　モニターを見ずに、玄はマウスをクリックした。すると、連続してウィンドウが開いて、画面は一気に賑にぎやかになった。いずれもがニュースサイト。

「これは？」

「昨日きのう、千ち代よ神がみ周辺で起こった不可解な現象じゃ」

　そう言うと、玄はひとつのウィンドウをクリックし、それを読み上げた。

「昨日きのうの午後六時過ぎ、千ち代よ神がみ駅近くの商店街一帯で利用されている井戸水が赤く変色する事件が起きた。いつものように水を撒まいていた洋装店店主、上かみ方かたさんは驚いてホースを放したが水の勢いは凄すさまじく、赤く変色した水を周辺に撒き散らし、買い物客の服を汚すなどの被害を出した。で、こっちがその続報じゃ」

　別のウィンドウをクリックする。

「千代神警察署は、昨日、商店街で起きた、井戸水が赤く変色した件で、今日きようにも調査を行う模様」

「なんで警察が？」

「それも書いてある。──分析の結果、赤い水は血液であると判明した」

「血!?」

　是これ政まさは思わず大きな声を出してしまい、慌あわてて耳を澄すませた。だが、まだ朝が早いせいか、聞こえてくるのは寝息と、コンピューターの駆動音ばかりで、聞きとがめたものはいないようだった。

「……確かに、すっげー血ち腥なまぐさいとは思いましたけど、本当に血だったんですか？」

「うむ。分析結果はそう出た、と書いてある。しかも、人の、な」

「人……」

　なるほど、だったら警察が動くのはわかる。アレだけの大量の汚お水すい──否いな、血液が人のものだとしたら、いったいどれだけの人間の血を搾しぼり取ったのか、ということだ。

「それだけではないぞ？」

　玄げんはまた別のウィンドウをクリックした。そして、見出しを読み上げていく。

「見ろ。『千ち代よ神がみ宿じゆくで蠅はえが大量発生』。『虻あぶが下校途中の児童を襲おそう』。『千代神駅デパートレストラン街で、集団食中毒発生か？』。『蛙かえるが安眠妨害。発生源はどこ？』。『未明に大量の雹ひようが降り、乗用車などの窓を割り、怪け我が人にん多数』──どうだ？」

「ひどいですね。昨日から今日にかけて、この辺りは厄やく日びですか？　今日は、一三日の金曜日でもないのに」

「なんじゃ、わからんのか？」

　振り返った玄は、厳しい表情になっていた。

「そんなはずはあるまい」

「って言われても……」

　是政は、もう一度ニュースをよく見た。赤い水事件をのぞけば、ひとつひとつは小さなことだ。これだけ暖かくなれば虫も出てくるし、梅つ雨ゆ時どきに食中毒も珍しい話ではない。

（ん？）

　だが、なにかが引っかかった。

「ち、ちょっと、済いません」

　是これ政まさは手を伸ばしてマウスを操作し、もういちど、ひとつひとつの記事を読み返した。

「血……蠅はえ……虻あぶ……食中毒……蛙かえる……雹ひよう……」

　一いち読どくした限りでは、これらになんのつながりもないように思える。井戸水が血に変わった一件を除けば、昆虫の異常発生などは、時々は聞く話だ。

　しかし、ひっかかる。

　ヒントはあるはずだ。既すでに明示されているはず。

　どうして、師し父ふはこれを気にかけた？　血と蠅は自分たちが体験したことだからわかるが、他ほかは？　なにが師父の興味を引いた？

　是政は、画面全体を見回し、あるバナー広告に目を留とめた。それは旅行会社のもので、『まだ間まに合う。夏のエジプト七日間』とあった。

　その瞬しゆん間かん、全すべてが繫つながった。

　まだ、欠けたピースがいくつかある。しかし、おそらくは間違いないはずだ。

　是政は、玄げんを振り向いた。

「師父。これはもしかして、十じゆつ災さい、ですか……？」

　そうだ、と玄は頷うなずき、途と端たん、是政は、肌が粟あわ立だつのを感じた。

　──《十災》。

　一般にかどうかはわからないが、是政たちの間で《十災》といえば、それは、旧約聖書の一書である《出しゆつエジプト記》のなかに出てくる《エジプトの十の災わざわい》のことを指す。

　モーセ五書──《創そう世せい記き》《出エジプト記》《レビ記》《民みん数すう記き》《申しん命めい記き》の内、《出エジプト記》は、モーセが海を割ってエジプトを逃のがれ、シナイ山で十じつ戒かいを賜たまわる、おそらくはもっともよく知られた内容が含まれている。

　《エジプト十災》は、モーセがエジプトを出る前に起きた災さい厄やくである。それは、

　一──川が血に変わる。

　二──蛙が大発生する。

　三──蠅や虻が死んだ蛙から大発生する。

　四──大発生した蠅や虻が人家に入り込む。

　五──疫えき病びようが流は行やる。

　六──疫病により、肌は爛ただれ、腫はれ物が出来る。

　七──雹が降る。

　八──蝗いなごが大発生する。

　九──三日の間、暗くら闇やみに覆おおわれる。

　十──長ちよう子しが全員死亡する。

　簡単にまとめると、こうなる。

「た、確かに、当てはまりますが……」

「偶然と言えなくもない、じゃな？」

　是これ政まさの言いたかったことを引き取って、玄げんは顎あごを撫なでた。

「確かにそうじゃ。食中毒もＯ－一五七であれば、疫えき病びようといえんこともないが、井戸水が血に変わったこと以外は、災わざわい、というには規模が小さいともいえる。あの蠅はえはすさまじかったが、飛んでいたのはあの商店街だけだしの。蛙かえるはあちこちで下水から現れて車に轢ひかれたりしておるようじゃが、それでも、道を埋め尽くすような大発生、ではない。しかし──」

　玄は、とんと机を指で叩たたいた。

「問題は、この事件が千ち代よ神がみ宿じゆく区でしか起きておらん、ということじゃ。日本全国のニュースを探して、それでそれらしい事件を集めたというのであれば、そんなものはただの偶然、で片付けられるがの。じゃが、わしらは知っている」

「……神かみ代しろが、ここにいることを」

　今度は是政が後を引き取って、そう言った。

「そうじゃ」

　玄は我が意を得たり、と頷うなずいた。

「坊ぼう主ずばかりではない。ここには、坊主を《堕落ダウンフオール》させようとする娘たちもいる。自らを悪あく魔まの使し徒とと称する《大たい罪ざい》の化け身しんどもが」

　頷き、是政は少女たちの姿を思い描いた。全員を確認済みだった。とてもそんな恐ろしい相手には見えない。だが、悪魔とはいつもそうしたものだ。いつだって、羊の皮を被かぶって近づいてくる。

「近ちか頃ごろ」と玄は続けた。「あの娘たちの動きがおかしかった」

「おかしい、というと？　神代と離れていることですか？」

「そうじゃ。連中の目的はルシファーを甦よみがえらせること。そのために、坊主を堕だ落らくさせようとしておったのに、ここしばらく、動きを見せんかった──いや、正確には、別に動いておった」

「それはどういう──」

「これじゃ」

　玄は開いていたウィンドウを全すべて閉じると、ブックマークを開いてクリックした。ウィンドウが開き、グラフが現れる。

「千代神警察署のＨホームＰページにある、区内で起きた犯罪の件数をグラフにしたものじゃ。見よ。連中が姿を消した時期に合わせたように、事件事故が急激に増えておる。これを偶然と見るのは無理があるとは思わんか？」

　思う。

　傷害。痴ち漢かん。婦女暴行。万引き。強盗。盗難。引ったくり。公こう然ぜん猥わい褻せつ。恐きよう喝かつ──犯罪は、その種類を挙げればきりがない。いずれも、こうしてグラフにしてみるとわかる。不自然に増加している。少女たちが姿を消す前の週と現在とでは、犯罪の内容に拘かかわらず、単純に倍加している。しかも、推移を見ればまだまだ増加しそうな有あり様さまだった。

「けど、俺おれたち気付かなかったですよ？　そんなに治ち安あんが悪くなったとも感じないし。そりゃあ多少は喧けん嘩かとか多くなったな、とは、思いますけど」

「慣らされたのじゃ。犯罪は、急に増えたわけじゃあない。数週間をかけて、初めは少しずつ、やがて加速度的に増えている。その間に、我われらは慣らされた。なんとなく危なくなった、とは思っても、これほど増加しているとは気付いておらんはずじゃ」

「これが、あの女の子たちの仕し業わざだと？」

「他ほかに誰だれがおる。おそらくは《大たい罪ざい》を刺激して回っておるのじゃろう。わしらは坊ぼう主ずしか見てはおらぬからな。《エジプト十じゆつ災さい》の再現まで、気付けなんだ」

　枯れたような手が、机の上で強く握にぎられた。指が、ぽきりと折れてしまいそうなほど強く。

「それほど、まずい事態なんですか……？」

　玄げんは大きく首を振った。

「まずいなんてもんじゃない！　連中は千ち代よ神がみ宿じゆく区全体を《穢けがそう》としておるのじゃないかと、わしは見るぞ。坊主は今のところ、おそらく嬢ちゃんの助けもあって、《堕落ダウンフオール》しても戻ってきておる。じゃが、この区全体が《穢されて》しまえば、それも変わるはずじゃ。戻ってこられない事態が発生するかも知れん」

「では、あの子たちは、それを狙ねらって？」

　玄は頷うなずいた。

「もはや、わしも姿を隠してはおられぬようになったわ。こうなれば支部に出向いて、あの娘たちを見つけだすための手を借りねば」

「ちょ──」

　立ち上がろうとした玄に、是これ政まさは慌あわてた。

「その程度なら、俺で用は足りますよ。師し父ふは、一応、手配喰くらってるんですから、おとなしくしててください。捕つかまったら異い端たん審しん問もんにかけられますよ、マジで」

「構わん。どうせ、老おい先さき短い命じゃ。それにまだおまえでは、幹部連中の説得は無理じゃ」

「けど──」

　とても止められるものではない。そう、是政は悟った。それに、逆さからうことなど出来なかった。師がこうと決めたことだ。自分に出来ることはひとつ。

「……じゃあ、俺もお供しますよ」

「それは──」

「止めても駄だ目めです。あなたを止められないなら、ご一緒するしかないじゃないですか。それに、神かみ代しろなら大だい丈じよう夫ぶですよ。俺がいなくたって、あの子がいる。陰からじゃなくて、ちゃんと傍そばにいて、見守ってくれる友達がいる」

　玄は黙もくし、じっと是政を見つめた。それは、言葉の真意を測っているというのではなく、そういう作さく為い的てきな気持ちは一切なく、ただ、感じ入いっているように見えた。

「……よう言うた」

　やがて、玄げんは大きく頷うなずいた。

「確かにそうじゃ。嬢ちゃんがいれば、安心じゃ」

　これで腹は決まった。異い端たん審しん問もんのことを思うと恐しさに膝ひざが笑いそうになるが、耐えてみせるつもりだった。正義はあくまで、こちらにあるのだから。

「行きましょう」

　是これ政まさは師の手を取った。その手はごつく硬かったが、燃えるように熱かった。

「うむ。任せよう」

　是政は頷いた。が──

「──ところが、そうも言ってられなくなりまして」

　パーテーションの向こうから、そんな声が聞こえたかと思うと、四方を囲んでいたそれが一いつ斉せいに外側に倒れた。

　是政は玄を背中に庇かばうようにして、ぐるりと見回した。

　黒。

　黒。黒。黒くろ尽ずくめ。

　いつの間まにか二人は、フードつきの真っ黒いレインコートのように見える服を着た一団に囲まれていた。

「あんたたち……」

　なかの一人が、す、と前に出てフードを背中に落とした。

「先せん公こう……」

　ぼそり、と是政が呟つぶやくと、フードの主ぬしである男は、少し困ったような顔をした。

「卒業したとはいえ、母校の教師に対する言葉遣いじゃないですね」

「そーかよ──来くる栖す先生様」

　男──来栖は自じ嘲ちようめいた微笑を浮かべると、是政を無視して、無言で自分を見つめる師し父ふ、玄に向き直って、ふかぶかと頭を下げた。

「師父。本部が白しら鳥とり愛あいを《奇跡》に認定いたしました」

「なに？」

　玄が驚いたのも無理はなかった。彼女自身が《奇跡》に認定されたというのはつまり、ある意味で人を超えた、ということだった。

「私たちの主張が、ようやく認められたのです。《預言》は事実と認定され、明あけ星ほし獅しぃ子こを初めとする七人の少女たちは《魔ま人じん》と認定され、討とう滅めつの対象となりました。そして──」

　来栖は、なにかが吹っ切れたような笑顔になった。しかし。

（イッちまったか？）

　是これ政まさにはそう見えた。

　もとより名前すらない《組織》である。是政自身は、玄げんを信じているから従っているが、胡う散さん臭くささを感じたことがないではなかった。

　だが、来くる栖すはもはやそんなものは超越した人間の笑顔で続けた。

「──《奇跡》の人、白しら鳥とり愛あいには、その役えきを担ってもらうことになりました」




　　　　☆




「んっ」

　ちろっと、唇くちびるを舐なめられた愛は、そんな、ちょっと可愛かわいらしい声を上げて、光ひかるの体の下で微かすかに体を硬くした。

　きつく目を閉じて、顔はもう真っ赤だ。膝ひざを立てるようにして座り、両腕は、体を支えるように後ろについている。

　光はその立てた膝の間に座っていた。愛の呼吸は熱く、荒い。制服のスカートはまくれ上がって太ももが剝むき出しになっていて、光が間にいるために閉じることが出来ず、ふわっとした熱を持っているのが、わかった。

（綺き麗れいだな……）

　光は、少し苦しげな愛の様子を見て、そう思った。くちびるは、光の唾だ液えきですっかり濡ぬれている。それを見るだけで、光はたまらない気持ちになった。ズボンの間では、大事なところが大変なことになっている。硬く。硬く。今なら釘くぎも打てそうだった。

　けれど、まだ足りない。

　ふらっと、倒れるように光は前のめりになると、愛のくちびるにむしゃぶりついた。ますます愛の体は硬くなる。その変化を起こしているのが自分なのだというのが楽しくて、光はもっと色々なことを試したくなる。

　たとえば、ただくちびるを押し当てているだけではなく、舌を出して表を、裏を舐めてみたらどうなるか。

　たとえば、もっと深く舌を差し入れたらどうなるか。

　ひとつ。またひとつと試していくのは、冒険のようで楽しかった。危険などひとつもない、ただ楽しいだけの、テーマパークのアトラクションのようだ。

　自分が、こんなに大胆になれるなんて知らなかった。

　もちろん、突然なったわけではない。これまで何度となくキスを繰くり返してきたなかで、ちょっとしたことで愛の反応が変わると気付いて、それからだ。

　キスは不思議だった。

　こんなに気持ちのいいことが世の中にあるなんて、知らなかった。映画やドラマで、よくキスシーンが出てくるが、光ひかるはこれまで、手を握にぎることや、しっかりしたハグと、大差のない行為だと思っていた。

　しかし、違った。

　抱だきしめあうのも、握手も、それはそれで心ここ地ちいいが、くちびるは別物だった。

　舐なめたり、吸ったり、くすぐったり──自在に動かせる粘ねん膜まく同士の戯たわむれは、時間を忘れて夢中になるほど気持ちのいいもので、なるほど《堕落ダウンフオール》するのも納なつ得とくだと思えた。

　愛あいとするまで、キスなどしたことはなかった、とは言わない。獅しぃ子こたちと住んでいた頃ころには、それなりに、あった。

　とはいえ、それは全すべて受身のキスで、いつもされるがままだった。それを嫌いやだとは思わなかったが、楽しいとも感じなかった。

　だが、今は違う。

　愛が、自分のキスに反応するのを見るのは楽しい。気持ちがいい。悦よろこばせるコツがわかりつつあり、新しいことを思いつくと、それをすぐに試したくなる。

　光は舌を差し入れると、それで前歯の歯は茎ぐきをくすぐるようにした。

「んっ」

　歯列が解ほどける。それを舌先に感じた光は、唇くちびるをぴったりと押し付けて素早く舌を差し入れて捻ひねり、愛の口を開かせた。

　暗い洞ほら穴あなの中で、光ひかるは舌を動かす。すると、先端が愛あいの舌に触れ、驚いたように引っ込む。

　光は、あえて追うことをしない。すると、迷まい子ごが手を伸ばすように、彼女の舌は光を求めて動きだすのだ。

[image: ]

　光は完全に舌を引っ込めてしまうと、素早くくちびるで愛の舌を挟はさみ込み、思い切り吸い上げた。

「んぶっ」

　引き抜かれそうな勢いに驚いたのか、愛がぶるっと震ふるえる。だが、許さない。光は何度も何度も、まるで赤ん坊がミルクを飲むように愛の舌を吸い上げた。

　それを繰くり返し。

　すっかり力が抜けて体を支えられなくなるくらいになってようやく、光は愛を許した。

　ちゅるっ。

　わざと音を立てて、舌を放す。

　彼女は、何キロも走ったみたいに息を荒くして、口の端はしから垂たれた唾だ液えきが顎あごを伝って流れ落ちるのも、どうすることも出来なくなっている。

　つ、と糸を引いたそれを、光は目で追う。窓から入る朝の光りに照らされた唾液は、きらりと光って、制服に包まれた愛の胸に落ちた。

　ふくらみは、どんっどんっ、と下から突き上げるように上下している。

（……触さわりたいな……）

　光は、ごくりと唾つばを飲んだ。触ったことが、ないではない。だがそれは、服の上からだったり、見えないように下から手を差し入れてだったりした。

　違う。そうじゃない。

　光は直接、触ってみたかった。しかも、隠してとかではなくて、ちゃんと見ながら色々と試してみたかった。キスと同じように、愛に色々な反応をさせてみたかった。

（僕、《堕落ダウンフオール》してるのかな……）

　多分、そうなのだ。けれど、《邪淫ルスト》の限界にはまだ遠いというのもわかっていた。触れた瞬しゆん間かん、一気に爆発してしまうかも知れなかったが、それでも試してみたかった。

「……い、いいよ……」

　そんな愛の言葉が聞こえて、光はハッとして視線を上げた。愛は、横を向いて目を伏せたまま、光を見なかった。そして、もう一度、

「……いいよ……」

　と言った。

　本当に、と訊きき返しそうになって、光は慌あわてて口を閉じた。そんなことを訊いたら、それでお終しまいだとわかっていた。また、次の機会、となってしまう。

（勇気、出せ）

　自分にそう言い聞かせて、光ひかるは手を伸ばした。こんなのは本当の勇気とは違うかも知れないが、とにかく今の自分には必要なものだった。

　そ、と。セーラー服をつかんで捲めくり上げると、愛あいの体がはっきりと硬直した。それでも、手を止めない。白いブラジャーに包まれた、愛の乳ち房ぶさが露あらわになる。けれども、これだけならまだ、昨夜ゆうべの格好の方が過激だった。

　光は手を伸ばし、愛の背中に回そうとした。

「ちが、う……」

　耳元で囁ささやかれるような格好になって、光はぞくりとした。

「後ろじゃなくて、前……」

　光は体を起こし、愛の胸の間を見た。ブラジャーのカップとカップの間に、なにか金具のようなものがある。

　聞いたことがあった。フロントホック、という種類だ。しかし。

（ど、どうするんだろう……）

　その、一見したところ、どういう風に留とまっているのかわからない形に、光は、嫌いやな汗が額ひたいに滲にじむのを感じた。もたもたしていてはいけない気がした。とにかく指をかけ、引いてみる。だが、金具はびくともせず、ただ愛の表情を歪ゆがませただけだった。

（あ、あれ……）

　上にずらしたり、横に引いたり、色々試したが駄だ目めだった。そのうちに、愛の体からは熱が引き、あわせて、光も気持ちが萎なえていくのを感じた。

　そしてとうとう、光は手を放した。

「……ごめん……」

　光は謝った。何な故ぜかそうしなければいけないような気がした。

　愛は首を振ると、セーラー服を元に戻しながら、微かすかに眉まゆをしかめた。天使の声を聞いたのだろう。

「えっ！……そ、それは、そうかも知れないですけど……」

　スカートの裾すそを直しながら呟つぶやくと、大きなため息を吐つき、まだ微かに赤い顔で光に向き直った。

「えっと……今度、ちゃんと教えるね？　フロントホックの外し方……コツを憶おぼえたら、簡単だから」

「う、うん……」

「とりあえず、今け朝さはここまでにしよっか……時間もないし……」

　光は頷うなずいた。

　仕方がなかった。ぐずぐずしていた自分が悪いのだ。それにしても、愛はどこかほっとしたような感じを受ける。

（やっぱり、嫌いやなのかな……僕とこういうことするの……）

　訊きけなかった。

　それで、うん、と言われたら、二度ともう、こんなことは出来ない。それは──とても残念なことに思えた。

（……《欲望》に目覚めてきたのかな……？）

　立ち上がって、スカートを直す愛あいの後姿を見ながらそんなことを思っていると、インターホンが鳴った。珍しいことだ。このところもうずっと、誰だれも鳴らす人はいなかった。

「……那な賀が花はなさんかな……？」

　思い当たるとすれば、確かに彼女たちくらいだった。もしかして、戻ってきたのだろうか？

　愛は、光ひかるの部屋に置いてある、インターホンと繫つながっている電話の子機を取り上げて、

「はい」

　と応対に出た。そして。

「えっ！」

　と驚いたように言って、すぐに窓に駆け寄り、カーテンを開いて外を見た。なにが、と思い、光も急いで窓に寄り、隣に立って同じようにする。

　世界は、どこか荒こう涼りようとしていた。

　空は重く雲が垂たれ込め、雨はすぐそこにぶら下がっている。庭の緑は、或あるいは白しら茶ちやけ、或いは赤茶けて、生せい気きを失って今にも枯れてしまいそうに見えた。

　窓はしっかりと閉めてあるのに、嫌な臭においがする。

　昨夜ゆうべ遅くに降った雹ひようのせいで、庭に集まっていた蛙かえるが潰つぶされて、すごい数が死んでいる、と愛が言っていたのを、光は思いだした。その、死し骸がいの臭いだろう。

　黒い霧きりのようなものが、塊かたまりとなって飛び回っている。

　おそらくは、蠅はえ。

　死んだ蛙に引き寄せられて集まってきたに違いなかった。その黒い姿は、昨日きのうの喫茶店での不気味な出来事を思いださせた。

　噴水にも蠅はびっしりとたかって、白かった像は、すっかり黒くなってしまっている。

　その向こうに。

「え──？」

　目は、そんなにいいわけではない。悪いわけでもないけれど、光には、それが誰だかすぐにわかった。黒いフード付きのレインコートを着た人物と、もう一人、高校生──制服でわかった──を連れた、その老人は。

「玄げんさん！」

　声が聞こえたわけではあるまいが、玄は、門の向こうで大きく手を振ってみせた。昨日会ったばかりで、またすぐにこんな朝に会いに来てくれるとは、思ってもみなかった。

『坊ぼう主ず、いい朝だな』

　とてもそうは思えなかったが、彼が言うとそう思えた。

『済まんが、おまえさんと──それから、お嬢ちゃんに話がある。入れてくれんか？』

　お嬢ちゃん？

　光ひかるは愛あいを見た。ここにそう呼べる人は、彼女しかいなかった。

　愛の目が、きろっと動く。

　そうしてしばらく、えっ、とか、でも、とかの独ひとり言ごとの後、彼女は光に向き直って、大きく頷うなずいた。




　　　　☆




「くーっ、よく寝たぜ」

　朝もやのなかを美み巳みと並んで歩きながら、久く美みは小さい体で大きく伸びをした。その格好は、美巳から見ても、あまり、街の中を歩くのに適切だとは思えなかった。

　なにしろ、レオタードなのだ。

　といっても新体操のではなくて、レスリング用のものだが、上になにかを羽は織おるでもなく、やはりレスリング用のブーツを履はいて、頭には、白い猫ねこの耳を着けている。これは、彼女の仕事着。《サー・アイスキャット》とよばれている、キャットファイト──女子プロレスに似た格かく闘とう技ぎ──のときに着ている、勝負服だ。お尻しりからは白い尻尾しつぽも生えている。

「結局、もう一回集まること出来なかったねー」

「ああ。光様の言ってた《十じゆつ災さい》が、思ったよりも早く始まっちまったからな」

　そうなのだ。

　獅しぃ子この予想では、もう少し時間がかかるはずだった。そして、進行はもう少しゆっくりと起こるはずだった。《血の川》の出現を確認してから、おおよそ、一日にひとつ、災わざわいが起こっていくと考えられていた。

　だから、どういう形かはわからなかったが、第九の災い《三日の闇やみ》が起きてから、最終作戦を発動するつもりであったので、もう一度、決けつ起き集会を開こう、という話になっていたのだが。

『時期が早まりましたわ』

　と昨夜ゆうべ、美巳が久美と共に泊まっているホテルに、獅ぃ子から連絡があったのだ。《十災》の発生が急激で、あっという間まにその闇が、おそらくは今日きよう中じゆうにも起こる可能性が出てきたということで、今け朝さから動くことになってしまったのだった。

「みんなともう一度、お風ふ呂ろ、入りたかったなー」

　ぽよよん、と美巳は、《塔》の大浴場を思いだした。広い広いお風呂に、裸の女の子がずらりと集まって──美お味いしそうだったなー、と思う。

　もちろん、本当に食べるつもりはないが、女の子というのは、やはり、もちもちしてて、美味しそうだと思う。

　鏡に映った自分の体も、おまんじゅうみたいでいいなあ、と思う。

　久く美みの体はよく引き締しまっていて、腹筋なども割れていて、見ていると、ついつい、地じ鶏どりのから揚げとかを食べたくなってしまったのを思いだした。胸はほとんどないけれど、脂肪は自分の分だけで十分だ。

　じゅるり、と涎よだれを拭ぬぐうと、ぽか、と軽く頭を叩たたかれた。

「てめー、今なに考えた？」

「えー、えへへ」

　と美み巳みは笑って誤ご魔ま化かした。美味しそうだと思って、などとは言えない。久美が《憤怒ラース》を向けるのはこちらにではない。邪じや魔まをすることになるのは、避けなければならなかった。

「ったく」

　もう一度、ぽこん、と叩かれる。

「オレたちゃ、食いもんじゃねーっての」

「えへへー」

　と、また笑う。が、心の中では、そうかなあ、と思っていた。

　食べようと思えば、なんだって食べられる。もちろん、金属やプラスチック、毒のある物は無理だが、生物なら、小さい物は虫から、大きな物は鯨くじらまで、人はなんだって食べてきた。

　その《人》が、食べられない、ということはない。人が、でなければ、鮫さめや虎とらに襲おそわれて喰くわれる人間は今もいるし、生きた人間でなければ、死体は、そこにあればありとあらゆるものが食べに来る。

「んー……久美ちゃんは、まあ、見ない方がよいかもねえ」

　そう、美巳は微笑ほほえんで言った。

「ていうか、あんまり傍そばにいると、齧かじられるかも」

「おいおい、冗談じゃねーぞ」

　久美は苦笑いを浮かべたが、その目は真剣だった。美巳がふざけて言っているのではないということが、わかっているのだろう。

「ったく、物ぶつ騒そうなやつだな。──ま、いいや。オレはなんにも言わねーよ。こっちも相当物騒なことになるだろうからな。おまえこそ、齧られないように気をつけろよ？　おまえ、巳み和わと一緒に食卓に並ぶことになってるんだろ？」

　美巳は目を瞬しばたたくと、けらけらと笑った。

「そんなことにはならないよお！　だってえ、勝つのはあたしたちだもん！」

「そりゃあそうだ」

　ししっ、と歯の間から息を漏もらすように久く美みも笑って、拳こぶしを自分の掌てのひらに打ちつけた。

　何事か、とそろそろ出勤、通学を始めた人々がこちらを見る。なかには、久美の格好にいやらしい視線をあからさまに送ってくる、どう見てもまっとうな働き者には見えない、くたびれた中年の男などもいる。

「……じゃあな。楽しかったぜ」

　握にぎった拳で、久美は美み巳みの肩を、こつん、とやった。

「喧けん嘩かばっかしてた気もするけど、おめーたちと一緒の毎日はさ、おもしろかったよ」

「うん、あたしも楽しかった♪」

　噓うそ偽いつわりなく、美巳は言った。

「また、一緒にごはん食べられる？」

「そりゃ、どうかな？」

　久美は首を捻ひねった。

　彼女は別に、意地悪で言っているわけではない。これからしようとしていること、起こることを考えれば、正しい答えだった。

　それでも、久美は最後に、にっと笑って、

「ま、それが出来たら、オレも嬉うれしいけどな」

　と、言ってくれた。
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　それで満足だった。これで、心置きなく美み巳みも、自分の為なすべきことが出来る、と思った。

「さて」久く美みは、ぐるりと辺りを見回した。「始めっか。オレも、自分の《憤怒ラース》を全開にしたらどうなるかわかんねーから、楽しみだぜ。──じゃあな！」

　もう一度、久美は美巳の肩を軽く叩たたくと、

「ひゃっはーっ！」

　そんな声を上げながら駆けて行ってしまった。

　あっという間まに遠く、小さくなる背中に、美巳はずっと手を振っていた。

「じゃあね、また逢あえるといいね」

　と呟つぶやきながら。

　そんななかで、変化は、すぐに起こった。

　久美が駆け抜けた周囲の人々が、突然、他ほかの人間に殴なぐりかかったり、停とめてあった車を破壊したり、し始めたのだ。

　理由は明らかだった。《憤怒ラース》に感染したのだ。それは、久美を介かいさずとも、拡大、伝染していく。そして、行き着く先は、ただの暴力では収まらない。

「気にいらねえええええっ！　馬ば鹿かにしやがってええええええっ！」

　久美のことをいやらしい目で見ていた中年男は、そんなことを叫びながら、傍そばを通りかかった若い親子に襲おそいかかり、おそらくは幼稚園児と思われる少女の首を絞しめた。

　若い母親の悲鳴が上がる。

（あーあ……）

　美巳は、眉まゆをしかめてその様子を眺ながめた。

　女の子の首は完全に潰つぶれてしまっている。顔は信じられないほど真っ赤で、鼻血を出して白目を剝むいている。

　その男の頭を。

「──ぎゃっ！」

　傍にあった、金属製の車止めのポールを引き抜き、若い母親が殴った。

　男の頭から、噴水のように血が噴ふき上がる。だが、その若い母親は容よう赦しやなくポールを振り下ろし続けた。

　娘を助けるよりも、男を殴ることに心を奪われている──酔っている。

「……じゃ、あたしも始めよっかな」

　くるり、とお菓子のように甘ったるいロリータ服の裾すそを翻ひるがえして、久美が向かった方角とは逆に向かって歩きだした。

　ポケットに手を突っ込んで飴あめをひとつ取り出すと、包みを剝はがして口の中に放ほうり込んで、舌でころころと舐なめ転がした。とろけるような甘みが口の中に広がって、空腹を刺激する。そして、それをそのまま、抑おさえることなく外に向かって《解放》した。

　まるで、なにかの冗談のように、突然の暴ぼう力りよく沙ざ汰たに周囲に集まってきていた人々の腹が、音を立てた。

　だが、それだけでは収まらない。余りに急激な空腹は、胃を捻ねじり上げ、多くの人々を嘔おう吐とさせた。

「た、食べ物っ！　食べ物おおおおっ！」

　すぐ傍そばで、ＯＬらしい女性が、自ら嘔吐した朝食のなかに座り込んで鞄かばんを開け、中からお昼のためのものであったのだろう弁当を取り出すと、蓋ふたを開け、箸はしも──手すら使わずに、そのままかぶりついた。

「よこせえっ！」

　その女性を、男が拳こぶしで殴なぐり飛ばした。女性は、口に入っていた、血の混じったおかずを撒まき散らしながら転がった。当然、弁当は道路に落ち、中身がこぼれる。それに、餓が鬼きのように人々が群がってがつがつと食べた。

　ガラスの割れる音がして、目を転じれば、コンビニが襲しゆう撃げきされていた。飛びだしてきた人々は、腕に、そして口にも、食べ物をくわえ、そしてその人々をまた、別の人が襲おそい、奪い取ろうとする。

「お腹なか減ると、人って変わるよねえ」

　美み巳みはそう呟つぶやくとふふっと笑い、飴あめを口の中で転がしながら、それぞれに与えられた目的の場所に向かい、歩きだした。

　その後に大勢の、飢うえて悪あつ鬼きとなった人々を増やしながら。




　　　　☆




「巳み和わちゃん、本当に一人で大だい丈じよう夫ぶ～？」

　後ろから羊よう子こに抱だきかかえられた巳和は、耳元で囁ささやかれたそんな甘い声に、しかし、迷いなく、こっくりと頷うなずいた。

「……大丈夫です」

「うーん……心配だなあ、お姉さん」

　言って、羊子は身を捩よじった。

　頭を挟はさむようにして肩に乗った大きな胸が、ふるんふるんと揺ゆれる。大型のバンの中だからいいようなものの、外であったのなら、行動を起こす前に騒ぎになるのは確実だった。

　なにしろ、羊子はなにも着ていないのである。

　ようするに、全ぜん裸ら。

　生の、ちょっと汗っぽいおっぱいが、ぺちぺちと頰ほおに当たる。

「……平気です」

「まあ、巳み和わちゃんがそう言うなら、そうなんだろうけど……」

　羊よう子こは巳和から離れると、正座をしていた彼女をクッションごとくるりと回して、真正面から向き合った。

（……綺き麗れい）

　そう、巳和は思った。ずっと綺麗だとわかっていたが、今け朝さはとりわけ綺麗だった。彼女は化粧も、服すらも着ていないときが、一番美しいと思う。完かん璧ぺきな自然の美のバランス。それを持ち合わせている。そしてそれを有効に使う術すべも、また、よく心得ている。

「あたしが始めたら、ここをすぐに離れてね～？」

「大だい丈じよう夫ぶです。羊子さんの《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》は、わたしには効果はありませんから」

　彼女のだけでなく、《罪人シナー》は他ほかの少女たちの罪の影響を決定的には受けない。耐えられる。

「それはわかってるけど～、《堕落ダウンフオール》しちゃった人たちが、巳和ちゃんを襲おそうかも知れないでしょ～？　一応、あたしが約束の場所までひっぱっていくつもりだけど～」

《大罪》は拡かく散さんする。その末端にいる人々が手近な相手で《罪シン》を遂とげようとするのは、予想外でもなんでもない。

「……だから、竜りゆう一いちを呼びました」

「竜ちゃんか～！」

　ぱちん、と羊子は掌てのひらを打ち合わせた。

「だったら安心かも～。竜ちゃん、ほんとはまだ一一歳なのに、大人みたいだもんね～。格かく闘とう技ぎとかもやってるんでしょ～？　体、引き締しまってるよね～。お姉さん、味見、してみたかったな～」

「……駄だ目めです」

「やだな～、冗談だって～。取るようなことしないって～」

「……いえ、そうではなく、あの子、わたしにしか、勃たちませんから」

「まじっ!?」

「……はい。羊子さんの《大罪》でも無理だと思います。羊子さんのプライドを、傷つけたくはありませんから」

「うーん……それは確かに傷つくかも～。やめとく」

「……そうしてください」

　巳和は、小物入れにもなっているテディベアの背中から懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出し、時間を確認した。そろそろだ。他の人たちも行動を開始している頃ころだろう。

「……では」

　巳和は立ち上がると、黒いワンピースの裾すそをつまむようにして持ち上げて、そそ、と頭を下げた。

「……今までありがとうございました。御ご健けん闘とうをお祈り申し上げます」

「うん、巳み和わちゃんもね～」

　そ、と手が伸びてきて、巳和の頰ほおに触れた。ぞくりとする。柔らかく熱いその掌てのひらに、下半身が熱くとろける。
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「また、逢あえるといいね～」

「はい」

　社しや交こう辞じ令れいでもなんでもなく、巳和はそう思った。《嫉妬エンヴイ》の《大たい罪ざい》を持つ巳和は、人との関係を結ぶのが難しい環境で生きてきた。関かかわった人間は例外なく、誰だれかを《妬ねたむ》ようになる。それは巳和であることも、他ほかの誰かであることもあった。

　竜りゆう一いちにしてもそうだ。

　彼は、巳和と関わる全すべての相手に《嫉しつ妬と》する。それは愛情ではなく《大罪》によるものであると、巳和は考えている。

　だが羊子は──そして《大罪》の少女たちは違った。互いに影響を受けつつも、普通に話すことも、一緒にいることも出来た。

（楽しかった……）

　素直にそう思えた。

　それを失うのは、恐ろしくもある。しかし、ルシファーが復活を遂とげれば、そもそもの《大罪》が昇しよう華かされるのだから、どちらを選ぶのか、と問われれば、迷うことではなかった。迷ってはいけないことだった。

「でもね～」

　バンの側面の扉を引き開けながら、羊よう子こは微笑ほほえんだ。肩越しに、ぎょっとしたような人々の顔が見える。

「楽しみでもあるんだ～」

「……なにがです？」

「《邪淫ルスト》を解放したら、どうなるかな～って。わたしね～、巳み和わちゃん。たっくさんの人とセックスしたけど、イッたことってないの」

　その意外な告白を聞きながら、巳和もバンを降りた。

「……そうなんですか？」

「そうなんですよ～」

　羊子はけらけらと笑った。

「まあ、今の男って射しや精せいすることがセックスだと思ってる連中ばっかりだから、仕方ないかもだけどね～」

「……そうですか」

「うん。──じゃあ、巳和ちゃん、気をつけてね～」

　そう言うと、羊子は巳和にキスをした。

　頰ほおやおでこに、ではない。しっかりと唇くちびるに。決定的な影響を受けない、とはいえ、それはまったく、ではない。巳和は、じわりと自分が濡ぬれるのを感じて焦あせり、後ずさった。

　羊子はぺろりと唇を舐なめた。

「んふ～、一回、巳和ちゃんのそんな顔、見たかったんだ～」

　そう言うと、羊子はくるりと踵きびすを返し、取り巻くようにして見ている人々の方に向かって歩きだし、辺りは一気に騒そう然ぜんとなった。モックだ、牧もく鷹おう羊子だ、という声が上がる。

　羊子はうなじに手を差し入れるようにすると、ば、と長い髪を払うようにした。その広がりと共に、目には見えないなにかが広がった《感じ》があった。

「おおうっ！」

　そんな声を上げたのは、誰だれであったのか。男たちは例外なく背中を丸めるようにして、女たちは腿ももをすり合わせながら、どこか駆け込めるトイレはないかと辺りを見回している。

　そんな人々の間を、羊子は歩きだす。

　誰も彼女に触れようとはしない。だが、変化は如によ実じつだった。男も、女も、脱ぐのももどかしい、と言わんばかりに服を自分で引きちぎると、相手を求めて誰だれ彼かれ構わず、躍おどりかかった。

　獣けもののような声が上がる。

　もちろん前ぜん戯ぎもなにもない。獣は、そんなことはしない。

　なにかが飛んできて顔につき、巳和はそれを指でこそげ取った。指の間でそれは、白く糸を引く。なんという光景だろう。白はく濁だくした体液が飛び散り、辺りには凄すさまじい性せい臭しゆうが立ち籠こめた。

「う、うへへへへ……」

　気持ちの悪い笑い声に振り返ると、着ているシャツから高校生らしいとわかる男子が、ズボンとトランクスを下ろし、股こ間かんで屹きつ立りつするものを激しくしごきあげながら、近づいてきた。擦こすり過ぎたのか、皮が裂さけて血が出ている。だが、男子は気付いていないようだった。

　体液の染しみついた手が伸びてくる。だが──

「──離れろ、糞くそ野や郎ろう」

　男子の顔面に革かわ靴ぐつの踵かかとがめり込み、回転しながら吹き飛んだ。顎あごの骨が折れたかも、と思ったが、救急車を呼ぼうとは思わなかった。そんなことをしても無む駄だだ。どのみち来たところですぐに《邪淫ルスト》にやられてそれどころではなくなってしまう。

「──竜りゆう一いち、遅いわ」

　巳み和わは振り返り、自分の弟を見上げた。体格はすっかり大人だが、これでもまだ一一歳だった。高校ではまた、生徒会長を目指しているようだったが、巳和から見れば、こんな子供が中学校時代にそれが務まっていたということ自体が奇跡のようだった。

「どこでなにしてたんだよ……」

　踵に血をつけたまま、竜一は唇くちびるを尖とがらせた。巳和と血が繫つながっているからなのか、彼も、多少だが、決定的な影響を受け難にくい体質をしている。

「……言う必要がある？」

　突き放すように言うと、竜一は叱しかられたかのように首を竦すくめて、ないよ、と答えた。

「……そうよね」

　今度は優しく。巳和は爪つま先さき立だちになると、竜一の頰ほおに手を当てて顔を引き寄せ、その頰にくちびるを押し当てた。同時に《大たい罪ざい》を解放する。

　空気が変わった。

　顔を離し、周囲を見回せば、怨おん念ねんのこもった目でこちらを見ている人々が多数いた。

　だが、それだけではない。

　自分よりもいい女を、男を抱だいている。自分よりも背が高い。瘦やせている。太っている。胸が大きい。小さい。そうした《嫉妬エンヴイ》が一気に噴ふき出だし、それは行動へと繫がった。

　即すなわち、暴力。

　ただのセックスはレイプに。暴力に。さらにその先へと突き進む。

「てめえが！」

「俺おれが！」

「おまえが！」

　怒ど号ごうが飛び交かい、人々はつかみかかり、《妬ねたみ》をぶつけ合う。

「すげー……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた竜りゆう一いちを後に、巳み和わは歩きだした。

「……別に。みんな持っているものだわ。ただ、普段は隠しているだけで」

「ふうん……」

　呟き、すぐに後を追ってくる。忠実な犬のように。その最中にも、巳和に手を出そうとした男を二人、叩たたきのめす。

　ちら、と振り返ると、竜一は血に染まった拳こぶしを掲かかげて、誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。お姉ちゃんは、俺おれが守るから」

「……当たり前でしょ」

　ぱ、と竜一の顔が明るくなった。だが、別に、機嫌を取るために噓うそを言ったわけではない。それが当然だった。竜一が実の姉を愛しているように、巳和もまた、この弟のことを、男として愛しているのだから。

「……さあ、行きましょう」

「うん！」

　元気のいい返事をしつつ、竜一はまた一人、裸で襲おそいかかってきた今度は女を、容よう赦しやなく殴なぐり飛ばして、口くち笛ぶえを吹きながら巳和について歩きだした。




　　　　☆




「疑問なんだけど」

　隣で、こちらに合わせて必要以上にゆっくりと歩く、ダークグレーのスーツに身を包んだ倉くら子こがそう口を開いて、棕しゆ櫚ろは、瞑つぶっていた瞼まぶたを開いて、横目で彼女を見た。

　倉子は今日きようも、長い髪をポニーテールにしてまとめ、きりっとした横顔で、真まっ直すぐに前を見み据すえている。

「あなたはいったい、どうするの？」

　唐とう突とつな質問だ。

「どう、って？」

「あなたの《大たい罪ざい》は《怠惰スロース》でしょう？　どうやって混乱を生み出すの？　あなたがいくらその《大罪》を発揮しても、そこには、みんながごろごろしている牧ぼつ歌か的てきな光景しか、わたしには思い浮かばないんだけど」

「そう？」

　だらりだらりと歩きながら、棕櫚は、ははは、と笑った。

「そうかもねえ」

「ふざけないでくれる？」

　倉子は、苛いら立だちを隠そうともしなかった。

「あなたがしくじれば、全すべてが無む駄だになるのよ？　納なつ得とくのいく説明が欲しいわ」

「と言われてもねえ……面めん倒どうくさい」

　ぴき、とこめかみに血管が浮かび上がるのを、棕しゆ櫚ろは見た。だが倉くら子こは、深呼吸をしてなんとかそれを抑おさえ込むと、中指を立てて、眼鏡めがねの位置を直した。

「……いい？　たとえばわたしの《強欲グリード》は、人々をこうさせるわ」

　眼鏡の奥で倉子の瞳ひとみが暗く輝いた気がした。

　途と端たん。

「それをよこせっ！」

「俺おれのだっ！」

「あたしのっ！」

「ふざけんな！　誰だれにもやるもんか！」

　そんな声が上がって、人々は互いの持ち物の奪い合いを始めた。

　たちまち広がっていく。

　その様子は、凄せい惨さん、の一言に尽きた。

　殴なぐり、蹴けり、容よう赦しやなく奪う。なかには指輪を取るために、嵌はめていた女の指を喰くいちぎる男もいて、それと大差のない光景が、ゆっくりと歩く二人の間で波は紋もんのように広がっていった。

　少し離れた場所にある、開店前のスーパーのシャッターが破壊され、人々が我われ先さきになだれ込んでいく様子に、棕櫚は素直に、

「やあ、すごいねえ……」

　と呟つぶやいた。

「破壊と混乱。それが光ひかる様の望みでしょう？　あなたはどうやってそれに応こたえるの？」

「んー……案じるには及ばないよ」

　棕櫚は欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「詳しくは獅しぃ子こに訊きいてくれ──と言いたいところだけど、あいつとも、もう連絡つかないだろうから、仕方ない。教えてあげるよ。すっごい、面倒くさいけどね」

　ようやく、倉子はこちらを向いた。

　眼鏡の向こうで、疑わしそうな色をした瞳が、微かすかに眇すがめられる。気持ちはわからないではない。ただだらけるだけの《大たい罪ざい》になにが出来るのか、と思うのは当然だ。

「君はさ、不安なんだろう？　こんなボクになにが出来るのか、って」

　ええ、と倉子は言い切った。

「少しくらい、否定してくれてもいいのに。まあ、いいさ。君の気持ちはわかるよ。実際、君たちが働いている間も、ボクはだらだらしてるだけだったからね。まあ、それがボクの《大罪》なんだから、仕方ないんだけど」

「回りくどい話はいいわ。それよりも、どう役に立てるのか、それを教えて」

「せっかちだなあ」

　棕しゆ櫚ろは、くっくっと笑った。不快気げに、倉くら子この眉み間けんに深い皺しわが刻まれて、眼鏡めがねが生きているかのように動く。
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「時間がもったいないの。あなたに、わたしの一分一秒が喰くわれているかと思うと、たまらない気持ちになるの」

「さすが《強欲グリード》だね、君は」

　うん、と棕櫚は頷うなずいた。

「確かに君の言う通り、僕の《大罪》は人をありえないほど《怠惰スロース》にさせることしか出来ない。でもね。それを突き詰めればどうなると思う？」

　倉子は答えない。顔を見ればわかる。余裕がない。

　おそらく、緊張しているのだろう。それをおかしいとは思わなかった。これから起こることを思えば、当然だ。

「つまり、さ」と棕櫚はかまわず続けた。「《怠惰スロース》を極めると人はどうなるかっていうとね、呼吸すら、それから、心臓を動かすのすら、面めん倒どうになるんだよ」

「それって──」

「そう」棕櫚は、周りの騒動を無視し、ふっと笑って指を立てた。「《怠惰スロース》の行き着く先は、生命活動の停止、さ」

　倉くら子この横顔が微かすかに曇る。死は失うこと。それが、嫌いやなのだろうか。

「とはいえ。今回のボクの役目は違う。まあ、そうしちゃってもいいんだけど、面めん倒どうだしね。その手前でやめておくことにするよ」

「それじゃあ、いったいなにをするの？」

「それは、ボクがどこに行くのかを知れば、わかると思うよ」

「どこ？」

　棕しゆ櫚ろは、向かっている先にある建物を指差した。

　それほど大きいわけでも、他ほかに比べて新しいわけでもない。だが、その看板を見れば、なにをしようとしているのか、倉子にもわかるはずだった。

　看板には大きく『千ち代よ神がみ警察署』。

「ああ」

　納なつ得とくした、というように倉子は頷うなずいた。

「つまり、これから──こんな風に起きている混乱を、収拾させないようにするのね？」

「そういうこと」

　棕櫚は、微笑を浮かべて頷いた。

「まあ、どのくらい効果があるかはわからないけど、幸い、ボクの《大たい罪ざい》の効果が届く範囲には消防署もある。病院も。大変なことになるだろうね。ボクはただ、ベンチにでも寝っ転がっているだけなのに」

「そうね」

　後は、目的の場所に着くまで、二人は黙って歩き続けた。その間にも倉子の《強欲グリード》に中あてられた人々は、人、店、住宅を襲おそい、略りやく奪だつを繰くり広げ、その様子を眺ながめた。

　これが人。その本性だ。

　誰だれもが、それを抑おさえ込んでいる。倉子はそれを表に引きずり出したに過ぎない。これは彼女がさせたことではなく、彼らが望んだことだ。

「……この辺でいいか」

　警察署に極ごく近い公園のなかに形のいいベンチを見つけて、棕櫚はぶらりと歩み寄った。表面を撫なでてみると、つるりとして寝転がるにはとても具合がよさそうで、実際にそうしてみると、やはり悪くなかった。

「じゃあ、そういうことで」

　倉子を見上げ、そう言うと、彼女はこっくりと頷いた。

「ええ。……また、逢あえると思う？」

「さあ」

　棕櫚は肩を竦すくめた。

「ボクは君に好かれてないと思ってたけど？」

「そんなことないわ。わたしが誰だれとでも一定の距離を置いていたのは、相手のなにもかもを欲しくなってしまうからよ。わたしの《強欲グリード》はあなたたちの誰にも完全には効きかないけれど、わたし自身には大きく、誰よりも強く効くから」

「なるほど」

　それで、彼女が七人の内でも目立たなかったことに納なつ得とくがいった。

「でも、もし逢あえても、そのときは、お互いをそうだとわからないんじゃないかな？」

「……そうね」

　倉くら子こは眼鏡めがねの位置を直すと、寝転がる棕しゆ櫚ろに背を向けた。

「……それじゃ、次は《地じ獄ごく》で」

「ああ。縁があったら《地獄》で」

　棕櫚がそう言うと、かつ、とヒールの踵かかとを鳴らして倉子は歩きだし、一度も振り返ることなく、狂乱する人込みへと真まっ直すぐに突き進み、姿を消した。

　棕櫚は小さく息を吐つくと、頭の後ろで手を組んで空を見上げた。青空なんか、欠片かけらも見つけられない。たっぷりと水を含んだ雲は黒く、重苦しく覆おおい被かぶさってくる。

　だが、気にはならなかった。

　どうせすぐに晴れる。そこに覗のぞく空は、決して青くはないだろうけれども。

　なにかが目の前を飛び過ぎ、棕櫚は、平へい素そでは考えられない素早さでそれをつかんだ。指の間でもぞもぞと六本の足を動かすのは、佃つくだ煮ににしたら美お味いしそう、と美み巳みなら言いそうな、丸々と太った蝗いなごだった。

「なに、食ったんだか」

　指を離すと、蝗は飛び去った。そこでようやく棕櫚は、雲だと思っていたものが、そうではないことに気付いた。

　それは、蝗の群れだった。

「《十じゆつ災さい》が、またひとつステージを進めたって訳か。さて、と。それじゃあ、面めん倒どうだけどボクも始めるかな──《笛ふえ吹ふき》を」




　　　　☆




（ついに、ここまで来ましたわ……）

　赤せき兎との肩に腰をかけ、混乱の渦か中ちゆうにある、清すが々すがしさの欠片もない朝の街を見下ろしながら、獅しぃ子こは感慨に胸を熱くした。

　思えば、長かった。

　たかが一六年しか生きていないくせになにが長いだ、と、大人が聞いたら言うかも知れない。だが、獅ぃ子にとってこの一六年はただひたすらに長かった。

　おそらくは、他ほかの少女たちも同じだろう。

　自分が、他の人間とはなにかが違う、と気付いたのは、いつのことであったか──既すでに思いだすことは出来なかった。

　物もの心ごころついたときには、周りの人間が全すべて劣って見えた。

　彼らが同じ目線で、或あるいは見下ろして、こちらを見ているのが、どうしようもなく腹立たしかった。だが、自分になにか優れているところがあるわけではない。なのに他人を見下すのは、みっともないということもわかっていた。

　その矛む盾じゆん、その傲ごう慢まんに、幼い獅しぃ子こは苦しめられた。

　こちらが相手を見下したような態度をとれば、倍になって返ってきた。当然だ。なんの実績もない子供が、ただ偉そうにしていれば、無条件にそれに膝ひざを折るということなどない。

　しかし、それすらも知ったのは、後のことだ。

　本当に小さな頃ころは、お姫様であり、世界は自分のものだと、本気で思っていた。

　そういう風に思っても不思議ではない環境だったのだ。

　獅ぃ子の家は、明あけ星ほしグループという、世界有数の巨大グループ企業で、獅ぃ子の後は子供を望めないと宣告を受けた両親にとっては、グループを受け継つぐ大事な人間だった。

　もちろん、親子の関係だけで会社が継げるはずもない。

　会社を他人に渡す気はない両親は、獅ぃ子に帝てい王おう学がくを中心にして、主として経営に関する勉強を、小学生の頃からまさに叩たたき込んだ。

　それは、嫌いやではなかった。

　まず《帝王》という言葉がなによりしっくりときて、気にいったのを憶おぼえている。それは自分にとてもとても相応ふさわしい言葉だと思った。開眼した、といえばよいだろうか。

　それからは必死に、貪どん欲よくに、ただひたすら貪欲に、知識を吸収し、中学に上がる頃には、大人を相手に十二分に渡り合えるだけの度ど胸きようと知識と勘かんと舌と貫かん禄ろくを備えて、正しく相手を見下せるようになった。

　会社もいくつか立ち上げ（陰の経営者として）、グループのなかでも上位に食い込む売り上げを叩き出せるようにもなった。

　しかし、それでも楽にはならなかった。

　いかに昇ろうが。

　いかに平へい伏ふくさせようが。

　望みに果てはなく、天てん井じようもなかった。

　平伏させられるようになったといっても、それはたかが社員。こちらが金を与えているからこその忠誠ともいえる。

　そうではない。それでは駄だ目めなのだ。足りなかった。全然、足りなかった。

　自分が道を行くだけで、辺りの人間が平伏しないのが腹立たしいのだ。

　訪ほう日にちした要人が自分のところへ来て頭を下げないのが苛いら立だたしいのだ。

　世界中の人間が、自分に平へい伏ふくしないことが、まったく納なつ得とくがいかなかった。

　だが、そんなことが現実的にありえないことは、その頃ころの獅しぃ子こにはさすがにわかっていた。たとえ神になったところで、それはありえない。

　望みは、決して叶かなうことはなく。

　欲望だけは、どこまでも深い。

　それがどのくらい苦しいことかは、誰だれにもわかるまいと思っていた。常に苛立ち、事実、肌を何度も搔かき毟むしって、危あやうく傷がのこるところまでいったことがあった。

　だがそれは、あの日から全すべて変わった。

　天てん啓けい──相手は地の底の者であったが、獅ぃ子にとってはまさに天啓であった。突とつ如じよとして自分を苦しめるものの正体を知りえ、それを昇しよう華かする方法すら理解したのであるから。

　自分たちは人間である。それは間違いない。

　しかし、それだけではなかったのだ。

　悪あく魔まは常に人を狙ねらっている。人の世に自分の萌ほう芽がを根付かせるべく、機会を窺うかがっている。

　この世には、そうと知らずに悪魔の子を生なす女性たちがいる。

　悪魔は巧妙だ。

　彼らは、避ひ妊にんをせずに肉体関係を持った女性はいないかと常に見張っており、その女性が眠ったところに近づいて犯す。特に本当にイッた直後の女性は狙われやすい。精神が、魂たましいが剝むき出しになるからだ。信仰という鎧よろいがない人々は、悪魔を阻はばむのは難しい。

　また、悪魔のなかには直接、男の体を乗っ取って行為に及ぶ者もいる。行きずりの男が避妊を拒んできたら、要注意だ。

　獅ぃ子の両親ははっきりしている。行きずりの男が父親ではない。だが、本当の父親は別にいる、とあの日、知った。

　受け入れるにも時間はかからなかった。すとんと、ああそうか、と思った。

　それは、他ほかの少女たちもそうであったようだ。

　そしてすぐに、なにを為なすべきかがわかった。どうしたらこの苦しみから解放されるかを、理解した。

　迷いはなかった。

　奔ほん放ぽうに好き勝手に生きていると見えるだろうが、《大たい罪ざい》と名がつくほどのものである。

　人の身ではやはり、辛つらく、苦しい。

　いくら欲望のままに振ふる舞まっても、常に飢えている気持ちが、誰にわかろうか。わかるはずがない。同じ《大罪》を持つ少女たち以外に、本当にそれがわかるとは思えない。

　だがそれも、今日きよう、このときまでだ。

　もう一度、彼女たちと顔を合わせる機会がなかったのは残念だったが、仕方がない。《十じゆつ災さい》は再び起きたのだ。

　時は満ちた。

　この機を逃のがして、次があるという保証はない。やり遂とげるしかないのだ。たとえそれが、神かみ代しろ光ひかるを抹まつ殺さつするということと、同義だとしても。

（……仕方ありませんわ）

　獅しぃ子こは、自分にそう言い聞かせた。

（ルシファー様こそが、本来の光様なのですもの。あの優しすぎて、素直で、可愛かわいらしい光様は、天使の造った偽にせの人格。元から存在などしていなかった、魂たましいのない、複雑なプログラムでしかないんですもの。悲しむには当たりませんわ）

　そう考えて、獅ぃ子は眉まゆを顰ひそめた。

　悲しむ？

　わたしは悲しいのだろうか？

　光の無む邪じや気きな笑顔が浮かんで、獅ぃ子は首を振った。ツインテールにした金髪の房ふさが、叱しつ咤たするように頰ほおを打った。

　余計なことを考えるな。二つともを手に入れることなど出来ないのだ。《強欲グリード》の倉くら子こならそれを望んで諦あきらめないかも知れないが、望みとは、全すべて叶かなうわけではない。往おう々おうにして、叶わないことの方が多い。

　そのなかでなにを絶対に手に入れるか、だった。獅ぃ子たちにとって、それは決まっていた。他たを以もつて、代えられるものではない。

　獅ぃ子は目を瞑つぶると、ゆっくりと深呼吸をした。そして、迷いを息と共に吐はき出していく。そう強くイメージする。何度も。何度も。

　そして、次に目を開けたとき、獅ぃ子にもはや迷いはなかった。

「わたくしたちの願いのため……今こそなにも知ろうとしない愚おろかな人々を、地じ獄ごくへ導きましょう。さあ、踊りなさい！　わたくしたちの奏でる《大たい罪ざい》の音に！」

　獅ぃ子は手にした乗じよう馬ば鞭むちを、ぴしり、と振り上げた。

「──《ハーメルオペレーシヨンン作戦・ハーメルン》、発動！」
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　天使様……いったいなんだと思います？

　あれ、玄げんさんでしたよね？

　そうですよね？

　隣にいるのは、林はやし田だ先輩だし……。

　それに……あの黒いレインコートの人……あれはいったい──。

　えっ！　来くる栖す先生!?

　あのレインコートの人、来栖先生なんですか!?

　ど、どうして……来栖先生と玄さんって、仲間割れしたんじゃなかったですか？

　……は？

　そんなこと俺おれに訊きくな、って！

　だったら、誰だれに訊けばいいんですか！

　役に立たねえな、まったく！

　あっ、ごめんなさい！

　冗談ですって！

　はあ。

　…………。

　……。

　ああ、もう……なんだかむずむずする……すごく、すごーく、嫌いやな予感がする！

　会っていいと思います？

　なんの話かわからないですけど、本当に、会っていいんだと思います？

　え？

　そ、それは……光ひかる君が会うっていうの、止められないですけど……。

　腹を括くくれ？

　今更……とっくに括ってますよ！

　ああ、はいはい。

　わかった。わかりました！

　いいじゃないですか、少しくらい愚ぐ痴ちったって。天使様しか、愚痴れる相手、いないんですから。

　……友達がいないわけじゃねえっ！　話せないことばっかりなだけですっ！

　ほんとにもう。

　天使様が、わたしの不安を和やわらげようと思って、軽かる口くち叩たたいてるの知ってますけど、ときおりグサッときますよ？　ほんとのことだから。

　え？　済まん、て……珍しいですね、天使様。ちょっとナーバスになってます？

　やっぱり、天使様も嫌な予感がするんですか？

　……はい。

　わかってます。

　たとえ、それが本当になったって、光ひかる君は守ってみせます！




　絶対に、わたしの《愛》の力で!!





でぃ・えっち・えぃ　でもんず！　《終》









　　　　　あとがき







　夏が、終わりましたねー。

　といっても。

　これを書いているのは七月の頭で、まだ梅つ雨ゆも明けていないんですが、早くも今年は猛暑だとかいう予報が出ているのが恐ろしいです。

　前巻のあとがきの、嫌な予想が当たってしまったなー、という感じです。庭の草むしりとかしている最中に、ぶっ倒れないようにしようと思います。

　どうかせめて、酷暑にはなっていませんように。




　さて、『でぃ・えっち・えぃ』。

　またまた、タイトルが変わりました。前巻が《へりっしゅ》で、今巻が《でもんず》です。

　少しでなく、ますます恐ろしげに……。

　やー、まー、本編もタイトルにジリジリと近づいていっている感じですが。残すところあと一巻なので、がっつん、と行きたいと思います！

　次が最終巻！

　タイトルも決まってます。『でぃ・えっち・えぃ　へぶんす』、です。冬には出るのではないかと思いますので、どうかお待ちください。




　そして！




　コミック版の『でぃ・えっち・えぃ』二巻も、今月発売です！　とても面白いオリジナルの展開が繰り広げられていますので、そちらも是非！




　そんな感じで、『でぃ・えっち・えぃ　でもんず』、お楽しみいただけたでしょうか？

　それでは、また、お逢あいしましょう！




　二〇〇七年　七月上旬


ゆうき　りん　　　






※『でぃ・えっち・えぃ　でもんず』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、団体等とはなんらの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／谷たに村むらまりか

４／１生まれ。AB型。「電撃コミックガオ！」で『でぃ・えっち・えぃ』のコミックも描かせて頂いてます～♪　そちらもよろしくです☆　http://marika.babymilk.jp/
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